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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第十一話　二人だけのデート










「また！　そうやって抜ぬけ駆がけしようとする！」


　隣りん室しつから、宮みや間ま夕ゆう菜なの大声が響ひびいてきた。


　式しき森もり和かず樹きはのろのろと耳を塞ふさぎ、聞こえないように努ど力りよくをした。しかしなおも声は続く。


「凜りんさんって、案あん外がいずるいんですよね」


「なっ、なにをおっしゃるのですか。私は卑ひ怯きよう者ものであろうとしたことなど一度もありません！」


　これは神かみ城しろ凜だ。声せい質しつに動どう揺ようが混まじっているが、気き丈じように言い返している。


「夕菜さんこそふしだらな真ま似ねはやめたらどうです。そんな薄うすい服を着て、式森のところに行こうとしたでしょう！」


「凜さんが黙だまって和樹さんの部屋に忍しのび込もうとするから、対たい抗こう上です！」


「私は忍び込もうなどとはしてません。ただ式森に勉強を教えてもらおうと……」


「白しら々じらしい！　凜さん、和樹さんより全然勉強できるじゃないですか！」


　夕菜の叫さけび声を最後に、ドタンバタンと暴あばれる音に変わった。それから「こらー、いい加か減げんにしなさい。さもないとあたしが和樹をもらうわよ」という風かぜ椿つばき玖く里り子この声がして、よりいっそう騒さわぎがひどくなった。


　和樹は耳に両手を当てたまま小さくなって、この騒そう動どうが早く収おさまりますようにと世界中の神に祈いのった。もちろん天からは、なんの返へん答とうもなかった。


　窓まどの外では日曜日の太陽が、あざ笑うかのように輝かがやいていた。


　夕菜（の父親）の家にみんなで住むことになってからというもの、和樹にはいっときも気の休まる暇ひまがない。考えてみれば寮りようと違ちがい、もっと狭せまい場所に押おし込こまれたのである。朝から晩ばんまで顔を合わせる訳わけで、良い方に改かい善ぜんされると思う方が間違っていた。


　今日も朝から夕菜と凜が揉もめに揉めていた。しかも夕菜の怒いかりはいつものこととして、何な故ぜか凜が一歩も引かないのである。最近の剣けん豪ごう少しよう女じよの性せい格かくの変わりようは意外なほどであった。


　ダンゴムシのように丸まって世間との交流を断たっていたら、騒ぎが小さくなってきた。おそらく体力的な問題だ。


　これ幸いと起きあがり、階下へと降おりていく。くたびれているのか、隣室からは誰だれも出てこなかった。


　リビングへ行くと、紅あか尉い晴はる明あきが待っていた。


　本来は葵あおい学がく園えんの養よう護ご教きよう諭ゆであるのだが、最近は頻ひん繁ぱんにここまで来ていた。相変わらずの中世の魔ま術じゆつ師しみたいな風ふう貌ぼうだが、意外とマメである。


　紅尉は皮肉っぽく目を光らせていた。


「降りてくるのが遅おそいな。時間を守らないと社会人になって評ひよう価かされないどころか、伊い庭ばかおりみたいになるぞ」


「すみません……。でもあの騒ぎがちょっと」


　と言って天てん井じようを見上げる。


　紅尉も同じように見た。


「ふむ。宮間君と神城君かね」


「はい。いつものことなんですけど」


「元気そうで結けつ構こうじゃないか。若わかい女の子に囲まれるとはうらやましい限かぎりだ」


「やめてください。実じつ感かんがこもってないです。確たしかに他の人から見ればそうかもしれませんけど、僕ぼくは大変です」


「これくらいでダウンしてどうする。今に風椿君も参さん戦せんすると思うがな」


「やめてくださいってば」


　和樹は嘆なげいて、リビングのソファに身を沈しずめた。


　夕菜の父親、健けん太た郎ろうが揃そろえた家具は、どれもクラシック調で高こう価かな感じがしていた。ソファもふわっとした感かん触しよくが心ここ地ち良よい。眼がん前ぜんにある木もく製せいのテーブルも、黒こく檀たんで作られているようだ。


　そのテーブルの上には、小さな箱が載のっていた。


「なんですこれは」


「今け朝さ着いたばかりのドイツ製せい計けい測そく器きだ。君をモニターするためのものだ」


　紅尉はそう言って、箱を開けた。


　中にはリストバンドがひとつだけ入っていた。


「これ、ですか？」


　和樹は覗のぞき込んだ。なんの変へん哲てつもない腕うで時計どけいのようだ。


「そうだ。向こうの医い療りよう機き械かいメーカーが開発したもので、君の腕にはめる」


「これだけでいいんですか？」


「構かまわない。ベルトの内側に各種センサーがついていて、君のデータをリアルタイムで私のところに送ってくる。保ほ健けん室しつに受じゆ信しん装そう置ちと分ぶん析せき機きがあるから、それを見てればなにが起こっているかを把は握あくできるというわけだ」


「魔ま力りよくが分かるんですね」


「それだけはまだ小型化が成功していない。その機械で分かるのは異い変へんが起こる事実だけだ」


　手に取り、しみじみと眺ながめた。


「ずいぶん小さいですね」


「当初はもっと大きく、重かった。こちらの要よう望ぼうをきちんと伝えなければならなかったので、紫し乃のにドイツまで行ってもらったくらいだ」


　彼の妹である紅尉紫乃は、幽ゆう霊れいだったころの和樹を良く知っている。人間に戻もどった経けい緯いにも関かかわっているので、現げん地ち打ち合わせもこなせたのだろう。


「もう日本に帰国しているぞ。会うかね」


「いいです」


　和樹は首を振った。最近被ひ害がいを受けていないが、紫乃が絡からむとろくなことがないのだ。


「ふむ。データテストをしたがっていたのだがな。話を戻すが、それはそうやって改かい良りようを重ねた。腕時計のようにはめ、腕時計のように持ち歩くことができる。腕時計と違うのは、時計としての機き能のうがないところだ」


「そうですか」


　じゃあ利きき腕にはめたほうがいいなと思い、和樹は右手首にベルトを巻まいた。


「バッテリーが切れるときがあるからな。こまめに充じゆう電でんするように」


「分かりました。でもこれもしかして、日本で僕しか持っていないんですか？」


　とりあえず魔力で世界が破は滅めつするなどという体質は、日本では和樹だけである。


「似にたようなものは栗くり丘おか君もしている」


「舞まい穂ほちゃん？」


　ちょうどその時、二階から栗丘舞穂が降りてきた。


　降りるというより、階段を飛び跳はねるといった感じである。子こ供どもが遊んでいるようだ。


　舞穂はリビングに来るとソファにぴょんと座すわった。和樹を見上げてにっこり笑う。


「おはよう和樹君」


「おはよ」


　和樹もちょっと笑った。舞穂の笑顔は屈くつ託たくがない。十三歳さいで高校二年生だが、もっと幼おさなく見えた。


「栗丘君のチョーカー、知ってるだろう」


　紅尉が言う。舞穂が首にしているチョーカーは特別製で、彼女の魔力を抑おさえるためにある。外はずすと周囲の人間の力を手当たり次し第だいに吸い取ってしまうのだ。


「それも新しん調ちようした。式森君と同じでモニターできる」


「お揃そろいだよ」


　と舞穂は言ったが、あまり似にていなかった。


　和樹はリストバンドの長さを調節しながら、


「じゃああとは自由にしていいんですね」


「ああ。外出しようがなにしようがいい。ただし栗丘君とはなるべく一いつ緒しよにいるように。その方が世界が滅めつ亡ぼうせずにすむ」


　はあ、と和樹は答える。


　やった、と舞穂は言った。


「じゃあお買い物行く」


　彼女は和樹の腕につかまった。


「えっ？」


「だってずっとお出かけしてないんだもん。和樹君、夕菜さんたちと一緒にいるから」


　頰ほおを膨ふくらませていた。舞穂はひとりだけ世代が違う。年が離れているので、退たい屈くつするところがあるらしい。


「行ってきたらどうだ」


　口ぞえしたのは紅尉だった。


「たまにはそういうのも必要だろう。データをきちんと受信できるかどうか、確認もしたいしな。ドイツではやはり限げん界かいがある」


「お買い物ー」


　舞穂がせがむ。


「まあいいですけど……。近所でいいんですか」


「ある程てい度ど離はなれている方がいいな」


「じゃあ駅前にでも」


「行く行く。わーい」


　無む邪じや気きに喜よろこぶ舞穂の頭をなでて、和樹は立ち上がった。


「外出中にリストバンドは外すなよ。君になにかあったと思ってしまう」


　分かりましたと和樹は返事をし、財さい布ふを取りに二階へ戻もどった。





　和樹と舞穂が外に出てから、紅尉は健太郎といくつかの打ち合わせをした。それらがすんでから、宮間家を辞じするつもりだった。


　そこへ、二階から、言い争いと足音が降ふってきた。


「だから、凜さんが和樹さんと二人でどこかに行きたいときは、わたしの許きよ可かを取ってください」


「どうしてそんなことを。私はその……式森になんらやましい感情は抱いだいていません」


「じゃあわたしが、和樹さんと出かけますから」


「それは……駄だ目めです！」


「どうしてです！」


「なんでもいいからさあ、同じ話ばかりしないで、さっさと決めてよー」


　女の子三人である。階かい段だんを降りながら夕菜と凜が文もん句くを言い合い、玖里子は呆あきれ顔をしていた。


「おや、君たちもお出かけか」


「紅尉先生、いらしてたんですね」


　夕菜たちは上で散さん々ざん揉もめていたので、来ていたことを知らなかった。


「もう帰るところだがね」


「そうですか。わたしたちも、外出するつもりだったんです」


「やけにごたごたしていたようだが」


「それがねセンセ。生活用品を買うだけだから大おお勢ぜいで行くことはないのよ。そしたら和樹と二人で行きたいらしくて」


　玖里子が、やれやれといった感じで話した。


「ほう。どっちが」


「どっちも。それでどっちが行くかで口こう論ろんが続いているの。おかげで時間ばっかり過すぎちゃったわ」


　夕菜と凜は、なおもごちゃごちゃ言っていた。紅尉はその様子を眺ながめながら、


「ならば風椿君が式森君と行ってきたらどうだ」


「あたしが？」


　突とつ然ぜんのことで驚おどろく玖里子。その顔に、わずかながら赤みがさした。


「あたしはいいけど……」


「駄目です！」


「いけません！」


　残る二人が揃そろって否ひ定ていにかかる。


「……まあそんなわけで、みんなで一緒に出ようってことになったのよ」


「それは大変だな。しかし、肝かん心じんの式森君がいないのだが」


　そこで初めて、三人は周囲を見回した。


「和樹さん……どこにいるんですか？」


　きょろきょろしながら夕菜が訊きく。


「さっき出かけた」


「一人で行ったんですか？」


「栗丘君と一いつ緒しよに」


「舞穂ちゃん!?」


　三人は一いつ斉せいに声をあげた。


「信じられません。幼おさない顔してここまで積せつ極きよく的てきだったなんて！」


「油ゆ断だんしていた。まさか……」


「なかなかやるわねー」


　三者三様の感かん想そうを漏もらす。紅尉は「落ち着きたまえ」と告つげた。


「ただの気き分ぶん転てん換かんだ。変なことが起こるわけでもない」


「そんなの分かりません。鳶とんびに油あぶら揚あげどころか手て提さげ金きん庫こまで持って行かれた例は、いくらでもあります」


　夕菜が嫉しつ妬と半分、不安半分の面おも持もちで言い返す。


「それに和樹さんに、ロリの魅み力りよくで迫せまるってことも……」


「ちゃんと理由もある。二人には計けい測そく機き器きをつけてもらってだな」


　かいつまんで説明をする紅尉。しかし夕菜は別な意味でとらえたらしく、


「自分の魔ま力りよくの問題点を使って、和樹さんを誘さそいだしたんですか……。それって身体からだを使って迫ったのと同じですよね」


　などと言う。おまけに凜まで「なるほど、その手もあるのか」とつぶやいていた。


　さすがに紅尉もうんざりした。


「体調を計測しているのは本当だ」


「わたしたちも追います」


「駅前のどこに行ったのか、私だって知らん」


「じゃあどうするんですか」


「知らんよ」


「このままじゃ和樹さんに貞てい操そうの危き機きが……。舞穂ちゃんが和樹さんを暗くらがりに連れ込んで、力づくで押し倒たおしでもしたら……」


　夕菜が顔を青くして狼ろう狽ばいし始める。紅尉は、あの小さい体でどうやるんだと首をひねった。


「なんとかならないんですか！」


「なんとかする必要があるのか」


「ひどい。紅尉先生はそれでも聖せい職しよくにある身なんですか。教きよう師しは教え子を正しい道へ導みちびくのが本分で……」


「君は養よう護ご教きよう諭ゆという職を誤ご解かいしているな。これはいわゆる教師とは違ちがって……」


　しかし夕菜は聞いていない。不安が不安を呼んでいるようで、立て続けに文もん句くを並ならべていた。


「分かった分かった。じゃあ私と一緒に保ほ健けん室しつに行かないか」


「……え、学校の保健室なんですか」


「あそこで二人の状態をモニターしている。画が像ぞうや声が出るわけではないから詳くわしいことは分からないが、体調やメンタルチェックくらいはできるぞ」


「でも、そんなことだけじゃどうにも……」


「ここで不安に身を任まかせていたいかね」


「いえ、行きます！」


　夕菜は涙なみだ目めになりつつも言い切った。凜と玖里子も承しよう知ちし、紅尉に連つれられて葵学園の保健室へ向かうことになった。





　和樹と舞穂が向かった先は、駅前のデパートであった。このあたりではそれなりに大きく立りつ派ぱで、客の数も多い。


　和樹は正面から入ってすぐのところにある案あん内ない板ばんを眺ながめた。


「舞穂ちゃん、なに買う？」


「んーとね、洋よう服ふくとか」


　階数の横にある文字を目で追う。しかし店名が書いてあるだけで、良く分からない。


「……レストラン街なら分かるんだけど。これはチェーンのそば屋。これはカレーショップ。これは高そうななにかを食わせるところ」


「意味なーい」


　結局、案内嬢じように訊きくことにした。


　入り口横のスペースに座すわっている案内嬢は、笑顔と親しん切せつをただで販売しております、みたいな女性であった。


「すみません、この子に合う服を探さがしているんですけれど」


「はい。子こ供ども服ふくなら四階でございます」


「むー、舞穂子供じゃないよ」


　舞穂が唇くちびるを尖とがらせる。和樹も口くち添ぞえをした。


「十三歳さいなんです」


「あらごめんなさいね。でしたら五階にございます。小さいサイズもございますから」


　彼女は舞穂に微笑ほほえんでから、和樹に言った。


「可愛かわいらしいお嬢さんですね。妹さんですか」


「いいえ」


「あら。でしたら、彼女？」


　とんでもないと言おうとしたら、舞穂にしがみつかれた。


「そうだよ」


「まあうらやましい」


　案内嬢はくすくす笑った。


「二人だけで買い物に来たの」
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「それでしたら、当デパートにお望のぞみの商品はたくさんございます。ごゆっくりお選びください」


　彼女は笑顔のままで頭を下げた。


　和樹は動どう揺ようして礼れいを言い、早く離れようと舞穂を引っ張った。


「うにゃー。和樹君、痛いたいー」


「変なこと言わないでよ」


「変じゃないよ。二人で買い物に来たんだもん」


「そういうことじゃなくてね」


　かいつまんで説明をする。舞穂は頰ほおを膨ふくらませた。


「彼女じゃ駄だ目めなの？」


「駄目もなにも、そういう関係じゃないじゃないか」


　教え込むように言う。すると、彼女の頰が元に戻った。いきなり真顔になる。


「……だって、夕菜さんは彼女なんだよね」


「え……そ、それは」


「そうなんでしょ」


　真しん剣けんに攻せめる舞穂に、和樹は少したじろいだ。


「えーとね……」


「それで、凜さんも彼女でしょ」


「……は？」


　和樹は口を開けた。


「あと玖里子さんだって彼女だし、だったら舞穂も彼女だっていいじゃない」


　どうも友達みたいなニュアンスらしい。彼は指先で鼻の頭を引っ搔かいた。


「……舞穂ちゃんって勉強できると思ったけど、変に片かた寄よった知ち識しきだよね」


「なにが？」


「いや、いいよ。うん」


　和樹が納なつ得とくしたのを見てからか、舞穂は機き嫌げんを直した。


「だから舞穂は今度、彼女の上を目指すね。和樹君の女になるの」


「……天てん然ねんなのかな、計算なのかな」


　和樹は独ひとり言ごとをつぶやきながら、エスカレーターに向かった。





　一方葵学園の保健室では、夕菜たちが食い入るように計測機械を見つめていた。


　改かい造ぞうされたラックに、四台の機械が載のっている。どれにもモニターがついていて、心しん電でん図ずのような波は形けいやら数字やらが映うつし出されていた。規き則そく正しい間かん隔かくで数すう値ちを刻きざんでいる。


　熱心に眺めているのは、無む論ろん夕菜であった。


「先生、なにか変わったことは起こってないんですか」


「もうそれを訊くのは二十回目だぞ。とくにない」


　紅尉は椅い子すに座って書き物をしながら答えた。


「これからもない」


「どうして言い切れるんですか」


「むしろどうしてそこまで心配できるのか訊きたい。私のこの質問は十回目だが」


「舞穂ちゃんが、どんな陰いん謀ぼうを企くわだてているのか分からないからです。この答えも十回目です」


「なら満まん足ぞくするまで見ていればいい。これも十回目だな」


　そして夕菜は「何十回でも確かく認にんします」とばかりに機械を凝ぎよう視しし、やりとりを聞いていた玖里子は「何回目だか忘わすれたわ」とため息をついた。


　凜は会話には加わらず、精せい神しん統とう一いつするみたいに両手を胸むねの前に組んでいた。なにかに祈いのっているようにも見える。


　その彼女が、ふと顔を上げた。


「……目め盛もりが動きましたね」


　モニターのひとつを指さす。他の三人も覗のぞき込んだ。


　そこだけ数値の上じよう昇しようが激はげしくなっていた。


「式森君の心しん拍ぱく数すうが高くなっているな」


　紅尉がつぶやく。


「緊きん張ちようでもしてるのか」


「和樹さんが……。どうしたんでしょう」


「まだ不明だ」


　夕菜はまた不安そうになった。





　和樹と舞穂は五階に上がった。婦ふ人じん服ふくのフロアであった。


　どこもそれなりの値ね札ふだを付けているショップであった。通りすぎるたびにマヌカンが、「いらっしゃいませ」と腰こしを折おる。


　和樹には店の違いが分からない。舞穂の方が積極的に歩いていった。


「ここ」


　フロアの角にある店に入ろうとする。


「はいはい……え、ここって……ランジェリーショップじゃないか!?」


　目の前には色とりどりな女性用の下着が、ずらりと並ならんでいた。


「そうだよ」


　舞穂がうなずく。


「ここで買うの」


「あー……じゃ、ひとりで買ってきてね」


　押し出すように送り出す。さすが和樹には、気き恥はずかしい場所であった。


「やーん、一いつ緒しよに入る」


「無む茶ちや言わないでよ」


「入るったら入る」


　半なかば強ごう引いんに連れていかれた。


　店内では女性店員が、和樹を見て片かた眉まゆを上げたものの、職しよく業ぎよう的てきな無む表ひよう情じようさで迎むかえ入れた。


「いらっしゃいませ」


　和樹は小さくなってどうもと言う。未み知ちの領りよう域いきであった。


　品しな定さだめするわけにもいかず、天てん井じようやらレジカウンターやらに視し線せんを動かしていた。下へ手たに手に取ることもできない。


　舞穂はまったく気にしていないようであった。


「ねー和樹君、これどう？」


　マネキンに着せられた下着を引っ張っていた。


「どうと言われても……う」


　振ふり向いて、言葉に詰つまった。


　舞穂が摑つかんでいるのはブラジャーであった。


「なんか大きいよ。Ｆカップって書いてある」


「読まなくていいの」


「つけてみようか」


「大きすぎるよ。舞穂ちゃんにはあわない」


「むー。もう少ししたらこうなるの。そしたら和樹君に見せる」


「へんなこと言わないで！」


　慌あわてて彼女の口を塞ふさごうとした。会話を聞きつけた店員が、じろりと睨にらむ。


　冷たい視線に首をすくめる和樹。舞穂はなおも、嬉うれしそうに店内を回っていた。


「じゃあ和樹君、これは」


「はいはい」


　応こたえたものの、また変なことになってはたまらないので、顔をあさっての方向に向けた。


「いいんじゃないの」


「ほんと？」


「あー、いい、いい」


　生なま返へん事じをする。舞穂が店員に言った。


「じゃあこれください」


「はい。かしこまりまし……た」


　店員の語ご尾びが小さくなっていく。妙みような雰ふん囲い気きに、和樹は疑ぎ問もん符ふを浮うかべて振り向いた。


　息が詰つまった。舞穂が下着を渡わたそうとしていた。下着でも下半身の方。つまりパンツ。しかも透すけ透けのレースと細ほそい紐ひもが組み合わさった、極きわめてきわどいデザインであった。


「お客様……」


　店員が言葉を震ふるわせ、和樹を睨にらみつけた。


「こちらのお嬢じよう様さまに、これをつけさせるおつもりで？」


「い、いや……違ちがう……」


　なんとか説明しようとするが、舞穂が口を挟はさむ。


「こういうの好きじゃなかったっけ」


「なんで！」


　和樹は狼ろう狽ばいした。


「娼しよう婦ふみたいで燃もえるんでしょ」


「そんなの言ったこともない！」


　下着を取り上げ、元の位置に戻した。舞穂を逃にがさないよう捕つかまえて、店員に愛あい想そ笑いをする。だが相手は、完全に疑うたがいモードに突とつ入にゆうしていた。


「差し出がましいようでございますが、これはいくらなんでも人として……」


「僕もまったくそう思うんだけどね」


「でも和樹君の周まわりって危き険けんな人ばかりだから、舞穂も危あぶない女になるの」


「ありゃ傷しよう害がいと同じ意味で危険なんだよ！」


「お客様、上の者を呼びますので、しばらくお待ちいただけますか？」


「なんでそうなるんだ！」


　和樹は悲鳴を上げた。





「また心しん拍ぱく数が上がったな」
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　モニターを眺めながら、紅尉が言った。


「発はつ汗かんが見られ、体温の上じよう昇しようも確認。なにか追いつめられるような事じ態たいのようだ」


「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」


　焦あせりを隠かくせない夕菜。


「まだ危険ではないが、兆ちよう候こうといえば兆候だな」


「連つれ戻もどしましょう！」


「どうやって」


「そんなの、警けい察さつでも消しよう防ぼうでも自じ衛えい隊たいでも」


「以前学校の籠ろう城じよう騒さわぎがあってから、国こつ家か公こう安あん委い員いん長ちようの眉み間けんが険けわしくなった。あまりやりたくない」


「でも……ああ」


　夕菜は狼ろう狽ばいしたまま立ったり座すわったりと、まったく落ち着かなかった。凜と玖里子もそれなりに心配しているようだ。


「宮間君、気を静めたまえ。すぐにどうこうなるわけでも……おや？」


　モニターの数すう値ちが、妙な変わり方をした。





　和樹は店員に、上じよう司しどころか警察に連れん絡らくをとられそうな状じよう況きようであった。どうも「幼おさない女の子を騙だましている高校生」と思われているらしく、犯はん罪ざい者しや扱あつかいだ。


「和樹君は、もっときわどいぱんつの方がいいんだっけ？」


「そこから動いたら非ひ常じようベルを鳴らします」


「頼たのむから僕を解かい放ほうしてくれ！」


　泣きたくなったが、どう考えても和樹に不ふ利りな状況であった。そもそも男は、女性用下着売り場にここまで長なが居いをしない。


　とその時、店内に誰か入ってきた。


「あら和樹君」


　艶つややかな長い黒くろ髪かみ。しっとりとした落ち着いた雰ふん囲い気き。柔やわらかな物もの腰ごし。そしてインチキ臭い微笑ほほえみ。


　紅尉紫乃であった。


「し……紫乃先生」


「奇き遇ぐうですわね。どうしてここに？」


　和樹は早口で説明をした。苦手な女性だが、背せに腹はらは代えられない。


　紫乃は「まあそれは大変」と言っていた。


「相変わらずの災さい難なん体たい質しつですわね。前と同じで」


「なんとかしてください。舞穂ちゃんを連れてきたのは、紫乃先生なんですよね!?」


　いいですわよと返事をした紫乃は、舞穂ににっこりと笑いかけた。


「さあ舞穂ちゃん、あそこでもっとセクシーな下着を選びましょうね」


　和樹の身体からだが跳はね上がった。


「なんてことを言うんですか！」


　しかし紫乃は、心しん外がいなことを言われたみたいな顔をしている。


「嫌いやですわね。わたくしがどうしてこの店まで来たのかご存ぞんじないのですか」


「知るわけないです」


「もちろん和樹君に迷めい惑わくをかけるためです。人間に戻もどってからというもの、なにもしていませんから」


「どういう性せい格かくしてるんだ！」


　紫乃はまったく聞く耳を持っていなかった。舞穂を連れてコーナーを回っている。


「これなんかどうでしょう。いけないところが見えてしまうかも」


「エロいね」


　和樹はついに、動どう悸きまでおかしくなった。





「……これはまた変な数値だな」


　紅尉が渋しぶい顔をした。


「安定した上じよう昇しようも下か降こうもしていない。不ふ整せい脈みやくか？」


「ああ……和樹さん……和樹さん」


　夕菜はもはやうわごとのようにつぶやいている。頭の中で、様々な出来事が渦うず巻まいているのだ。


「いったいなにが……どんなことが……」


「あまり良いことではないのだけは確たしかだな」


　人ごとのように言う紅尉。その間もモニターの数は、目まぐるしく変へん動どうしていた。





「紫乃さん、こっちの方がいいかも」


「まあ黒い下着？　舞穂ちゃんは大人の魅み力りよくで攻せめるのですね」


「ぐっとくるかな」


　和樹は心しん臓ぞうにぐっと針はりを差し込まれた気分だった。二人は実に楽しそうに、下着をためつすがめつしている。店員は、紫乃がやってきたおかげで通つう報ほうをやめたものの、疑いの眼まな差ざしを解といていない。


　高こう層そうビルの間にロープを渡し、綱つな渡わたりをしている心しん境きようだった。


「舞穂ちゃんも紫乃先生も、もう行こうよ」


「あんなこと言ってるよ」


「きっと卑ひ猥わいな下着が少ないから、退たい屈くつしたのですわ。もっと過か激げきなのを選ばないと」


「そうだね」


　輸ゆ入にゆう下着のコーナーに向かう。ここがまた、透とう明めい人間に着せるのかと言いたくなるくらい面めん積せきの少ないものが多い。


「わーい。変な形ばっかり」


「変へん態たい的でいい感じですわね」


　ろくなことを言わない。


「そこから離はなれてよ！」


　当然のように無む視しされた。舞穂は「これなんかどうかな」と言い、紫乃は「デザインした人間の深しん層そう心しん理りがうかがえる一いつ品ぴんですわね」と応こたえていた。


　舞穂が和樹に向けて、下着を見せた。


「こんなのどう？」


「げっ」と声が漏もれた。それはまさに紐ひもとしか言い様のない物で、和樹は思わず目を細めて確認したくらいだ。


「なんでこんなもんがあるんだ！　どうなってんだこの店！」


「せくしーらんじぇりーでしょ」


「限げん度どってもんがある」


「和樹君ごのみ？」


「違う！」


　つい大声を出した。すると舞穂は見る見る目に涙を浮かべ、


「……わーん、和樹君が舞穂の言うこと聞いてくれないよお」


「当たり前だろ！」


「きっとこれでも物足りないんだ」


「そ、そんなことない！　いや、足りるとか足りないじゃなくて、僕はそういうのはね」


「舞穂ちゃん、こうなったらつけてみるしかありません」


　とんでもないことを紫乃が囁ささやく。舞穂は拳こぶしでぐいと涙なみだをぬぐった。


「うん。そうする」


　この場で服を脱ぬごうとする。


「こら、ちょっと待った！」


　もう構かまってはいられない。和樹は急いで飛びかかった。


　押さえつけて下着を取り上げようとする。


「にゃー、和樹君が襲おそいかかってきた」


「和樹君、さすがにそのプレイはどうかと思います」


　無む視しするが、舞穂が暴あばれた。なんとか逃のがれようとしている。体たい格かく差さがあるので、和樹が組くみ敷しくような格かつ好こうになっていた。


　それを見て、店員が叫さけんだ。


「お客様、なんてことを！」


「今取り込み中！　下がってて！」


　そう返事したのがまずかった。完全に和樹を悪と認にん識しきしてしまったのだ。


「……警けい察さつに通つう報ほうします！」


「……でえええっ！」


　下着のことも忘わすれて跳ね起きた。店員はレジの裏うらにある受話器を取ろうとしていた。


「ちょっと待って、それ誤ご解かい！」


「性せい犯はん罪ざい者しやがこの店に来るなんて！」


「ちちち違うってば！」


　動どう転てんしてうまく言葉も出てこなくなった。指先が痺しびれ、身体からだが熱あつくなってくる。


「どうしてこんな馬ば鹿かなことが……え、熱い？」


　多た量りようの汗あせが流れ、目の前がくらくらしてきた。





　紅尉は身体を前に乗り出した。


「この変化は……なにかあったな」


「変化なんかさっきから起こってるじゃないですか！」


　半泣きになっている夕菜。


「また別の動きだ。この波は線せんに特とく徴ちようが……急きゆう激げきだな」


「な、なにがあったんです!?」


「心理的圧あつ迫ぱくとか、そのたぐいだ。強いストレスが感じられる。そのうち式森君の魔ま力りよくが放ほう射しやされるぞ」


「ああ……」


　夕菜は卒そつ倒とう寸すん前ぜんであった。





「か、身体が……ちょっと、やばい！　１１０番どころじゃない！」


「犯罪者！」


「だから色々まずいんだってば！」


　身体の熱は高まる一方だ。もうすぐ自分でも制せい御ぎよが利きかなくなってしまう。


「まずいまずいまずい！」


　その時、紫乃がすっとカウンターへ向かった。


　彼女は店員の前に進み出ると、顔を摑つかんで正面を向かせる。


　二つの瞳ひとみが揺ゆらめくような光こう彩さいを発した。


「あ……」


　店員は一言だけ漏もらすと、その場に崩くずれ落ちた。紫乃はすぐ舞穂の元に近寄り、半身を起こさせる。


「ごめんなさいね、舞穂ちゃん」


　また瞳が光った。


「にゃあ……」


　舞穂の頭が、かくんと倒れた。やがて、すやすやと寝ね息いきを立てる。


　騒さわぎが収おさまり、店内が静かになった。


　和樹は息を静めようと、何度も深しん呼こ吸きゆうをした。プレッシャーがなくなったので、全身の熱もゆっくりと引いていった。


「し……紫乃先生」


「これで大丈夫なはずです。落ち着いたでしょう」


　静かな声で言う。


「はい……でも、どうしてこんなことを！」


　食ってかかろうとする和樹。彼女は手で制すると携けい帯たい電でん話わを取りだし、どこかへダイヤルした。


　一度のコールで相手が出た。和樹まで声が聞こえるように、紫乃が携帯電話を操そう作さした。


「わたくしです」


（お前か）


　紅尉であった。


「リストバンドに負ふ荷かをかけてみました。どうでした？」


（装そう置ちとしては、特に問題なかった。きちんと数値が送られていたぞ）


「まあ良かった。テストは成せい功こうですね」


「良くない！」


　和樹は叫さけんだ。


「なんてことをするんです！」


　ようするに、リストバンドの実じつ用よう試し験けんをやっていたのである。紫乃が事じ態たいを煽あおるようにしたのもそのためなのだ。


　彼女は平へい然ぜんと切り返した。


「ドイツではできませんでしたので。こうしないと、肝かん心じんの時に役に立たなくなるかもしれません。やはり実じつ際さいに試ためしてみるのが一番です」


「どこかで災さい害がいでも起こったらどうするんですか！」


「舞穂ちゃんがいれば大たい概がいは防ふせげます。実際になにも起こらなかったと思いますわよ」


「そんなこと言ったって……」


　電話の向こうで紅尉がなにか言った。


「……兄からです。テストが成功した以上、細かいことは気にするな、と」


「そんなわけいかないでしょう！」


　なにしろまた魔力が暴れそうになった上に、警察まで呼ばれそうになったのだ。最悪の事態は避さけられても、店員に性倒とう錯さく高校生として覚えられたかもしれない。こんなことばかりで、不幸を財ざい形けい貯ちよ蓄ちくしているようだ。


　彼女はまだ電話をしていた。


「兄が戻ってこいと言っています。リストバンドの調整がしたいと」


「やです」


　この兄妹もろくなものじゃないのだ。付き合っていたら精せい神しんを病やんでしまう。


　紫乃は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむと、携帯電話を和樹に差し出した。


　受け取って、耳に当てる。


「……はい？」


（和樹さん！）


　夕菜の声が飛び込んできた。


（どうしたんですか大丈夫ですかなにがあったんですか説明してください！）


　泣き声だ。心配していたのだろう。和樹は多少の罪ざい悪あく感かんを覚え、ゆっくりと説明した。


「もうなんともない。舞穂ちゃんと買い物に来てたんだ。下着売り場で舞穂ちゃんがいきなり脱ぬごうとしてさ。もう色っぽい下着がたくさんあるもんだから大変で」


　安心させようと冗じよう談だんめかす。と。


（……舞穂ちゃん？　下着？　脱ぐ？）


　機き嫌げんが悪くなっていくのが、手に取るように分かった。慌あわてて言い添そえる。


「い、いやそうじゃなくてね。舞穂ちゃんが自分でセクシーとかエロとか言い出して……えーと、だからね」


（わたしになにも言わないで、そんなとこにいたんですか。舞穂ちゃんといやらしいことをねえ。……すぐに行きます。待っててください）


　それからドスの利きいた声で付け加えた。


（逃にげないでくださいね！）


　通話が切れる。和樹は意識が遠くなった。


　放ほう心しんした手から、紫乃が携帯電話を取り上げる。


「ねえ和樹君、ここで大人しくしているより、一いつ緒しよに兄の元へ帰った方が、まだましだと思いますわよ」


　彼女はそれだけ言うと、携帯電話をハンドバックにしまった。




　第十二話　瘦身に向かって走れ










　夕ゆう菜な父の借りた家は風ふ呂ろが広かった。浴よく槽そうだけではなく、洗あらい場ばのスペースを広めにとってある。それにマンションでよくあるような、脱だつ衣い所じよに洗せん濯たく機きを置いていない。代わりに小さい扇せん風ぷう機きや体重計、籐とう製せいの椅い子すが備そなえてあって、ここだけ温おん泉せんのようであった。


　風かぜ椿つばき玖く里り子こは風呂が好きなので、願ってもないことであった。寮りようには浴よく室しつが備えられていたものの、狭せま苦くるしくてのんびりできなかった。手足が伸のばせるだけでもありがたい。


　今日も一番乗りとばかりに脱衣所に向かう。夕菜の父親は仕事とかで奈な良らに出しゆつ張ちようしているので、遠えん慮りよをする必要がなかった。


　鼻はな歌うた交まじりにガラス戸を開ける。


「あら」


　玖里子は歌を止めた。先客が驚おどろいたようにこっちを見ていた。


「あ……く、玖里子さん。ごめんなさい」


　式森和樹がトレーナーに手をかけたまま、顔を赤らめていた。


「すみません。玖里子さんが先に入るんですか。すぐに出ますから」


「あら。いいのよ別に」


　彼女はそう言って中に入り、ガラス戸を閉しめた。


　上着のボタンを外す。和樹が慌あわてた。


「ちょ、ちょっと待ってください。今出ますから」


「いいって。すぐに脱ぬいじゃうから」


「そうじゃなくてですね、僕ぼくがいるんですよ？」


「だからよ」


　玖里子はわざとらしく髪かみを搔かきあげた。


「最近こういう機会もなかったし、一いつ緒しよにお風呂に入ろう」


「待ってください、玖里子さん！」


　和樹が焦あせって逃げだそうとする。が、玖里子はガラス戸の前に立ちふさがっているので出られない。


「こういうのはですね、もっとこう結けつ婚こんとかしてからやるもので……」


「じゃああとで結婚もしよう」


「変なこと言い出さないでください！　いつぞやの純じゆん情じよう路ろ線せんはどうしたんですか!?」


「時と場合によるの」


　強ごう引いんに抜ぬけ出だそうとする和樹の腕うでを、玖里子はひょいと摑つかんだ。あっという間に壁かべに押しつける。


「んふふ。なんだかとても久ひさしぶりだと思わない？」


「思いますけど、嫌いやです」


「そう言わないで、ちょっとだけ」


「そのちょっとに際さい限げんがないんですって！」


　和樹は涙なみだをにじませていた。かすれそうな声で叫さけんでいる。


「なんでそんなに品がないんですか!?」


「そんなことないわよ。精せい一いつ杯ぱい淑しゆく女じよらしくやってるつもり」


「脱衣所で暴ぼう行こうまがいのことをする淑女がどこにいるんです!?　僕の身体からだだけが目当てのくせに！」


「ちゃんと心も目当てよ。順番に問題があるけど」


「問題が大きすぎます！」


　しつこく抵てい抗こうをする和樹。玖里子は、「めっ」と言うように顔を近づけた。


「あたしの気持ちを分かってくれてもいいんじゃない？」


「分かったら僕は毒どく牙がにかかってしまいます」


「あたしのどこが気に入らないのよ」


　少し眉まゆ根ねを顰ひそめ、彼女は本気っぽく言った。和樹は戸と惑まどいつつ、


「だ、だって、僕のことなんかなんとも思ってないでしょう」


「あたしは和樹が気に入ってるわよ。あんたはどう？」


「僕と釣つり合あうわけないでしょう！　僕より勉強もスポーツもできるじゃないですか。身長だって体重だって玖里子さんの方が……」


「……あたしの方がある？」


「そうですよ！」


　和樹が喚わめいた。


　ぱっ、と玖里子は手を離した。


　突とつ然ぜん解かい放ほうされ、和樹はすとんと腰こしを落とした。左右を見み渡わたすと、這はうようにしてガラス戸を開ける。


　玖里子は彼を追わなかった。


　やがて、「和樹さん、お風呂でなにをしていたんですか？　あ、そういえば玖里子さんが入ってましたよね!?」という宮みや間ま夕菜の声と、今にも息いき絶たえそうな和樹の悲ひ鳴めいが聞こえてきた。


　夕菜の私刑リンチを聞き流し、玖里子はじっと考えていた。しばらくして、洗せん面めん台だいの下から体重計を引っ張り出す。


　深しん呼こ吸きゆうしてから乗った。


　液えき晶しようの数字がまたたくように変へん動どうし、止まった。


「……こ、これは」


　彼女は顔を青ざめさせた。





　その日の夕食の席。


　この家では、食事は全員で取る。健けん康こうのためでもあるが、「ご飯はみんなで食べないと美お味いしくないんです」という夕菜の強い主しゆ張ちようによるものであった。


　今日のメニューはご飯に味み噌そ汁しる、漬つけ物ものに煮に物もの、さらに刺さし身みという具ぐ合あいであった。和風なのは神かみ城しろ凜りんの希き望ぼうである。


　食事の席は、自し然ぜんと騒さわがしくなる。凜は寡か黙もくだが、玖里子が喋しやべるのだ。舞穂も口くち数かずが多い方だし、夕菜は明るい席が好きだ。和樹が驚くくらい、にぎやかな食しよく卓たくであった。


　だが今は、誰もなにも言わなかった。


　皆みな、箸はしを持ったまま、席のひとつを注ちゆう視ししている。息を潜ひそめるようにして、様よう子すをうかがっていた。


　見つめられている女性は、「いただきます」と言ったきり、終しゆう始し無む言ごんだった。


　かちゃかちゃという箸の音だけが、リビングに広がっていた。


「……玖里子さん」


　意を決したかのように、夕菜が話しかける。


「身体でも悪いんですか？」


「どうして」


　玖里子はゆっくりと箸を動かしながら言う。


「だってご飯の量が、ちょっと……」


　彼女の言うとおり、玖里子の茶ちや碗わんの中身は、つつましいどころではない有あり様さまだった。


　ご飯は指先でつまめるほどしかなく、味噌汁も具ぐがまったく入っていない。おかずは一度口に入れただけ。


　まるで試合前のボクサーの食事であった。


「玖里子さんは健けん啖たん家かだと思いましたが」


　凜も言う。確かに、いつもならご飯はおかわり、パンも他人の倍は食べる。肉だろうと野や菜さいだろうと、目の前の皿は全すべて片かたづけるのだ。それくらいでなければ、なにをする気も起こらないと断だん言げんしていたくらいだ。


「なんというか、食生活の見直し」


「しかし、炭水化物はもう少し摂せつ取しゆした方がいいです」


「いいじゃない。放ほうっておいて」


　玖里子はぶつぶつつぶやいた。


「そうしたいんだから」


「……あの、なにか理由があるんですか？」


　夕菜が訊きく。


「まあね」


「お料理、不ま味ずかったですか？　それともお腹なかが痛いたいとか……」


「女が食べないって言ったら、ひとつしか理由はないわよ」


「もしかして……ダイエット？」


「そう」


　夕菜も和樹も凜も、ついでに舞穂までもが「ええっ!?」と声をあげた。


　玖里子はスタイルが抜ばつ群ぐんにいい。それは誰もが認みとめるところである。文化祭でミスコンをやるとトップをとってしまうので、今は出しゆつ場じよう禁きん止しが言い渡されているくらいだ。また全国レベルのミスコンに洒落しやれで応おう募ぼしたら楽々予よ選せんを通つう過かしてしまい、高校生だとバレる前に急いで辞じ退たいしたこともあるのだ。


　しかも滅めつ多たなことでは太らない体たい質しつでもある。人よりも食べ、なおかつ体育系けいの部活動をしていないのにプロポーションを維い持じしていることは謎なぞの現げん象しようとされ、非ひ合ごう法ほう部ぶ活かつアイドル研のレポートで特集されたこともあった。


「なんだかみんな失礼ね」


　玖里子はやや怒おこったような顔をしていた。


「あたしがダイエットしちゃいけないの」


「でも玖里子さんがダイエットって、なんだか似に合あわないような気がしますから……」


　夕菜が怖こわ々ごわ言う。


「したいのよ」


「どうしてですか？」


「太っているから」


　聞かされた夕菜は視線を上下に動かし、玖里子を眺ながめた。


「太ってないですよ」


「太ってるの」


「そうですか？　玖里子さんはそんなに……」


「太・っ・て・る・の」


　いちいちドスの利きいた区く切ぎり方に夕菜は圧あつ倒とうされ、口をつぐんだ。


　そして玖里子はじろりと和樹を睨にらむ。


　彼は箸はしを持ったまま、背せ筋すじをぴくりとさせた。


「な、なんです？」


「……ふん」


　玖里子は鼻を鳴らすと、ひと口で味み噌そ汁しるを飲のみ干ほした。「ごちそうさま」とお椀わんを置く。


「……そんなわけで、みんなもあたしに協きよう力りよくしてくれない？」


　彼女はテーブルを見回した。女の子三人はきょとんとしている。


「どんなことでしょう」


　凜が質問をした。


「ダイエットってのは孤こ独どくな作業なの。つらいしつまんないし誘ゆう惑わくは多いし。だから一緒にやって欲ほしいわけ」


　玖里子が嚙かんで含ふくめるような言い方をした。


「例たとえば、朝ご飯の量を減へらすとか、一緒にジョギングをするとか、お菓か子しを食べないとか」


「しかし、私は剣けん道どうの大会がありますから、体力をつけておきたいので……」


　凜が反はん論ろんをする。


「わたしもお散さん歩ぽは好きですけど、ジョギングまではちょっと……」


　夕菜も凜に同調し、


「お菓子たくさん食べたーい」


　舞穂は両手を振り回した。


　一いつ斉せいに沸わきあがる叛はん乱らんの火の手。玖里子は問もん答どう無む用ようとばかりにテーブルを叩たたいた。


「協力！」


　周囲を据すわった目で睨ねめつける。ただならぬ迫はく力りよくに、あっさりと異い論ろん反論オブジェクションは封ふうじられた。


　玖里子は咳せき払ばらいをした。


「どうもありがとう。じゃあさっそく今日からスタートするから」


「今日からなんですか？　明後日からとかにしません？」


　夕菜がまた口を出す。凜と舞穂も、


「スケジュールの調ちよう整せいがしたいので、来週からが好ましいのですが」


「お菓子の食べ納おさめがしたーい」


　と抗こう議ぎを繰り返した。しかし玖里子はそんな意見はまったく聞こえないとばかりに耳を塞ふさぐ。


「あー、駄だ目め、駄目。思いついたらやらないと、いつまでたっても始まらないの。だから今日から。問答無用」


　それから和樹に目を向ける。


「あんたも」


「僕もですか？　男にはなんの意味もないんじゃ……」


「ある。誰のせいだと思ってんの」


「え？」


　和樹は首をかしげた。


「なんの話ですか？」


「……うるさい！」


　彼女は怒ど鳴なりつけ、言い争いを終わらせた。





　かくして玖里子のダイエットは、他四人の表向きだけの全面協力を得えて開始された。


　やるのならとことんまでが玖里子流である。彼女は「これから食事は全すべてあたしが作る」と宣言し、台所には誰だれも入れないと言い放った。


　おかげで次の日の朝食は、日本人の平へい均きん的てき食しよく卓たくというより、縄じよう文もん時じ代だいに逆ぎやく戻もどりしたかのようであった。


　テーブルに並ならんでいるのは、豆とう腐ふとゴボウ。味つけは精しよう進じん料理も真っ青の、限かぎりなく自然に近いもの。つまり調ちよう味み料りようなし。その量も一、二回箸を動かしたらおしまいになるだけだった。


　ご飯は少量だけあるが、味噌汁はなし。代わりになんと、水の入ったコップが置かれていた。


「えー、これだけなのー」


　椅い子すに座すわった舞穂が文もん句くを言った。


「いいのよ。カロリーが極きよく限げんまで低い瘦そう身しん料りよう理りなんだから」


「お腹なかが減へって死んじゃうよー」


「ダイエットのためなら死んでも悔くいはないわ」


　言い切る玖里子。


　他の四人は、つまらなそうにテーブルを眺ながめていた。


「腹が減ると、魔ま力りよくにも良くないんじゃないかなあ……」


　和樹が嘆なげく。


「こんなので世界が滅めつ亡ぼうしたら、冗じよう談だんじゃすまされませんよね」


　夕菜も箸をいじくっていた。


「出前でもいいですから、もっと食べたいものです」


　凜が天てん井じようを仰あおいだ。


「馬鹿なこと言ってんじゃないわよ。デリバリーなんか頼たのんだら意味ないじゃない。ほら、食べて学校行くわよ」


　玖里子は和樹たちをせかし、「さあ食べましょう。いただきまーす」と言った。


　四人は嫌いやそうに、「いただきます……」と唱しよう和わした。


　貧相な食事に箸をつける。と、インターホンが鳴った。


　夕菜が立ち上がり、マイク越ごしに返事をする。二言三言会話をして、玄げん関かんへ向かった。


　やがて、なにかが運び込まれる音が聞こえてきた。


「すみませーん、皆みなさん手伝ってください。凄すごい量で……」


　夕菜の声に四人は食事を中ちゆう断だんした。リビングを出る。


　扉とびらの前では、夕菜が平たい箱をいくつも抱かかえていた。


「夕菜、なにそれ？」


「ピザなんです」


「ピザ？」


「はい。四十人前もあって……」


　見ると夕菜だけではなく、赤い服を着た配はい達たつ員いんも箱はこを抱えていた。その後ろには、ヘルメットを被かぶった男性が漆うるし塗ぬりの桶おけを持っている。他にも出前の岡おか持もちを下げた少年やら、頑がん丈じようそうなビニール袋ぶくろを両手に握にぎったバイト青年やら。


「ピザだけじゃなくて、お寿す司しも三十人前あります。あとラーメンが四十人前にタヌキそばが十五人前、幕の内弁べん当とうが二十人前……」


「ちょっと、誰が頼んだのよ！」


　玖里子が凜のことを見た。


「わ、私は出前を頼んではいません。あれば良いと思っただけで……」


　剣けん豪ごう少女が慌あわてて否ひ定ていをした。確かに今朝は、彼女だけではなく誰も電話に触さわっていない。


「なんだって、狙ねらったように出前が来るのよ」


　玖里子が喚く。配達員たちによると、突とつ然ぜん「この家に配はい達たつするよう」店長に命じられたとのことであった。


「これ、やっぱり食べなきゃもったいないよね」


　舞穂がつぶやく。どことなく嬉うれしそうだ。


「そんなの駄目」


　玖里子はそう言って、イタズラだから持って帰るよう告つげた。


　抗こう議ぎの声を上げる配達員たち。しかし彼女は頑がんとして譲ゆずらなかった。


「これはタチの悪いイタズラか陰いん謀ぼうかテロです。引き取ってください」


　強ごう引いんに追い返すと、扉を閉しめてついでにチェーンまでかけた。


「まったく、どういうことなのよ。朝食時に出前なんて」


「これって無理せず食べろってことなんじゃ……」


　と和樹。他の三人も首しゆ肯こうするが、玖里子だけは認みとめない。


「そんなことないわよ。多少の障しよう害がいはダイエットにつきものだわ。これを乗り越えてこそ、美しくスタイルの良い女になれるってもんね」


　確かく信しんに満みちた顔で、そう断だん言げんする。自らの行こう為いを、一片たりとも疑うたがっていなかった。


　ところがこれは、ダイエット妨ぼう害がいの大いなる序じよ章しように過ぎないのであった。





　莫ばく大だいな量の出前は全て返へん却きやくされ、わずかばかりの朝食で和樹たちは授じゆ業ぎようを受けることになった。


　空くう腹ふくからなる失しつ敗ぱいをいくつかしでかし、放ほう課か後ごは寄り道もできずに帰ってくる。


「腹はら減へった……」


　帰き宅たくした和樹は、異い音おんを立てる胃い袋ぶくろをなだめながら、椅子に座り込んだ。ずっと、空腹のために授業が身に入らなかった。


　午前中だけではなく午後もそうだったのである。昼食は玖里子流瘦身弁べん当とうだったため、食パン半枚しかない。なにか買おうにも、今日に限って購こう買ばいが休みだった。


　隣となりの椅子では凜が、やはりげっそりとしていた。彼女もろくに食べていなかった。


　時計を見ると、四時を回っていた。


「そろそろおやつなんだけど、なにも食べ物ないよねえ」


「ああ。玖里子さんが冷れい蔵ぞう庫この中だけではなく、買い置きまで全て処しよ分ぶんしてしまった。ジュースすらない」


　糖とう分ぶんが入った炭たん酸さん飲いん料りようなどは、真っ先に捨すてられたのであった。


　凜がポケットの中を探さぐった。


　銀ぎん紙がみに包まれたチョコレートのかけらが出てきた。親指の先ほどしかないが、それでも菓か子しは菓子だ。


「それ、どうしたの？」


「もらったものだ。食べるか？」


　和樹には銀紙が、宝ほう石せきのように輝かがやいて見えた。


「い、いいの？」


「静かにしろ。玖里子さんに見つかったらことだ。急いで食べろよ」


　小さくうなずき、和樹は手を伸ばした。


　だが指先が触ふれようとする瞬間、チョコレートはかき消すようになくなった。


「あーら、なにしてるのかしら」


　二人の背はい後ごに玖里子が立っていた。


「これ没ぼつ収しゆう」


　彼女はチョコレートを窓まどから投なげ捨すてた。


「なにするんですか玖里子さん。それくらいいいじゃないですか」
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　和樹は抗こう議ぎをした。が、取り合ってもらえない。


「麻ま薬やくやタバコと同じで、少しでも口にしたら歯止めがなくなるのよ」


「チョコレートですよ」


「甘あまいものはダイエットの敵」


　玖里子は冷ひややかに言った。


「間食ぐらいいいじゃないですか」


「駄目に決まってるじゃない。あれは太る原げん因いんよ」


「それは正せい論ろんですけどね」


　ぶつぶつ反論を繰くり返かえす和樹。しかしすでに、手元にチョコレートはないので、諦あきらめるしかない。


「あー、また今朝みたいに出前がこないかなあ」


「何度もあっちゃたまらないわよ」


　それもそうなので、和樹と凜は、複ふく雑ざつな表情で座っているしかなかった。


「ただいまー」


　玄関から舞穂の声がした。二人分の足音がするから、夕菜もいるようだ。


「お帰りー」


　和樹は返事をした。ところがなかなか入ってこない。


　やがてどすどすと音がする。重いものを運んでいるようだ。


　大きなダンボール箱を先頭に、二人がリビングに入ってきた。


　夕菜と舞穂で支ささえているが、身長差があるのでふらついている。床ゆかに置こうとするが、バランスを崩くずして中身が溢あふれ出た。


「ちょ……なにこれ」


　和樹の前に、セロファンに包まれた小さい箱が大量に散らばっていた。


「お菓子です。ビスケット一年分」


　夕菜が答える。


「一年分!?」


「はい。他にもキャンディー一年分、ロールパン一年分、ピーナッツ入りチョコレート半年分。玄関にも置いてあります」


「なんでそんなに？」


「あのね、帰るとき、夕菜さんと一いつ緒しよに商しよう店てん街がいに寄ったの。そしたら福ふく引びきをやっていて」


　舞穂が手でハンドルを回す仕し草ぐさをした。


「なんか大当たりが出ちゃって」


　つまり全てただでもらったということである。それにしても膨ぼう大だいな量だ。夕菜はチョコレートを箱に詰つめ直しながら、


「パンは賞しよう味み期き限げんがありますから、食べないと……」


「もちろん駄目」


　夕菜の台詞せりふを玖里子が遮さえぎった。


「玖里子さん、もったいないですよ」


「駄目に決まっているでしょう！　なにかの嫌がらせ!?　こんなときに福引きだなんて」


　彼女は怒おこったように手を腰こしに当てていた。今朝と同じようなことが起こっているのだから、気持ちは分からないでもない。


「福引き券を拾ひろったんです。一枚まいしかなかったんですけど……」


「とにかく駄目！　これは近所にあげてくるから」


　ダンボール箱をひとりで担かついだ。そのまま外へ出ていく。


　玖里子は非ひ難なんの声にも拘かかわらず、全てのお菓子を処しよ分ぶんしていった。





　大量の菓子もつかの間の夢ゆめとなり、夕飯も質しつ素そきわまりない食事となった。


　玖里子を除のぞく四人は、ますますどんよりとした気分になっていた。今日一日でこんな騒ぎである。明日以い降こうどうなるのか見当もつかない。ましてダイエットというのは、何か月も続くのである。


「ジョギング、ジョギングをするわよ！」


　夕食後、玖里子は高らかに宣せん言げんした。


「食べたんなら、それ以上にカロリーを消しよう費ひすればいいのよ。だから走る！」


　ろくに食べていないのだが、それでも不ふ満まんらしい。さっそくウェアとシューズを用意していた。しかも四人の分まで用意されていて、かなり本気である。


　並べられたジョギンググッズを見て、和樹は気分が重くなった。


「食しよく餌じ療りよう法ほうをしてるのに、この上走るんですか。際さい限げんないですね」


「明日の朝からやるのよ。朝だけじゃない、昼も、夕方も、走って走って走りまくるの。必死で走れば脂し肪ぼうだけじゃなくてペルシア軍も撤てつ退たいするのよ。プルタルコスも書いてた」


　マラソンの起き源げんを説明しながら気合いを入れている。


「しかし玖里子さん、明日は止めた方がよいのでは？」


　テレビの天てん気き予よ報ほうを見ながら、凜が言う。


「どうも天気が悪いようです」


「それがどうしたの。雨だってやるわよ」


「それどころではないようですが」


　凜はボリュームを大きくした。臨りん時じニュースらしく、スタジオのアナウンサーが早口で原げん稿こうを読み上げていた。


『……突とつ然ぜん赤せき道どう上じように現あらわれた史し上じようまれにみる大きさの台風四十四号は、時速百キロもの猛もうスピードで東京に向かっており、明日の朝には暴ぼう風ふう圏けんに入る見通しで……』


「なによそれは！　なんでこの時期に台風なのよ！」


　玖里子が叫さけんだ。


「これでは外に出たら帰ってこられなくなるかもしれません」


「つーかどうして!?　台風シーズンなんて終わってるわよ」


「季き節せつ外はずれかつ今年最大のようです。狙ねらったように東京に進んでいます。海上は大おお時し化け、雨も強くてできれば外に出るなと」


「陰いん謀ぼうよ！　誰かにかつがれているんだわ！」


　テーブルを叩たたく玖里子。しかしテレビ画面に映うつっている低てい気き圧あつは、どう見ても本物であった。


「出前はたくさん運ばれるし、お菓子は山のようにもらうし、おまけに台風ってのはどういうことよ!?」


　ぴるるるる。電話が鳴った。


　夕菜が受話器を取る。少しだけ話をすると、和樹を呼んだ。


「紅あか尉い先生からです」


　電話の向こうは養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきらしい。和樹は戸と惑まどいながらも受話器を受け取り、耳に当てた。


「はい？」


（式森君か？　君の数すう値ちが異い常じような値あたいを示しめしている）


　静かな声だった。和樹の体調は右腕のリストバンドを経けい由ゆして紅尉にモニターされている。それがおかしいらしい。


（平へい常じよう時じに比くらべて体温や血圧がおかしい。魔ま力りよくにも影えい響きようが出るぞ）


「でも僕は空くう腹ふくなのを除のぞけば、それほど不調でも」


（それだ。多分血けつ糖とう値ちも変化してるぞ。魔力は君の体調や精せい神しん状じよう態たいと密みつ接せつな関係があるから、日頃と違ちがうことをすると反はん応のうする。なにか起こるかもしれんぞ）


　和樹はテレビ画面をちらりと見て、言った。


「もしかして、いきなり現れた台風って」


（おそらくそうだ）


　紅尉が答える。和樹は頭がくらくらした。


「なにそれ、じゃあ昨日からのことは、ずっと和樹のせいだっていうの!?」


　会話を聞いていた玖里子が怒ど鳴なる。


（今のは風椿君か）


「はい。いきなりダイエットするって言い出して、みんな付き合わされているんです。食事が少ないものだから、もうふらふらで」


（無む駄だなことはやめろと言いたまえ。リバウンドが厳きびしくなるだけだ。伊い庭ばかおりみたいに、金がないから公園の水で三日過すごすというのとは違うのだろう）


「そうしたいんですけど」


　無む理りみたいです、と言う前に受話器を取り上げられた。


　玖里子が顔を引きつらせたまま、電話機のフックに戻もどす。


　彼女は口の端はしをぴくぴくと動かし、こめかみに血けつ管かんを浮かび上がらせていた。


「……つまりなに、和樹はあたしのダイエットを邪じや魔ましてるってことなのね」


「言いがかりですよ！」


　和樹は急いで言った。


「だって玖里子さんがご飯食べさせてくれれば、こんなことにはならなかったはずで……」


「言い訳わけ無む用よう！」


　玖里子が和樹の首を、両手で摑つかんだ。ぎりぎりと力を込める。


「女のダイエットは聖せい書しよよりも正しいのよ。だから妨ぼう害がいするのはどんなことでも犯はん罪ざい行こう為いなの。分かる？」


「く、玖里子さん……苦し……」


「あんたがどうしようと、魔力がなんだろうと、なにがなんでもあたしに協力しなきゃならないわけ。そういうことよ」


「無む茶ちや苦く茶ちや……だ……」


「真しん理りよ、道どう理りよ、正当よ！　分かった!?」


　彼女は和樹を窒ちつ息そく寸すん前ぜんまで追い込みながら、何度も揺ゆさぶる。和樹は頭をシェイクされ、酸さん欠けつでうつろになりながら「分かりました分かりました」と繰くり返した。


　玖里子が手を離した。


「結構。じゃあジョギングやるわよ。今すぐ」


　和樹だけではなく、他の女の子も「えーっ」と声をあげた。


「強きよう風ふう注ちゆう意い報ほうが出てますよ」


「外に出て、怪け我がでもしたらことです」


「風、嫌きらーい」


　無む論ろん玖里子は聞く耳を持たない。


「やるったらやる！　台風だろうとなんだろうとやるの。さあ！」


　和樹たちはウェアを押しつけられ、渋しぶ々しぶ着替えた。そうしている間にも、外では風が吹ふいてきて庭木が揺ゆれ、窓まどががたがた鳴っていた。


「……なんだか、思ったより風が強いです」


　夕菜が嫌そうに言う。


「和樹さんの魔力で、台風のスピードが早くなったんじゃ……」


「それでもいいの！　舞穂ちゃんがいれば、致ち命めい的にはならないわよ」


　玖里子は「変なとこだけ計算してるんですね」と嘆なげく夕菜を先頭に、四人を家から外に出した。


　外は真っ暗だった。風はますます強まり、物もの陰かげにいないと倒たおれてしまいそうになった。


「さあ行くわよ、レッツゴー！」


　かけ声と共に、全員走り出した。


　途と端たんに雨あま粒つぶが落ちてきた。見る見るうちに量が増まし、やがてバケツをひっくり返したような豪ごう雨うになる。


　前がまったく見えなくなった。


「玖里子さーん、凄すごい雨ですよ！　帰りましょうよ！」


　和樹が前を走るジョギングウェアに絶ぜつ叫きようする。


「これくらい、なんでもないわよ！」


　なんでもないどころではなかった。風も強く、雨粒が横よこ殴なぐりに襲おそってくる。顔を正面に向けているのも困こん難なんだ。会社帰りらしきサラリーマンが、走り続ける一いち団だんを見て目を丸くしていた。


「風や雨くらいにびびっていたら、ダイエット道はつとまらない！」


「道なんですか!?」


「そう、世界中の試し練れんが降りかかる、困難な道よ！　これを克こく服ふくした女にこそ、真のダイエッターとしての名めい誉よが」


「危あぶない、玖里子さん！」


　和樹が叫ぶと同時に、どこからか飛んできたテレクラの看かん板ばんが、玖里子の顔面を直ちよく撃げきした。


「ぐ……！」


　彼女は転てん倒とうしそうになったが、かろうじて踏ふみとどまった。そこにダンボール、ポリバケツ、犬小屋、薬やつ局きよくに置いてあるカエルと、あらゆるものが襲いかかる。


「きゃああああーっ！」


　玖里子の姿が落下物の山に埋うもれた。


　これは死んだ、と和樹は思った。だが彼女は、擦すり傷きずだらけになりながらも、がらくたをかき分けて立ち上がる。前方を見み据すえた。


「……負けるかー！」


　いっそう足を速はやめる。驚きよう異い的な体力であった。


　だが風はもはや突とつ風ぷうとなり、道路は雨ですっかり冠かん水すいしている。まるでプールだ。そこを突とつ進しんしていく玖里子の姿は、銀ぎん河が皇こう帝ていに立ち向かうジェダイの騎き士しを彷ほう彿ふつとさせた。


　ぼーんと音がして、マンホールの蓋ふたが跳ね上がる。排はい水すい能のう力りよくの限げん界かいを超こえたのだ。


　滝たきのような流れが一行を襲う。


「うわーっ、流されるー！」


「式森、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　凜が和樹を捕つかまえ、その身体からだを夕菜と舞穂が支ささえる。ほとんど冬山の遭そう難なんだ。


「しっかり捕まってろ！」


「助けてくれー！」


　その間にも、玖里子は「滝がなんだー！」と絶叫して走っていた。


　彼女の姿すがたがどんどん遠くなっていく。ついていく方はろくなものを食べていないせいもあって、自分の身を守るのに精せい一いつ杯ぱいだった。


「流される流される！」


「式森！　そっちは車道だぞ！」


「にゃー！　助けてー！」


「きゃーっ、舞穂ちゃんが風で！」


「もう駄目だー！」


　台風の直撃した住じゆう宅たく街がいに、四人の悲ひ鳴めいはいつまでもこだましていた。





　玖里子のダイエットはそれからも続き、付き合わされた四人は日に日にやつれていった。おまけに異い常じよう気き象しようが日本を覆おおい、それほど深しん刻こくなダメージはなかったものの気き象しよう庁ちようを混こん乱らんさせた。


　ある日、玖里子はにこにこ笑いながら体重計を持ち出した。成せい果かを試ためすためである。和樹たちは、やせこけた頰ほおでその姿を見守った。


　玖里子が浮かれながら体重計に乗る。デジタルメーターが動き、止まった。


「……見て！」


　彼女は歓かん声せいを上げた。


「四キロよ四キロ！　たったこれだけの間で四キロも瘦せたなんて、奇き跡せき的だと思わない!?」


　四人は「あーそーですねー」と返事をした。あれだけ騒ぎを繰り返したあげくの四キロ減は、かなり分ぶが悪いように思えてならなかった。


「さあ和樹、あんたも計はかって」


「え、僕もなんですか？」


「そうよ。早く」


　疑ぎ問もんに思いながら、和樹も体重計に乗る。


　メーターは何度も動いたあと、ようやく表ひよう示じした。


「……なにこれ」


　玖里子の声が低くなった。


「ちょっと、なんであんたあたしより軽いの!?」


　和樹はうんざりして答える。


「当たり前ですよ。僕もダイエットに付き合わされたんだから。瘦せるに決まってます」


「なんで食べなかったのよ」


「食べさせてくれなかったんじゃないですか」


「……む。確かに」


　玖里子はつぶやくと、しばらく考え事をした。


　それから和樹の耳を引っ張る。


「ちょっと教えなさい。あんた、あたしがダイエットする前、何キロあった？」


「えーと」


　和樹は健けん康こう診しん断だんの数値を思い浮かべると、玖里子の耳元で囁ささやいた。


「……はあ!?」


　玖里子が和樹の喉のど元もとを摑つかんだ。


「あんた、あたしよりも重かったの!?」
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「え、そうなんですか？」


「そうよ！　あたしよりも体重あったじゃない！　どういうことよ!?」


「ど、どういうことと言われても……」


　玖里子の指が、万まん力りきのように気管を締しめつける。和樹は手足をばたばたさせた。


「苦しい苦しい！」


「あたしの方が重いって言ったじゃない、それはどうしたのよ！」


「だって僕より背が高いから、てっきり」


「憶おく測そくでものを語るなー！」


　和樹は両手で首を摑まれ、高々と持ち上げられた。そのまま上下に揺ゆさぶられる。


「あんたはそうやって、あたしに無駄な努力をさせたのね!?」


「瘦せたんだからいいじゃないですか！」


「あんたまで軽くなってなんの意味がある！」


　振り回す玖里子。もはや悪役プロレスラーだ。


「玖里子さん、和樹さん泡あわ吹いてますよっ！」


「式森、平気か!?」


「和樹君、顔真っ白ー」


　夕菜と凜と舞穂が止めようと割わって入るが、彼女の力はまるで衰おとろえる気け配はいがなかった。眼がん光こうはぎらぎらと輝き、殺さつ人じん者しやの瞳ひとみと化していた。


「玖里子さん、止やめて。死ぬ死ぬ……死……んじゃう……」


「死ね死ね死ね、死んでしまえー！」


　和樹は自分の意い識しきが遠くなるのを感じていた。





　……この殺人未み遂すい事じ件けんの後、玖里子のダイエットはぱたりとやんだ。


　生活習しゆう慣かんも元に戻ったが、玖里子を除のぞく四人はしばらくの間、「走るのはもう御ご免めん」と体育に拒きよ否ひ反はん応のうを起こしていたそうである。




　番外編一　アール・エス・サクセション










　神かみ城しろ家けといえば九きゆう州しゆうでは知る人ぞ知る名めい家かである。古くからの伝でん統とうを持ち、人知を超こえた出で来き事ごとの解かい決けつ、特に魔ま物もの退たい治じに力を発はつ揮きしていた。


　そこで将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされた少女とくれば、さぞかしエリートであろうと思われるが、あいにく神城凜りんは分家の生まれで、しかも家業は豆とう腐ふ屋やであった。


　そのため彼女は常つねに九州と行き来していた。おかげで実家でじっくりすごした記き憶おくがほとんどない。本家に行く義ぎ理りもないのだが、命令は絶ぜつ対たいであったし、子こ供どものころは疑うたがいもしなかった。


　小学校の高学年になって、自分の心に疑ぎ念ねんが芽生えるようになると、今度は本家に住むようになっていた。待っていたのは朝から晩まで修しゆ行ぎようの日々。そこは楽しさとは無む縁えんの世界であるし、自らを伝統と格かく式しきで縛しばるには、まだ少し子供でありすぎた。むろん世間の少女と比くらべればずっとストイックではあるものの、反はん抗こう心しんは持ち合わせていたのである。


　凜は家風や家か系けいといったものに反発をしており、本家（特に教育係の駿しゆん司じ）もそれは分かっていた。だがその反発を許ゆるすには才さい能のうがありすぎた。神城家特有の資し質しつをもっとも強く受け継ついでいるのは彼女だったのである。


　それゆえ本家は凜に厳きびしい修行を課した。当初は従したがっていたものの、結果的に彼女は造ぞう反はんし、葵あおい学がく園えんに独どく力りよくで入学をする。兄の駿司が連れ戻もどしに来たことがあったものの、いまだ東京にいた。


　彼女にしてみれば、これで本家との関係は「切れたも同然」であった。用があれば電話くらいはするが、それ以上のつきあいではない。未み練れんもなかった。いっそ勘かん当どうでもしてくれれば、すっきりするくらいであった。


　だが本家はそうではなかった。「一時的なわがまま」くらいにしか捕とらえていないのである。個人の自由なんぞを気軽に認みとめていては、家門は成り立たない。ある日、凜はそれを痛つう切せつに感じさせられる出来事に遭そう遇ぐうした。





　その日、凜は正せい座ざをしていた。


　もちろん正座以外の座すわり方を知らないわけではない。礼れい儀ぎ正しく見えるのと、この姿し勢せいが好きなためだ。そもそも少し正座を続けたくらいで、足が痺しびれるだの痛いたいだのと騒さわぐ輩やからは、忍にん耐たい力りよくがなってないと思っている。なにごとも、慣なれればどうということはなくなるのだ。


　だから今日も、ずっと正座のままでいた。苦く痛つうではない。むしろこらえなければならないのは、表ひよう情じようの方であった。


　無表情を装よそおっているが、心の中は煮にえくりかえっている。ずっと口を閉とじているのは鼻び呼こ吸きゆうの訓くん練れんではなく、開くと怒ど声せいを浴あびせそうだからだ。目の前の人物は凜よりもずっと大人の偉えらい人で、敬うやまうべき存そん在ざいではあったが、感情を優ゆう先せんしてしまいそうであった。


「聞いておるのか凜」


　恰かつ幅ぷくの良い中年男性は、いらいらしたように言った。


「はい」


　聞いていたのは事実なので、素す直なおに返事をする。


「ならば言うことをきかんか！」


　聞きません、と言うのもしゃくだったので黙だまっていた。


　中年男性は余よ計けいイライラを募つのらせたようであった。


「どうしてそう強ごう情じようなのだ。お前の将来を案じておるのだ」


　それは違うでしょう、と凜は思った。案じているのではなく、願っているだけだ。それも勝手に。


　しかも自分たちの思い通りの将来にしようとしているから、願うよりもたちが悪い。私の意見は、当人の意い志しはどこに介かい在ざいするのだ。


　しかし中年の男性、凜の伯お父じである神城真しん吉きちは、本人の気持ちより大事なものがあると確かく信しんしている風であった。


「凜。皆みな、お前の実力を見込んでおるのだぞ」


「そうでしたか」


　あえて失礼な口をきいた。


「でしたか、ではない！」


　想そう像ぞう通り、伯父は激げつ昂こうした。


「なにを考えておる。こうして本家から、一族が集まっておるのだ。少しはしおらしくせぬか！」


　彼女はあらためて室内を見渡した。


　三十畳じようはありそうな宴えん会かい場じようみたいな部屋であった。それもそのはず、ここは箱はこ根ねにある、神城家の所有する旅りよ館かんなのである。


　そもそも彼女は、箱根に行く気はなかった。連休を利用して静岡の実家に帰ろうとしたのだが、「箱根にいる」との連れん絡らくを受け、急きゆう遽きよ立ち寄よったのである。


　ところがそこに両親はいなかった。いたのは神城家の重じゆう鎮ちんである。


　これが凜の心しん証しようを悪くした。両親の名をかたったのは、そうしないと立ち寄らないだろうと考えてのことだろうが、やり方にもほどがあった。彼女は両親を敬けい愛あいしているのだ。


　しかも挨あい拶さつもそこそこに、説せつ教きようと説せつ得とくの時間である。


　説教はどうでもいい。「神城家の人間として精せい神しん面が云々」などと言われたが、それは凜自身も「甘あまくなった」と自じ覚かくしているので、どうということはない。問題は説得の方である。


　こればかりは呑のむわけにはいかなかった。そのため、真吉から言い出されたときも、はっきりと断ことわった。


　拒きよ絶ぜつは予よ想そうしていたらしく、長い長い説得マラソンとなった。


　今も眼がん前ぜんに、老ろう若にやく男なん女によがずらりと座っている。口々に凜を諫いさめ、あるいは叱しつ責せきをしていた。


　凜は部屋の中央で、たった一人、正対する形で正座をしていた。


　両手を腿ももの上に載のせ、背せ筋すじをきちんと伸のばしている。目線も泳およいだりはしない。むしろ数が多い親族一同の方が姿し勢せいは悪く、とくに真吉は貧びん乏ぼう揺ゆすりをしていた。


「凜」


　震しん度ど二の発はつ生せい源げんが喋しやべった。


「なぜ言うことをきかん」


「前に申し上げたはずです」


「あのときはあのとき、今は今だ」


「今も同じです」


「聞く耳を持たないつもりか」


「持ちあわせておりません。本家の方々と話をする場合には、寮りように置いてくるよう心がけております」


「ふざけるでない！」


　ばん、と畳たたみが叩たたかれた。今にも持ち上がり、手しゆ裏り剣けんを防ふせぐ盾たてになりそうであった。


　伯父はなおも怒鳴ろうとしていたが、隣に座っている女性がたしなめた。


「そう怒られないでください。凜の心が閉とざされるばかりです」


　静かに、ゆっくりとした口調で話す。彼女は神城雪ゆき枝えといい、凜の従姉いとこにあたる。凜を除のぞけばこの中でもっとも若わかい。


「凜、考え直す気はないのですか？　わたくしたちはあなたと縁えんを切りたいと言ってるわけではないのですよ」


　首を振った。凜にとっては比ひ較かく的てき好きな親族であったが、妥だ協きようする気はさらさらない。


　雪枝は困こまった風であったが、それでも言った。


「本家に帰ってきて欲ほしいと言っているのです。あなたに後を継ついで欲しいと」


　後継ぎ。


　凜の心中に、様々なものが渦うず巻まいた。


　覚かく悟ごはしていたが、あらためて「後を継げ」と告げられると、やはり思うところがある。


　もともと本家で厳しい修行をおこなっていたのは、神城家の後継ぎとなるためであった。当時は直ちよつ系けいの子供たちも含めて何人も候こう補ほがいたのだが、能のう力りよくや精せい神しん面めんでの問題があり、凜しか残らなかったのである。


　分家の、それも豆とう腐ふ屋の娘むすめが後継ぎになることには、一族内でも異い論ろんがあった。しかし「神城家の存そん続ぞくと繁はん栄えいのためには、もっとも力のあるものが惣そう領りようとなるべき」との意見が勝り、凜が後継者とみなされるようになった。


　ところが、肝かん心じんの凜が高校進学のために上京してしまったのである。これには一族がまとめて仰ぎよう天てんした。


　なにしろここまで本家の意向に逆さからったものはいなかった。凜自身は自分の希き望ぼうを通したにすぎないが、周囲はそれどころではなかった。


　せめて神城家の役に立てようと、式しき森もり和かず樹きに近づけと命じたが、どうもうまくいっていない。このままでは、へたをすると一族が傾かたむいて転てん倒とうしてしまう恐おそれもあった。必死になろうというものである。


　もっともそれは、本家の事情である。凜には凜の事情がある。


「私には学校での勉学があります」


「本家からでも、学校には通えます」


「葵学園から転校する気はありません」


　雪枝はため息をついた。諭さとすように喋しやべる。


「帰る気はないのですか？」


「帰る、という言葉が分かりません。私の帰るところは葵学園か、静岡の実家です」


　断言をする。どこからか「分からず屋め」と声が飛んだが、意にかいさなかった。


　凜が本家を嫌きらう点はここにある。彼らにとって本家こそが主であって、他がないのだ。雪枝ですらその傾けい向こうがある。


　一族全体のためなら、個人の自由は簡かん単たんに押しつぶされる。そこに「将しよう来らいの選せん択たく」といった、思春期の少年少女なら当然持ち合わせるべきものが存そん在ざいしない。彼女も奔ほん放ぽうよりは規き律りつを好このむ人間ではあるのだが、いくらなんでも未来へのレールが一直線すぎた。


　凜は今のところ、後継ぎになる気がまるで起きなかった。そのための葵学園行きである。そして彼女は一度決心したことを、やすやすとひるがえしたりはしない。皮ひ肉にくなことにこの資し質しつは、本家での修行時代に形成されたものである。


「強ごう情じようになりましたね」


　雪枝の台詞せりふは、心からのものだった。


「私は変わりません」


「叔お父じ様も叔お母ば様も、そのような人ではありませんのに」


「父と母は私のやることを認めてくれています」


　別方向から「慎しん一いちと春はる子こはこんなわがままを認めたのか」と声が出た。


　凜はその台詞を発した親しん戚せきをじろりと睨にらむ。


「たとえ一族の方といえど、両親を愚ぐ弄ろうすることは許ゆるしません」


　かたわらの日本刀を握にぎる。


「おやめなさい。ここは道場ではありません」


　雪枝の声が響ひびく。こういうときは優やさしげな従姉も厳きびしくなる。凜は従したがった。


「どうしても本家に戻る気はないのですか」


「まったく」


　断だん固ことして譲ゆずらない。


　雪枝は諦あきらめたように口を閉とじた。代わって真吉が言う。


「神城家の後継ぎが凜だということは、とうの昔に各家に広まっておる。おかげでお家いえ騒そう動どうとは無む縁えんでいられたのだ。お前はそれらを無に帰すのか」


「そちらの都つ合ごうです」


「そちらではない！　お前も神城家の一員なのだぞ」


「名前が同じなだけです」


「一族と別な道を歩むつもりか！」


「そうです！」


　凜ははっきりと告げた。


「葵学園を卒そつ業ぎようしても九州に行く気はありません。進学いたします」


　座がどよめいた。


　本家としては、せめて卒業すれば後を継ぐだろうと考えていたのである。それをはっきり否ひ定ていされたのだ。


　厳げん粛しゆくで難むずかしい顔をした大人たちが、一いつ斉せいに泡あわを吹ふいたような有あり様さまであった。


「凜、正気か!?」


　真吉は新種のカニのようになっていた。


「取り乱みだしてはおりません」


「ならば先ほどの言葉を訂てい正せいせい！」


「お断ことわりします」


「そ、そんなことが……この」


　伯父の顔面がゆであがった。立ち上がる。


「認められると思っているのか……！　なんという恥はじ知しらず！　お前の父も母も神城のものでありながら才能なく、豆とう腐ふ屋やなんぞをやりおったが、娘もそれに続く気か！」


「両親を愚ぐ弄ろうするのは許さないと言ったはずです！」


　凜も対たい抗こうして腰こしを浮うかした。左手で日本刀の鞘さやを握にぎり、柄つかに右手をかける。


　一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようが走る。神城家の人間は、いずれも腕うでに覚えがある。このような場でも逃げるものはいない。


　室内の温度が急きゆう激げきに上じよう昇しようした。すると、


「……やめんか」


　低い声が響ひびいた。


　凜は声の主を見た。


　部屋の上かみ座ざで、ずっと言葉を発していなかった人物である。和服に身を包つつんだ、白はく髪はつの老人で、皺しわだらけの枯かれ枝えだみたいな身体からだをしていた。ただしその眼がん光こうは恐ろしく鋭するどい。


　この老人こそ、現げん在ざいの神城家当とう主しゆ、神城佐さ平へいである。


　佐平翁おうは「神城の伝でん統とうと格式をもっともよく守り、かつ広めた当主」と呼ばれている。途と絶だえがちだった一族の繫つながりを深めさせたのも彼であるし、地元で細ほそ々ぼそとおこなっていた道場を、各地に開かせたのも彼だ。昭しよう和わ初しよ期きに、異い形ぎようのものを退たい治じするプロフェッショナルとして神城の名を定着させたのも、佐平の力が大きい。中ちゆう興こうの祖そと称しようするものもいた。


　そんな佐平であるが、やはり伝統だけでは一族を繁はん栄えいさせることに限かぎりがある。失われつつあった活力を取り戻もどそうと、凜に「式森和樹に近づけ」と命じたのもこの老人であった。


「座らんか。このような席だ、静かにせい」


　全員、まるで鬼き神しんに命じられたかのように、なんら異い議ぎを示しめすことなく従したがった。凜も例外ではない。


「雪枝……窓まどを開けてくれんか。空気が悪い」


　雪枝は「はい」と返事をしてガラス窓を開けた。陽よう光こうと、冷たい空気が室内に流れ込んだ。遠くで鳥の声もする。


　緊張が和やわらいだ。


「凜……」


　老人が言う。


「考えは変わらんか」


「はい。お爺じい様さまのお言葉であっても、これだけは」


「当家の当主にもっとも適てき任にんなのはお前なのだ」


「私より年上の方が、たくさんおられます」


「お前を上回る力の持ち主はおらん。持って生まれた素そ質しつばかりは、修行でもどうにもならん」


　老人の眼光が真吉を刺さす。凜の伯父は居い心ごこ地ちを悪そうにした。


「できの悪いものたちばかりじゃ。分家とはいえ、凜を見たときは思わず膝ひざを叩いたものだったが……」


　佐平は腕を組んだ。


「もう一度聞くが、本家には戻もどらぬか」


「はい」


　凜の言葉は変わらない。


「……よし」


　と老人は言った。


「許そう」


　再び、ざわめきが起こった。あちこちから「お爺じい様さま！」「御当主！」と声がする。


　佐平は気にした素そ振ぶりを見せず、


「まだ学生の身。そなたの将しよう来らいを決めるには早すぎるやもしれぬ」


　凜にとっても信じられない話であった。じっと老人の口元を見つめている。


「自由にするがよい。ただし」


　佐平の目が鈍にぶく輝かがやいた。懐ふところから紙し片へんを取り出す。


　凜はそれを受け取った。ちらりと見ると、地図が描かいてあった。


「そこに行ってまいれ。数日前、当地の顔役から依い頼らいがあった。その土地に怪かい異いが起こっているので、退たい治じして欲ほしいとのことだ」


　ようは仕事をしろということだ。凜は眉まゆを顰ひそめる。これは本家の人間のすることだ。


「嫌な顔をするでない。本来はわしらの誰かが行かねばならぬが、事じ情じようができた。最後に奉ほう公こうしていけ。それくらいしても、罰ばちは当たるまい」


「……分かりました」


　凜は頭を下げる。彼女もこの老人だけは、どうにも反はん抗こう心しんを剝むき出しにしづらいのである。なんだかんだいっても、七十歳以上差があるのだ。


「長くかかりそうなら、辞じ退たいしたい気持ちではありますが」


「案ずるな。半日もあればすむ」


「かしこまりました」


　再ふたたび礼をする。


「わしとしては、帰ってくるまでに、凜の考えが変わっていることを願っている」


　凜は立ち上がった。


「ありえないことです」


「そうかの」


　佐平は表情を変えなかった。





　凜が退たい出しゆつした後、一族の大半は佐平を取り囲んだ。


「当主、凜の言葉をお認みとめになるのですか!?」


「神城の後継ぎは誰に……」


「凜ほどの逸いつ材ざいはどこにも」


　佐平は腕組みをしたまま、なにも言わない。ただ、周囲の人間をうとましく思っているようであった。


「お爺様」


　雪枝が近寄った。


「お爺様のお考えは分かりかねますが、さきほど渡した地図は、磯いそ山やま屋や敷しきのものではありませんか？」


「ほう、よく分かったな。お前はまだ、他の連中とは違ちがうようじゃ」


　磯山屋敷の名を聞いて、周囲のものがばつの悪そうな顔をした。黙だまり込むものもいる。


「あそこは、そもそも請うけ負おう仕事ではないのですが」


「依い頼らいがきたのは知っておるだろう」


「そうですが、断ことわりを入れることになったはずです。確たしか先に……」


　皺しわだらけの腕が振られ、雪枝の台詞せりふをやめさせた。


「なに、凜にはちょうどいいはずじゃ。知らぬ仲でもあるまいし、嫌でも神城家の一員であることを自覚するだろうて」


　佐平はかすかに笑い声を上げた。ただしその声は皺に隠かくれ、他者にはほとんど聞かれなかった。





　　　　○





　ある意味凜は感心した。嫌がらせかどうかは分からないが、反抗している後あと継つぎ候こう補ほに一いち撃げき加くわえる方法としては、なかなかうまい。しょせん自分は高校生で、まだ祖そ父ふの思おも惑わくの裏うらが読めるような判はん断だん力りよくはないのだなと思った。


　仕事先は静岡県の某ぼう所しよである。ここから実家までは電でん車しやで一時間ほどで、片がついたら行くつもりだった。そこまではむしろ当主の思いやりだと考えていた。


　現地で出会ったのは、磯山某と名乗る顔役である。かれもまた、土地の旧きゆう家かの当主らしい。


　磯山は凜を見てその若わかさに驚いていたが、すぐ気を取り直し、自分のところの屋敷に魔ま物ものが出しゆつ没ぼつしているので退治して欲しいと告げた。取得した土地に、岐ぎ阜ふ県けんの旧家を譲ゆずり受けて移い築ちくしたのだが、直後から怪かい異いが発生したのだ。このままでは荒あれるに任まかせるしかないのだという。


　連れていかれた屋敷は、国道から離れた林の中の一軒家であった。数す寄き屋や普ぶ請しんで味わいがあるが、どうにも不ぶ気き味みであった。外見の見み事ごとさをうち消すように妖よう気きが漂ただよっているのである。


「たしかに、これは異い様ようですね」


　凜は一いち瞥べつして、言った。


「はい。ですから退治をお願いしたいのです」


「分かりました。ではさっそく」


「あ、お待ちください。もうお一方お願いしておりますので、その方と協力してやっていただきたい」


「協力？」


「女性です」


　あらかじめ知らされていないので、凜は疑ぎ念ねんを持った。そして紹しよう介かいされた人物を見て、冒ぼう頭とうの感想を抱いだいた。


　その女性とは、両手を腰こしにあて、不ふ機き嫌げんそうな顔をした杜もり崎さき沙さ弓ゆみだったのである。
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　二人はしばらくの間、ひまし油の一気飲み大会に出場している気分になった。いい感じに最低である。


　神城家と杜崎家は仲が悪かった。理由は分からない。どちらも魔物退治をおこなっていて商しよう売ばい敵がたきであるためか、ずっと昔から反はん目もくしている。その長さたるや、ほとんど歴史であった。


　そして凜と沙弓も仲が良くない。こちらは家の対立を引きずっているのではなく、純じゆん粋すいに虫が好すかないのである。校内で喧けん嘩かになるようなことはないが、それは意い識しきして避さけているためだ。ある意味、余よ計けいにたちが悪い。


　一度だけ、二人は決けつ闘とうをしたことがあった。そのときは凜の勝利に終わり、葵学園内での「神城・杜崎間の争い」に終しゆう止し符ふが打たれた。とはいえこれで仲が良くなることもなく、冷戦は継けい続ぞく中ちゆうであった。


「こんなところでも会うとはね」


　最初に口を開いたのは沙弓だった。


「学校でも滅めつ多たに会わないのに、休日にばったりなんて。神は信じないけど悪あく魔まは信じるわよ」


「それはこっちの台詞せりふだ」


　凜も応じた。


「連休に呼び出されて親しん戚せきと顔を突き合わせ、あげくにあなたとは最悪だ。どうしてここに？」


「本家から『たまには仕事を手伝え』って言われたのよ。神城凜が来ていると知ったら断ったけどね」


「聞いた話だ。あなたが来ていると知ったら、私も受けるのではなかった」


「神城の女は口が悪いわね」


「杜崎の女ほどではない」


　とても友好的とは言えない会話であった。


　磯山氏はさっさと帰ってしまい、現地には二人だけが残された。


　どちらからともなく、敷地内に足を踏ふみ入れる。


　屋敷に近ちか寄よると、ますます妖気が強くなった。


　凜は顔をしかめた。確かにこれでは人が住めない。自分は修行によって鍛きたえられているからいいものの、普通の人間が入ったら吐はいてしまうだろう。へたをしたら気き絶ぜつする。


　玄げん関かん扉の前で立ち止まる。


　二人とも動かない。凜は顔を向けずに言った。


「開けないのか？」


「お先にどうぞ」


「年上に譲ゆずる」


「年ねん齢れいは関係ないわ」


　ならばじゃんけんにしよう、などとは言い出さない。


　どちらも自分が開けたくなかった。この妖気からいって、中になにがいるのか分からないのである。ヘタに手をかけて攻こう撃げきされてはたまらない。こういうときは片方が開け、もう片方は不ふ意い打うちに備そなえるのだが、なにしろ不仲なのでそんな当然のことまでやりたくないのであった。


　しぱらくの間、玄関前でたたずむ少女たちという間まの抜ぬけた光景が続いた。


「……これじゃらちがあかない」


　と沙弓。


「提てい案あんだけど、どちらかが蹴け破やぶるってことにしない」


「どちらか、ではなくそっちが蹴るならいい」


「それはお断り。二人で蹴るのはどう？」


「受けよう」


　凜と沙弓は呼こ吸きゆうを整え、「せーの」で扉を蹴り飛ばした。二つに折れた木もく製せいの扉とびらが、屋や敷しき内ないに転がっていく。


　予想された攻撃はなかった。


　中に入った。かなり暗い。雨戸を閉めているせいもあるが、昼間とは思えないほどだ。おまけに空気が湿しめっていた。


　化け物退たい治じだからという理由をつけ、土足のまま上がる。


　湿しつ気けと妖よう気きがまとわりつくようであった。


　手近な襖ふすまを引き、部屋に入る。


　家具もない、畳だけの和室だった。当とう然ぜん誰だれもいない。が、


「……誰かに見られているな」


　凜は呟つぶやいた。沙弓は無む言ごんだが同意を示しめす。


　明らかに監かん視しされていた。視線を感じるのだ。もちろん好意的なものではない。


「姿すがたはないが人はいる、か……」


　沙弓が次の間に進む。


　突然、二人の背せ筋すじがざわついた。


　同時に振り返った。凜は一いつ挙きよ動どう作さで剣けんを抜ぬき、沙弓は拳こぶしを繰くり出だす。刃やいばと鉄てつ拳けんが、闇やみに吸すいこまれる。


　少しだけ、時間が止まった。


「……手て応ごたえなしか」


　凜が刀を引く。


「そうね」


　沙弓も拳を下ろした。


「なにか見えたかしら」


「いいや。鬼おにらしき気け配はいがあったが……」


「私は人ひと魂だまかと思った」


　二人とも感じたのだから、なにかがいることだけは確かなようであった。


　仕方がないので、部屋の確かく認にんを続ける。古い家なので、とにかく部屋の数だけは多い。


　どこも同じようなものであった。なにかいそうではあるのだが、目視できないのである。捕らえられないので、退治のしようがない。


　そのため、確認済みの部屋をもう一度チェックする必要まで発生した。気け配はいだけはあるのだ。


　何度も同じ行動をとっているせいか、凜の頭にふと馬ば鹿か馬鹿しさが浮うかんできた。


　釈しやく然ぜんとしない。どうしてこんなことをしなければならないのやら。


　決まっている。本家の意向だからだ。


　凜は跡あとを継つぐ気がない。本家がそれでもここへ向かわせたのは、沙弓がいるからである。対抗心から仕事をこなすだろうと読んでいるのだ。


　それはその通り。ある意味本家への反発よりも、こっちの対抗心の方が強い。対決して一度は勝利したが、だからといって水に流れるものではない。


　こんな手にみすみす乗った自分も愚おろかしいが、いまさら引き返したくなかった。逃げ出しては杜崎の女に醜しゆう態たいをさらすことになる。それは御ご免めんだ。


　おそらく向こうも同じだろう。凜に背中を向けるのは屈くつ辱じよくととらえているはずだ。


　沙弓の姿が目に止まる。そういえばこの女は進んでこの仕事を引き受けたのか？


「杜崎」


　凜は呼んだ。年上を名字で呼よび捨すてにするのはどうかと思われたが、そこは和樹と同じ扱あつかいである。


　沙弓はとくに気にした様子を見せなかった。その代わり、返事に毒どくがある。


「あら、私に話しかけるなんて、熱ねつでもあるの」


「そうではない。どうしてここまで来たのだ」


「仕事よ。言わなかった？」


「聞いた。好きでやっているのか？」


　沙弓の切れ長の眼めが、こちらを向いた。


「……それは難むずかしい問いかけね。理由が知りたいの？」


「知りたいとは言いたくない。勝手に喋しやべってくれ」


　わがままではあった。沙弓も呆あきれたように首を振ふる。


「……ま、いいわ。この休みで久ひさしぶりに帰き省せいしたんだけど、実家に親しん戚せきが全員集まっていたのよ」


　凜の願いどおり、彼女はよそ見をしつつも話してくれた。


「家族会議が開かれていたそうよ。そこでの結けつ論ろんが、『次期当主に沙弓を指名する』だって。それが与よ党とうの総そう裁さい指名みたいに仰ぎよう々ぎようしいのよ。おかしくてたまらなかった」


　彼女は本当に笑った。


「それでさっさと卒そつ業ぎようして家を継げって言ってきた。中ちゆう退たいしてでも戻もどってこいって言い出しかねない勢いきおいでね」


　凜は立ち止まった。


「……継ぐのか？」


「まさか」


　沙弓は、心底馬鹿馬鹿しそうに語った。


「家業に興きよう味みはないわ。はっきりと『継ぐ気はない』って答えた。そうしたら大騒ぎ。また家族会議のやり直しだって。私は『とりあえず仕事をしてこい』って放り出されたの。そういうこと」


　最後は、つまらなそうな語り口だった。


　凜は極きよく力りよく感情を込こめずに言った。


「……継ぐと、家の人たちが喜ぶかもしれんぞ。跡継ぎが他にいないのなら、杜崎家は安あん泰たいだろう」


「冗じよう談だんじゃない。私はカビ臭くさい伝でん統とうとやらの道具じゃないわ。高校生の将しよう来らいより自分の家が大事なら、門柱でも抱かかえて寝てればいいのよ」


「……そうだな」


　話し終えた沙弓が振り向いた。


「神城のとこじゃ、あなたが跡継ぎなんでしょ。ごたごたがないのはうらやましいわね」


「そうでもない」


「あら、そうなの？」


「ああ、あなたとまったく同じ理由でここにいる」


「へえ。家を継げって？」


「そうだ」


「継ぐの？」


「あり得ない」


　凜は自分の身に起こったことを、簡単に話した。


「なるほど……確かに同じね」


　沙弓は無む言ごんになった。その表情からは、なにを考えているのかうかがえない。


　二人は黙もく々もくと、各部屋のチェックを繰くり返した。


　相手の境きよう遇ぐうを聞いたことも、自分のことを語ったことも後こう悔かいはしていない。多少は沙弓のことが分かったような気もした。


　おそらく彼女も幼おさないころから修しゆ業ぎようを繰り返し、格かく闘とう術じゆつに明け暮くれていたのだろう。そこには自分の意志や判断が介かい在ざいする余よ地ちはなく、すべて大きな権けん威いからの下達であったはずだ。沙弓は一時期少女趣味に耽たん溺できしていたというが、反動によるものなのかもしれない。


　凜と同じである。詩を作ったりはしなかったが。


　だからといって親しん近きん感かんはわかない。結局は杜崎の女である。これくらいで仲良くなるほど、戦う乙おと女めの心は単純ではないのだ。


「……好きになったりはしないぞ」


　つい口から出た。沙弓は驚おどろいた素そ振ぶりも見せない。


「しないわ」


「即そく答とうだな」


「同じこと考えてた」


「……嫌いやなところで気が合う」


　思わず嘆なげいた。


　二階へ上る。と、


「危あぶない！」


　凜の背はい後ごで叫さけび声がした。彼女は反はん射しや的に身をかがめる。その真上を、沙弓の前まえ蹴げりが繰り出される。


　前方から飛んできた大きな壺つぼは、粉こな々ごなになって砕くだけた。


　凜は手で破は片へんを避よけながら沙弓に、


「私が嫌いではないのか？」


　返事は素そっ気けない。


「もちろん、嫌いよ」


「それでも危ないと叫ぶ？」


「二年Ｂ組ではそういうのがあるの」


　今度は沙弓が先頭に立った。


　襖ふすまを開ける。やはりなにもない部屋だ。階下と違い、少しだけ家か具ぐが置いてある。


　がたっと音がした。


「どけっ！」


　凜が怒ど鳴なった。沙弓の前に出て、刀を抜く。倒たおれかかってきた簞たん笥すが両りよう断だんされる。さらに数回振るうと、バラバラになって畳たたみに散ちらばった。


「……礼を言うべきかしら」


「必要ない」


「借りを返したとか思ってる？」


「安心しろ。私もあなたが嫌いだ」


　凜も淡たん々たんと答えた。


　二人は室内を見回した。人ひと影かげはないが、例によって妖気は強かった。


「下より気配はあるわね。さっきのはポルターガイストかしら。こういう家では珍しいけど」


「そうだな。初めて攻撃をされた。物ものの怪けが巣すくっているのではないような気がするが……」


　凜は日本刀を青せい眼がんに構かまえた。


　精せい神しん統とう一いつをして、気を注入する。刀身が青白く光った。


　剣先がぴくりと動いた。


「……奥おくだな」


「そこが原げん因いん？」


「可か能のう性せいは高い」


　凜は沙弓の言葉を首しゆ肯こうする。


「じゃあ行きましょう。どんな原因が鎮ちん座ざしているのか、拝はい見けんしたいわ」


　二人は奥へ向かった。それからが大変だった。


　凜と沙弓の元へ、あちこちから様々なものが飛んできた。大は桐きりの簞笥から、小は鉄てつ瓶びんまで、とにかくあらゆるものが凶きよう器きになっているのだ。どこに隠されていたんだというくらい、たくさんあった。


　二人は刀で、あるいは拳で、それらを破壊していく。


　自然と連れん携けいプレーになっていく。


　いくつか部屋を抜け、奥まった和室にたどり着いた。そこだけ襖に金きん箔ぱくが貼はられている。


「ここか！」


「開けるわよ！」


　沙弓が襖に手をかけて引いた。凜が床を蹴り、転がり込む。


　起きあがると同時に刀を構えた。


「……ん？」


「え？」


　二人は口を半開きにした。


　室内には誰もいなかった。畳たたみ敷じきですらなく、壁かべは板いた張ばりで、他にはなにもない。文字通り無人だった。


「どういうこと？　ここが原因じゃないの」


「だが気配は一番強い」


　凜は頭上を見上げた。天てん井じようもなく、直ちよく接せつ屋や根ね裏うらが見える。太い梁はりが目に入った。


「杜崎、他に部屋はないな」


「ええ」


　沙弓は飛んできた火ひ箸ばしを叩たたき落とした。


「この屋や敷しきはずっと妖よう気きばかりで、物の怪の姿はなかった。そしてこの部屋から一番強く感じられる。屋根裏に溜たまっていて、ここに下りてきているようだ」


「とすると？」


「分からないか？」


「だって……ああ、なるほどね」


　沙弓が納なつ得とくの顔になった。


「そういうことだ」


　凜は再び刀を構える。


「退治方法が分かった。私は柱をやる」


「じゃあ私は壁を」


　凜と沙弓はそれぞれ狙ねらいをつけた。殺さつ気きを感じ取ったか、またもどこからか家具が飛んでくる。二人とも意に介さない。


「破はっ！」


　同時にかけ声をかけた。


　彼女たちは力を最大限に発はつ揮きし、屋敷の破は壊かいを始めた。





　柱を切られ壁を粉ふん砕さいされ、磯山屋敷が崩くずれ落ちたのは、それから三十分もしないうちであった。わざわざ移い築ちくされた建物は、ただの材木の山と化した。


　凜と沙弓は、自分たちが壊した建築物を、ある種の感かん慨がいを持って眺ながめた。


「つまりこの屋敷そのものが物の怪だった……と考えていいのかしら」


　沙弓が言う。


「間違いあるまい。なにかの理由で、屋敷自体が妖気を発するようになったのだ。内部に物の怪がいないはずだ。全体がそうなのだからな」


「どうしてそうなったのだと思う？」


「そこまでは……」


「ここが以前墓ぼ地ちだったからじゃよ。磯山がそれを強ごう引いんに潰つぶして更さら地ちにしたのじゃ。妖気も乗り移うつるわい」


　二人は驚いて振り返った。


　男性が二人、そこにいた。一人は声の主である老人。もう一人はやせ型の、ロマンスグレーの男性。


「お爺じい様さま……」


「お父さん……」


　老人が口を開いた。


「驚いたかな」


「……かなり」


　凜が答える。


　佐平は満足そうであった。


「よくやってくれた。屋敷を壊こわしたことで磯山が文もん句くを言うかもしれぬが、原げん因いんを話せば問題はない」


「それよりもお爺様、隣となりの方は？」


　ちらりと沙弓を見てから、


「杜崎家の方とお見受けしますが」


　男性は会え釈しやくをした。


「杜崎竜りゆう一いちと申します。沙弓の父です」


「わざわざご足そく労ろう願ったのじゃ」


「それは分かります。しかし、何な故ぜ」


　神城家と杜崎家の長年の確かく執しつをしっているものからすると、双そう方ほうの現当主が並ならんでいるのはかなり異い様ようである。凜や沙弓にとっても、それは例外ではない。


　佐平は楽しそうに告げた。


「おぬしたちは『家名などは馬鹿馬鹿しいもの』だと思っていなかったか？　それゆえ後こう継けい者しやにはならぬと」


「ええ……」


「はい……」
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　まったくそうだったので、二人は認みとめた。


「わしと杜崎さんとて同じよ。おぬしらと違って公言はせぬし、それはそれで価か値ちがあると思っているので守ろうとしているがの。どちらも親しん戚せきの数が多いので、相そう応おうの義ぎ務むが生まれるのだ」


　竜一が後を引き継つぐ。


「とりわけ家名のおかげで、両家は対立しています。しかしこれは活力の浪ろう費ひにすぎません。そんなことをしている暇ひまがあったら、別のことに注げばよいのです。完全に和わ解かいしろとまではいかなくても、切せつ磋さ琢たく磨まくらいで留とどめるべきでしょう」


「わしも昔からそう思ってはいたのじゃが、一族の手前言い出しづらくての。杜崎さんが同じ考えだと知ったときは喜よろこんだものよ」


「密ひそかに話し合い、ゆっくりと対立を解消させることでまとまりました。ところが、双方の後継ぎが不ふ仲なかときている」


「これはいかんと思い、示しめし合わせて同じ日に、磯山屋敷へ送り込んだのじゃ。どちらの一族も、対立する家のものと同じ仕事だと知っとるから、驚いとるぞ。不安はおぬしたちが反目したまま仕事を放ほう棄きすることじゃったが」


　佐平が瓦が礫れきに目をやった。


「成功じゃな」


　竜一もうなずいた。


「これが不仲を正すきっかけになればなによりです」


「まったくですな」


　当主二人は、深い感かん慨がいにひたっているようであった。


「待ってください！」


　凜は叫んだ。


「それでは、私たちは一族の対立解消のために送られたのですか!?」


「そうじゃ。仲が悪くなるよりはましであろう」


「そ、そうかもしれませんが……私はこの女が好きではありません」


「ちょっと神城、私の台詞せりふを盗とらないで。お父さん、神城凜と仲良くなれなんて無む理りよ」


　竜一は娘の台詞を予想していたかのように答える。


「わたしの考えでは、この手の不仲は自然と解かい消しようされる。本心から憎にくみあってるとは思えない」


「でも私は……！」


「沙弓、お父さんはお前を信じているぞ」


　涼すずしい顔をした竜一に、沙弓は絶ぜつ句くする。


「凜も今のうちに学校生活を満まん喫きつするのじゃな。社会に出たら忙いそがしくなるぞ」


　祖そ父ふの言葉に、凜は急いで反はん論ろんした。


「しかし、そんな」


「今は構わん。もしかしたら、そのまま卒業まで続くかもしれん。じゃがな、凜」


　皺しわだらけの老人はにやりとした。


「お前が考えを変えないとも限かぎらない。なにしろ嫌きらいなはずの杜崎と協きよう力りよくしたのじゃからな。そうだろう？」


　凜はなにも言えなかった。神城と杜崎の当主は、勝かち誇ほこったように笑う。


　高校生二人には、それが物の怪よりもあくどく見えるのであった。




　番外編二　ホットスプリング










「焼やき尽つくせ、ザラマンダー！」


　宮みや間ま夕ゆう菜なの手から放はなたれた炎ほのおの妖よう精せいたちは、上空を一回転すると、逆さか落おとしに紙人形たちへ襲おそいかかった。魔ま法ほうによって生命力を与あたえられた呪じゆ符ふたちは、次の瞬しゆん間かん燃もえ上がった。


　風かぜ椿つばき玖く里り子こは、舌した打うちすると新たな紙し片へんを懐ふところから取りだした。


「成兵チエンビン！」


　複ふく雑ざつな文字の書かれた紙の束たばが、次々に人の形を取る。紙人形は半分が夕菜に、もう半分は神かみ城しろ凜りんに襲いかかった。


　紙人形の攻こう撃げきを、凜は小こ柄がらな身体からだをめいっぱい動かしてかわす。


「破はっ！」


　横一いち文もん字じに払はらった刃やいばが紙を切り裂さく。そこに夕菜のザラマンダーが降ふってくる。


　剣けん豪ごう少女はこれも全すべてかわした。


「しつこいですね！」


　凜が刀を振ふるいながら叫ぶ。


「凜さんが、和かず樹きさんに手を出そうとするからです！」


　夕菜が怒ど鳴なった。


「手を出そうなどと、考えたこともありません！」


「噓うそばっかり。凜さんが和樹さんをデートに誘さそおうとしてるって聞きました！」


　夕菜の手から小さく分ぶん裂れつした炎が、続けざまに放たれる。凜は日本刀を風ふう車しやのように回転させて払った。


「言いがかりです！　デ、デートなどと！」


「あら、あたしだって聞いたわよ。凜が和樹とデートだって」


　玖里子が紙片を空中に投げて言う。


「抜ぬけ駆がけされちゃたまらないから、あたしだってやって来たのよ」


「なにを言うのです！　私は、玖里子さんが式森を校こう舎しや裏うらで押し倒していると聞き、先を越こされてはならぬと……いや、不ふ純じゆんな行こう為いは止やめるよう説せつ得とくするつもりだったのです！」


　凜が剣けん先さきを足元に突つき刺さす。刀から発生した雷らい光こうが地面を走り、紙人形を感電させた。


「しかし式森はいませんでした！」


「隠かくしたのね」


「隠してません！　きっと夕菜さんが連れ去ったのです！」


「そんなことしてません！」


　夕菜が怒鳴る。


「夕菜さんならあり得ます！」


「妻つまなんですから、こそこそしません！」


「そこが不純なのです！」


　地面を蹴ける凜。夕菜の真っ正面に迫せまり、刀を振りかぶる。


　夕菜は炎の妖精を乱らん舞ぶさせて、動きを攪かく乱らんした。


「凜さん！　和樹さんを盗とらないで、返してください！」


「わけの分からぬことを！」


「じゃあどこにいるんです！」


「知りません！」


　鋼こう鉄てつの刃と炎の妖精が、再ふたたび激げき突とつしようとする。


「ちょっと待った。あたしも見てないわよ」


　玖里子が戦いを遮さえぎるように、口を挟はさんだ。


「もしかして和樹、いなかったの？」


　二人の動きがぴたりと止まった。


「そういえば……」


「言われて見ると……」


　夕菜はザラマンダーを出現させたまま、凜は刀を構かまえたまま周囲を見渡す。校舎の裏には、三人以外の姿すがたはなかった。


「夕菜ちゃん、ザラマンダーを帰して。凜も刀を戻もどして」


　玖里子は率そつ先せんして紙人形を消しよう滅めつさせた。二人もそれぞれ戦せん闘とう態たい勢せいを解とく。


「あたしも夕菜ちゃんがカリカリしてるから、つい戦っちゃったけど、和樹の姿を見てないのよねえ」


「でも、わたしは和樹さんが凜さんに狙ねらわれてるからって来たんですけど」


「その言葉は訂てい正せいしたい気分ですが……私は玖里子さんに襲われていると」


「あたしは夕菜ちゃんが服を脱ぬいで迫せまったって」


　一同の頭の上に、クエスチョンマークが浮うかんだ。


「……あのさ、和樹のこと、誰に聞いた？」


「紫し乃の先生に……」


「私も」


「あたしもよ」


　三人は顔を見合わせた。と、


「あら、どうなさったのです？」


　一いつ斉せいに振り返った。


　いつの間にか背はい後ごに、妙みよう齢れいの女性がたたずんでいた。養よう護ご教きよう諭ゆ紅あか尉い晴はる明あきの妹いもうと、紅尉紫乃である。


　さらさらと流れるような黒くろ髪かみに蔭かげのある顔立ち。たおやかで可か憐れんに感じられるが、その実重度の幽ゆう霊れいマニア、死体マニアである。幽霊だった和樹を振り回していたが、彼の灰はいが戻った後も葵学園に残っていた。


　紫乃はにっこりと笑った。


「みなさんお揃そろいですわね」


　夕菜が彼女の元に、つかつかと歩み寄った。


「……紫乃先生！」


　顔をくっつけんばかりに近寄る。


「どうしてこんなことをするんです！」


「こんなこと、とは」


「白しら々じらしいこと言わないでください！　和樹さんが凜さんに狙われてるなんて噓を」


「半分は事実ですわよ。神城さんは和樹君と二人で帰ろうとして、下げ駄た箱ばこで待っていましたから」


「……なんですって！」


　夕菜は凜を睨にらみつける。


「やっぱり狙って──」


「でも宮間さん、あなたも和樹君と二人だけで遊びに行こうとしてませんでした？　和樹君が誘さそわれたと言っていたような」


「夕菜さん！　やはりそのような破は廉れん恥ちなことを！」


　凜が顔を赤くしつつも反はん撃げきする。そこに紫乃が。


「玖里子さんも和樹君を押し倒す気でいましたわよ。生徒会室が空いてることを確かく認にんしてましたから」


「……なんてことを！」


　夕菜が跳とびすさった。右手を高く上げ、妖よう精せいを集めようとする。


「やっぱりお二人とも信用できません！」


　凜も距きよ離りを取り、再び戦闘態勢をとろうとする。


　慌あわてて玖里子がさえぎった。


「ちょっと待ったちょっと待った。そりゃあたしが狙っていたことも確かだけど……紫乃先生のことはどうなったのよ」


「そうでした。紫乃先生！　なんでこんなことをしたんです!?」


　紫乃はさらっと答えた。


「もちろん、その方が面おも白しろいからです」


「もう！　和樹さんはどうしちゃったんです」


「わたくしが教えてあげましたら、走って帰ってしまいました。みなさんのこと、避さけてるのかもしれませんね」


「あーっ、和樹さんひどーい！」


　夕菜は両手を振り回して騒ぎ出した。


「わたしのことを放っておいて帰るなんてー！」


　うっすらと涙なみだがにじんだりする。


「あたしも放っておかれたわよ」


「私も……一いち応おう……」


　玖里子と凜が呟つぶやく。紫乃はかすかに笑ったまま、


「宮間さんたちが戦っているのを見たら、誰でもそうなると思いますけど」


「変なこと言わないでください！　……でも、やっぱりそうなのかも……」


　気落ちしたようになる夕菜。


「なんで和樹さんはわたしのことを……」


「それは武ぶ闘とう派はですから」


「だから変なことを……！」


「でまもあ、確かに和樹は、あたしたちのこと避けてるわよね」


　玖里子が言った。


「魅み力りよくを感じないのかしら。こんなにいい女なのに」


　彼女は自分の胸むねを摑つかんで、ゆさゆさ揺ゆする。


「それは玖里子さんは胸も大きいですし、美人ですけど、わたしは可愛かわいくありませんから……」


「夕菜ちゃん、あんたそれ嫌いや味みにしか聞こえないわよ」


　と玖里子。なにしろ二学年ナンバーワンと称しようされた美少女である。最近は怪あやしいものの、ずば抜けた清せい純じゆん派はでもあったのだ。


「だって、わたしは玖里子さんみたいにスタイル良くありません。凜さんみたいに刀も使えません」


「私のは褒ほめ言葉なんですか」


　憮ぶ然ぜんとする凜。


「やっぱりお料理が得意とかじゃ駄目なのかしら。もっと可愛くないと……」


　珍めずらしく夕菜がしゅんとした。想そう像ぞうが悪い方へと転ころがり続けているらしい。


　玖里子はもう少し冷静である。


「和樹ってそこまで面食いだったかしら。やっぱり引く余よ裕ゆうを与あたえないまま押し続けるのが原げん因いんじゃない」


「そうでしょうか……。どうしたら和樹さんは振り向いてくれるのかしら」


「それは……って、知っていても夕菜ちゃんには教えないわよ」


「あ、ひどい」


「だって恋敵ライバルだもん。ね、凜」


「もちろん……待ってください、なんで私に」


　慌あわてて凜が否ひ定ていをする。


「あんたも気になってるんでしょ。和樹の気持ち」


「いや、私は……式森の不純な気持ちが消えて、いつになったら真人間になるのかということだけが気になるのでして」


「はいはい。でもまあ、あたしたちのアピールが、まだまだ足たりないってのも確かかも。和樹の目の中に入ってないのかもね」


「やっぱり可愛くないからかしら」


　と夕菜。


「私の場合は……家事ができないのが……」


　と凜。


「あたしは……なにか足りないところある？　この性せい格かく？」


　と玖里子。


　三人は、うーむと腕うで組ぐみをした。


　もちろん第三者から見れば、それぞれ差さ異いはあるものの、三人とも申し分のない女性である。これだけの美少女が揃そろって劣れつ等とう感かんに悩なやまされるというのは、自分たちのせいではなく、和樹が優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけなのだ。


　しかし全員、それには気づかない。彼女たちがまだまだ若わかい証しよう拠こでもある。


「あの、よろしいですか」


　黙だまって見ていた紫乃が、静かに言った。


「わたくし、皆様のお悩みを解かい決けつする方法を知っています」


　視線が紫乃に集中した。


　胡う散さん臭くさそうに、夕菜が訊きく。


「なんですかそれ」


「わたくし、趣しゆ味みは温おん泉せん巡めぐりなのですが」


「死体と幽霊集めじゃないんですか」


「ずっと死体と付き合っておりますと、どうしても心がすさんでまいります。なにしろ生き物ではありませんので、癒いやしと対たい極きよくなのです。それでここ半年ほどは温泉に入ることを楽しみにしているのですが、伊い豆ずの下田で面白い噂うわさを聞きました」


　彼女は声を潜ひそめた。自然と、女の子たちが耳を傾かたむける。


「伊豆半島の中央、あまり人の住んでいないところに、隠れた名めい湯とうがあるらしいのです。泉せん質しつは弱アルカリの単たん純じゆん泉せん。無む論ろん沸わかしかえしなどではなく、湯ゆ布ふ院いんに匹ひつ敵てきする質の高さだそうですが、それよりも」


　そこで一いつ拍ぱくおいた。


「ここに入ると、女が磨みがけるのだそうです」


「女？」


　三人が同じ疑問を口にする。


「温泉に、微び妙みようですが魔ま力りよくがあるのだそうです。その魔力は身体に活力を与え、顔やスタイルを美しく整えると聞きました。プチ整形みたいなものですわね。それだけではなく、精せい神しんにも作さ用ようしてカリスマ性が上がったり、家事裁さい縫ほうといった家庭的な技ぎ術じゆつも上がるのだそうです。しかも危き険けん性はゼロ。もちろんお肌はだはつるつる。髪かみもさらさら」


　凜が訊きいた。


「どうして温泉に魔力が？」


「江戸時代、この地を訪おとずれた修しゆ験げん者じやが、一いつ帯たいに魔力を注そそぎ込こんだのだそうです。それが年月を経へて、美び容ようの温泉に変質したみたいですわ」


「本当にあるのですか？」


「わたくしも行ってはおりませんので……。ですが、噂が流れているのは事実です。芸げい能のう人じんがお忍しのびで訪れることも多いとか。場所も聞いてきました。行かれますか？」


　紫乃の台詞せりふに、三人は一いち様ように複ふく雑ざつな顔をした。


「温泉に頼たよるって、なんだか和樹さんをだます気がします」


「己おのれのことなら、修行でも磨けます」


「そんなことしなくても、あたしは十分魅力的だし」


　口々に否定の声を上げる。


　紫乃は柔やわらかい表情のままだった。


「無む理りにとは申しませんわ。もし行く気があるのでしたら、わたくしにお知らせください。温泉旅館の場所を教えてさしあげます」


「行ったりしません」


　と夕菜は言った。


「温泉じゃなくて自分の力で、和樹さんに振り向いてもらいます。そんな安あん易いな手しゆ段だんに頼ったりはしませんから。そうですよね」


「はい」


「そうね」


　凜と玖里子もうなずいた。このときだけは、三人のライバル心がなくなり、ひとつの目標へと団だん結けつしているようであった。


　紫乃はそんな光こう景けいをずっと見てはいたが、なにも言わなかった。





　　　　○





　新しん幹かん線せんで三み島しままで行き、そこから伊い豆ず箱はこ根ね鉄てつ道どうに乗り換かえ、修しゆ善ぜん寺じに着くともう鉄道はない。あとは歩きかタクシーである。夕菜はタクシーを選せん択たくし、駅前から乗り込むと行き先を告げた。初老の運転手は、「あんなとこに旅りよ館かんはあったかねえ」と首をかしげたが、発進させてくれた。


　舗ほ装そうはされているが狭せまい山道をずっと走る。太陽は山やま陰かげに隠れ、あたりはどんどん暗くなった。


　やがて灯あかりが見えてくる。山の中ちゆう腹ふくに、一軒けんだけ旅館らしき建物があった。


　夕菜は運転手に料金を払はらうと、礼を言って下りた。


　あらためて旅館を眺ながめると、ずいぶんとひなびている。門はなく、すぐに正面玄げん関かんなのだが、色合いからしてかなり年ねん季きが入っている。はっきり言ってボロい。


　夕菜は引き戸を開けると、言った。


「すみません、宮間というものですが」


　返事はない。彼女は声を張り上げた。


「すみませーん」


「おやまあ、お客さんですか」


　突とつ然ぜん、天てん井じようから声が降ふってきた。


　なんと人間が逆さかさにぶら下がっていた。三十前後の女性が長い髪をたらし、にこにこしながらこっちを見ている。


　夕菜がぽかんとしてると、女性は天井から離はなれ、空中で回転すると、静かに着地をした。


「ようこそおいでくださいました。当旅館の女将おかみでございます」


　正せい座ざをして、ぺこりと頭を下げる。


「こんな山やま奥おくまでまあ、大変だったことでしょうなあ。お一人ですか」


「は、はい。予約とか、してないんですけど……」


「別に構かまいません。このようなうらぶれた旅館に来る人など滅めつ多たにおりませんので、どなたでもお泊とまりいただいてます」


　静しず岡おか弁べんに京きよう言こと葉ばが混ざったような、奇き妙みようなアクセントであった。


「一泊ぱくでよろしいですか」


「はい」


「ささ、どうぞこちらへ」


　女将は夕菜の荷物を持つと、先に立って歩きだした。


　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進む。棟むねがいくつかに分かれ、板張りの廊下で繫つながれているようだ。


「それにしても珍めずらしいですなあ。こんな日に三人もお客さんが」


「他にもお客さんがいらっしゃるんですか」


「へえ。滅めつ多たにないことですが」


「あの……こちらは温泉が有名だと聞いたんですけど」


「おやまあ。さっきのお客さんと同じことを」


「同じ？」


　襖ふすまで閉とじられた部屋に着いた。


「申し訳ありませんが、建物が古い上に従じゆう業ぎよう員いんの手が足りませんので、お部屋は相あい部べ屋やにさせてもらっています。同室の方も同じ年とし頃ごろの女性ですので」


「そうなんですか。でも同室の人って……」


　がらっと襖が開けられた。


　中を見て、夕菜は目を丸くした。


　そこにいたのは二人の女性。毎日見ている顔だ。どちらも苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしている。
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　玖里子と凜であった。


「いらっしゃい、夕菜ちゃん」


　玖里子が「こうなることは分かっていた」みたいな口く調ちようで言った。


「山ん中にようこそ」


　いつの間にか襖は閉じられ、女将は姿を消していた。


「どうして玖里子さんと凜さんがいるんです？」


　怒おこったように難なん詰きつする夕菜。


「それはあたしの台詞せりふよ。三十分ほど前に着いたら、凜がいるじゃない。びっくりしちゃったわ」


「わ、私は、修しゆ行ぎように適てき当とうな場所を探していたら、たまたまここに行き着いたのです」


　凜が顔を赤くして反はん論ろんする。


「やましいことはありません」


「じゃあ美容に効きく温泉が目あてってわけじゃないのね」


「も、もちろん……です」


　消え入りそうになりながら言っていた。


　夕菜は冷ひややかな顔つきになった。


「あー、ずるいんだ。凜さんはすぐそうやって、自分に言い訳をする」


「言い訳ではありません。その……事実……です」


「またそんな」


「じゃあ夕菜さんはどうなのです。どうしてこの旅館まで来たのですか。安あん易いな手段に頼たよったりはしないのではないのですか!?」


「そ、それは……」


　食ってかかる凜に、夕菜はついたじろぐ。


「式森の心を得るために温泉に入るとは、意外と俗ぞく物ぶつですね」


「なんですか俗物って。一いち応おう妻としてですね、身体からだを清めておくのは当然のことで、そのためのいい温泉を捜さがしていたら、ここに来たんです。そのついでに可愛かわいくなったって……」


「やはり言い訳ですか」


「凜さんだって同じです！」


　夕菜は激げつ昂こうして立ち上がった。


「一人だけ可愛くなろうなんて、そうはいきません！」


「わ、私がなぜそのようなことを！」


　凜も対たい抗こうして立ち上がる。低い背せ丈たけを精せい一いつ杯ぱい伸のばし、夕菜を睨にらみつけた。


「凜さんに和樹さんは渡せません！」


「式森の名前を安易に出さないでください！　いつ夕菜さんの所有物になったのです！」


「ずっと前からです！　小さいころに約束を……」


「重要なのは今です！　確か式森は忘わすれていたはずです」


「思い出したからいいんです！」


「よくありません！」


　二人とも怒ど気きを含ふくんだ視線を相手に投げつけ、まったくそらそうとしない。まるで溶よう接せつの火ひ花ばなが散ちっていそうな光こう景けいである。魔法攻こう撃げき寸すん前ぜんであった。


　そんな中、ただ一人局きよく外がいにいる玖里子は、夕菜と凜を無む視しして、自分の荷物を開けていた。


「……ちょっと玖里子さん。なにしてるんです？」


　夕菜が凜に悪意をぶつけるのを中止して、訊いた。


　玖里子は顔を上げずに答えた。


「風呂の準じゆん備び」


「そうですか……待ってください、お風呂って、温泉行く気ですか!?」


　慌あわてて身体ごと向き直る夕菜。


「そうよ」


「そうよじゃありません。勝手に行かないでください！」


「夕菜さんの言うとおりです。玖里子さんもよこしまな理由でここに来たわけではないはず……」


　凜も一緒になって声を荒あららげていた。二人並んで玖里子を責せめ立てる。


「もちろんそうよ。だから普通の温泉に入るんだってば。だけどたまたま場所を間違うのも考えられないことじゃないわよね」


「言い訳です！」


　夕菜と凜が合がつ唱しようした。


「そんなことはさせません！」


「見み逃のがすわけにはいきません！」


　玖里子は聞き流して廊ろう下かに出た。そこに二人が飛びかかった。


「なにするのよ！」


「問もん答どう無む用ようです！」


　押し倒して部屋に引き戻そうとする。驚いた玖里子が、じたばたと暴れた。


　武ぶ芸げいの達たつ人じん凜が相手では、背の高い玖里子でも分ぶが悪い。夕菜も積せつ極きよく的てきに加か勢せいしたので、瞬またたく間に押さえられた。


　それでもなんとか逃れようと、玖里子が叫さけぶ。


「ちょっと離してよ！　温泉入ることのどこが悪いの！」


「悪いのは温泉じゃなくて玖里子さんです！」


「変なこと言わないで！　きゃー、助けてー」


「大人しくしてください！」


「いやーっ、襲われるー！　レイプ魔まー！」


「大声出しても無む駄だです！」


　夕菜は玖里子の脚あしを抱かかえてずるずる引っ張った。と、


「おや……なにしてはるんです？」


　女将おかみが大きめのかごを抱え、不ふ思し議ぎそうに立っていた。


「見ての通り人里離れたところですから騒がれても結構ですが、廊下で暴あばれられるのは困こまりますなあ」


「え、えーとですね、ちょっと……遊んでいただけです」


　夕菜は無む理りに笑顔を作った。凜も冷ひや汗あせを流しながら言う。


「そうです。気晴らしと申しますか……修行です」


　二人して愛あい想そ笑いをする。解放された玖里子は服の乱みだれを直しながら、じと目で睨んだ。


　女将はあまり気にしなかったのか、かごを差し出した。


「浴衣ゆかたを持ってまいりました。よろしければお使いください。サイズもあってると思いますので」


「はい……ありがとうございます。あのっ」


　夕菜は戻ろうとした女将を呼び止めた。


「お風呂は、どちらになるんでしょう」


「露ろ天てん風ぶ呂ろでございますか？」


「はい。多分……」


「でしたらご案内いたします」


　夕菜たちは手て早ばやく浴衣に着替えると、女将の後に続いた。


　部屋のある棟むねを抜け、外に出る。渡り廊下になっているので、靴くつに履はき替かえる必要はない。


　外はすっかり暗くなり、虫の鳴き声がしていた。山の中なので多少冷ひえる。三人は寒さを防ふせごうと、襟えり元もとを押さえて背を丸めた。


　女将は、「女」とだけ書かれた暖簾のれんの前で立ち止まった。


「こちらでございます。終わるのは何時までとは決まっておりませんので、どうぞごゆっくり」


「分かりました。あの、それでですね、可愛くなれるっていう温泉は本当にここなんですか？」


「可愛く、ですか？」


　女将がこくんと首をかたむける。


「ええ。なんでも魔法の温泉がここにあるって聞いて、それで……それとも、ただの噂うわさですか」


「ははあ。あながち噂とも言い切れませんなあ」


「あながち……」


「修しゆ験げん者じやさん次し第だいですなあ。とりあえず、ここに入ってください」


「待ってください。次第って、あの」


　夕菜は声をかけたが、女将は一礼すると去ってしまった。


　三人はその場に取り残された。


「本当に、この温泉でよかったのかしら」


「分かりません。どうもあの女将さんには、なにやら秘ひ密みつの匂においがします」


「あたし、先に入る」


　暖簾をくぐろうとした玖里子の襟首を、夕菜と凜が同時に摑つかむ。


「抜ぬけ駆がけは許ゆるしません！」


　同時に叫ぶと、まるで犯はん人にん連行のように、左右から玖里子の両腕をしっかり捕まえ、並んで脱衣所へ入るのであった。





　露天風呂は石いし造づくりで、瓢ひよう簞たんのような形をしていた。石と石の隙すき間まは漆しつ喰くいで固められており、湯が漏もれるのを防ふせいでいる。


　繁しげみが目め隠かくしになっており、白はく熱ねつ灯とうがぼんやりと照てらすのみ。風に吹ふかれ、湯ゆ気げがときおり揺ゆれている。お湯は透とう明めいであり、アルカリ性のためか、触ふれるとわずかにぬるぬるした。


　夕菜と玖里子と凜は、ゆったりとお湯に浸つかった。


「ふう……。まあ、魔法はともかく、温泉はいい気持ちよね」


「まったくです」


　玖里子の台詞せりふに、凜は深く同意をした。


　彼女たちはそれぞれ、温泉の成分を身体からだに染しみこませようと、思い思いの体たい勢せいで湯ゆ船ぶねに沈しずんでいた。


　以下、やや長めの描写。


　玖里子は石いし壁かべに頭を載のせ、身体を浮うかせるように両手両足を投げ出していた。おしとやかとはほど遠いが、おかげでグラマラスな肢し体たいがはっきりと分かる。一年時に文化祭のミスコンで圧あつ勝しようし、街まちを歩けばモデルのスカウトが頻ひん繁ぱんに声をかけてくるというスタイルは健けん在ざいだ。仰あお向むけにもかかわらず、立りつ派ぱなバスト（この単語がぴったりくる）はつんと夜空を向き、まったく垂たれることがない。そこからウエスト、ヒップに至いたるラインもすべて無む駄だがなく、同性に感心と嫉しつ妬とを同時に抱いだかせる見み事ごとさ。染み一つない肌はだまでもが申し分ない。ときどき脚あしを上げたり下げたりしているので、きわどいところが見えそうになったりならなかったり。


　凜は湯船の底に座すわり、両足だけを伸のばしている。腕うでは自分の胸に回していて、まるで抱きかかえるようにしていた。おかげで確認しづらいが、それでも双ふたつのふくらみは認にん識しきできる。そもそも背が低いのでサイズは玖里子に劣おとるものの、胴どう着ぎの上からでもはっきりと分かるのだ。ましてなにも身につけるもののない湯の中。桜さくら色いろに染そまった双そう丘きゆうといただきは、ストイックな彼女に違った魅み力りよくを付ふ与よしていた。ついでながら彼女も引っ込むところは引っ込んでおり、日本人形のような顔立ちとは対たい照しよう的てきな身体をしている。おまけに雪国生まれかと思わせるほどの肌の白さだ。


「わあ……気持ちいい」


　遅れて入ってきたのは夕菜。脚をお湯につけ、ゆっくりと滑すべらすように全身を沈ませる。今はいつもの飾かざりを外し、豊ゆたかな髪かみが首くび筋すじから肩かたへと流れていた。


　夕菜は玖里子、凜の元へ近づくと、ふと気づいてその場で縮ちぢこまった。彼女は自分の身体に恥はずかしさを抱えている。玖里子と比くらべてしまうため、しばしば劣れつ等とう感かんを抱いだくのだ。


　しかし彼女は、決して貧ひん弱じやくではない。むしろ正せい統とう派は美び少しよう女じよとしての魅力を際きわだたせている。特に胸の形は完かん璧ぺきで、あらゆる裸ら婦ふ像ぞうを上回っていると表現しても過か言ごんではなかった。また、今は潰つぶれているものの、腰こしから臀でん部ぶも美しく、吸すいつくのではないかと思うほどの質しつ感かんを放っている。正統派に似に合あわぬエロティシズムであるが、そこがまたなんとも言えぬ魅み惑わくの園そのだ。ようするに、ヒロインとして文もん句くのつけようのない体つきなのだ。


　夕菜が小さくなったまま動かないので、玖里子が身体を起こした。


「どうしたの夕菜ちゃん。こっち来たら」


「いえ……わたしはここで」


　彼女は困こまったように笑う。


「こっち来なさいよ」


　玖里子は立ち上がった。見事な裸ら体たいが夜空に浮かび上がる。夕菜は顔を赤らめた。


「いいです」


「なに言ってんだか」


　彼女は夕菜の両りよう脇わきを摑み、ひょいと持ち上げた。双丘から水すい滴てきがしたたる。


「あらまあ立りつ派ぱな身体」


　玖里子の視線が全身を刺し激げきする。


「やめてください……」


「色っぽくていい感じよ。ね、凜」


　凜は恥はずかしくなったのかそっぽを向いていた。玖里子が夕菜のあちらこちらをまさぐる。


　くすぐったくなり、夕菜は身体をくねらせた。


「やめてくださいってば」


「こんだけの身体して、まだ可愛かわいくなろうってのも図ずう々ずうしい話ね」


「放っておいてください」


　再び湯船に身体を沈める。


「玖里子さんなんて、わたしよりずっとスタイルいいじゃないですか」


「ちょーっと形が気に入らないのよ」


　彼女は自分で自分の胸を摑つかんだ。


「あたしの魅力で和樹を悩のう殺さつするには、もっと磨みがきをかける必要があるわね」


「そんなことさせません！　和樹さんを身体で誘ゆう惑わくするなんて、いやらしい……」


「夕菜ちゃんも温泉に入ったくせに。自分ならいいわけ」


「わたしは和樹さんをですね、妻として色々と満まん足ぞくさせなければならないので、その……」


「じゃあ勝負よ、どっちが和樹を虜とりこにするような身体になるか」


「望のぞむところです！」


　二人はざんぶと、肩かたまで湯に浸つかった。


　ゆっくりと時間がすぎていく。


　二人とも体温が上がり、顔面が真っ赤になっていく。それでも引く気はない。我が慢まん大会のように、相手を睨にらみつけていたりする。


　遠くでフクロウが鳴いていた。


　女の子たちの外見に、目立った変化は現れなかった。


「なんにも起こんないわね」


「玖里子さん、退たい屈くつだったらあがってもいいですよ」


「誰が」


　再び無む言ごんの争いになる。


　凜がふちに足をかけ、温泉から出た。


「ギブアップですか、凜さん」


「いえ。本当にここが例の魔ま法ほう温おん泉せんなのか、確たしかめてきます」


「ここじゃないんですか？」


「どうも解げせません」


　脱だつ衣い所じよに消える。


　あまり間をおかず、戻もどってきた。


「そこにパネルがありました。ここの温泉の効こう能のうは肩こり、腰よう痛つう、神しん経けい痛つうだそうです。昭しよう和わ初期には湯とう治じに来る人も多かったとか」


「魔法と美び容ようはどーなのよ」


　玖里子が訊きく。


「書いてありません。関係ないみたいです」


「なんですかそれ」


　夕菜は泳およぎながら凜に近づいた。


「わざわざ山やま奥おくまで来たのに関係ないんですか」


「私に言われましても」


「これじゃただの温泉旅行です。気持ちいいですけど」


　彼女は湯船の中を泳ぎ回った。玖里子も疲つかれたような顔をしている。


　凜がまたあがった。


「では、私はお先に」


「んー」


　玖里子が手を振る。


　凜は濡ぬれた石で足を滑すべらさないよう、慎しん重ちように歩いた。


「凜」


　どうしてか、凜の肩がぴくんと動いた。


「……なんでしょう」


「そっち、脱衣所じゃないわよ」


「そうでしたか」


　愛あい想そ笑いをしている。


　玖里子の瞳ひとみは疑うたがいの色に染まっていた。


「着き替がえないで戻もどる気？　そっちになにかあるの？」


「た、ただ間違えただけです」


　玖里子は冷ややかな顔つきになり、じろじろ眺ながめた。


「ずいぶん変な間違え方じゃない？」


「そ、そうですか？」


「まさか魔法温泉の場所が分かって、そこまで行く道を発見したとかじゃないでしょうね」


「そんなこと……ありません」


「ふーん」


　玖里子も湯からでると、自分の手を凜の腕うでに絡からめた。


「夕菜ちゃん、ちょっと行ってくれる」


　夕菜は急いであがると、タオルで拭ふきながら確認に向かった。


　確認するのにたいして時間はかからなかった。


「ありました！　繁しげみの奥に小道があります。凜さんの浴衣ゆかたも」


「抜け駆けしようなんて、凜もかなりずるくなったわね」


「たまたま……偶ぐう然ぜん……です」


　夕菜はなおも繁みの奥を観かん察さつした。離れた場所に朽くちた標ひよう識しきがぽつんと立っている。かすれた文字で「魔法温泉」と書かれており、「コチラ」と矢や印じるしがしてあった。


「もっと山のほうみたいです。行ってみます」


「夕菜ちゃんも抜け駆け禁きん止し」


「早い者勝ちです」


「そうはいかないわよ」


　結局、また三人で向かうことになった。


　全員浴衣姿である。もちろんちゃんと着替えたかったのであるが、各々「部屋に戻っているうちに先を越されるかもしれない」との警けい戒かい心しんが働はたらき、こうなったのだ。


　サンダルで土を踏ふみしめる。極きよく端たんに寒さむくないのがありがたかった。


　先頭は玖里子だった。暗くら闇やみの中、脱衣所から持ち出した非ひ常じよう用懐かい中ちゆう電でん灯とうで照てらしながら進む。


「あったわ、あれよ」


　前方にボロボロになった、脱衣所らしき小こ屋やがあった。


「あたし、一番乗り」


「玖里子さん、そんなのずるいです！」


「そうです、ここは公平にチャンスを与えるべきで……」


「じゃあ公平に駆かけっこよ。スタート！」


　玖里子がダッシュをした。慌あわてて夕菜と凜も走り出す。


　団だん子ごのようになって小屋に入ろうとする。すると、


　いきなり雷らい鳴めいが轟とどろいた。


　頭上を黒雲が覆おおい、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。三人は浴衣を飛ばされないよう、必死で襟えり元もとを押さえた。


　轟ごう音おんがし、震しん動どうがあたりを揺ゆるがす。木や岩が音を立てる。


　やがてそれらが収おさまる。風はなくなり、黒雲は綺き麗れいさっぱり消えていた。


　そして小屋の前には、巨きよ漢かんの男が立ちふさがっていた。


　兜と巾きんをかぶり、薄うす汚よごれた袈け裟さをまとって金こん剛ごう杖じようを握にぎりしめている。首からは法ほ螺ら貝がいがぶら下がっていた。


　絵に描かいたような修しゆ験げん者じやであった。


　夕菜は恐る恐る訊いた。


「あのー、どちらさまでしょうか」


（わしは見ての通り、一いつ介かいの山やま伏ぶしじゃ）


　修験者は口を動かさず、直ちよく接せつ脳のう内ないに語りかけてきた。


（数百年ほど、この地におる。まだ江え戸どの城が火事で焼ける前のことじゃ。わしは修行のためこの地におもむいた。ここで険けわしく厳きびしい自然と向かい合い、長く己おのれを磨こうと、魔力を大地に放出したのじゃ。爾じ来らい、肉体を失いつつも魂たましいとなって修行を続けているわけじゃ）


　してみると、この男が女将の言う「修験者さん」らしい。


（この地になにをしに参まいった）


「あの、わたしたちは温泉に入りにきたんですけど……」


（温泉とな）


「はい。ここに浸つかると可愛くなるって聞いて」


（……修行のためではないのか）


「はい。そういうの、そんなに興きよう味みないんです」


　素す直なおに返答して、夕菜は頭を下げた。


　修験者の表情は変わらなかったが、なんだかがっかりしたようであった。


（まったく……最近のものはそんな理由でどこにでも行くのじゃな）


「すみません」


（まあよい。じゃが、ここを通すわけには参らんぞ）


「……なんでです」


（近ちか頃ごろ訪おとずれるものもなく、すっかり退たい屈くつしておったのじゃ。暇ひま潰つぶしの相手をしてもらおう）


　じゃらりと金かな具ぐが鳴り、金剛杖が前に突き出された。


「……修行しないんですか？　厳きびしい環かん境きようの中で自分を研けん鑽さんするとか」


（何百年もここにいれば修行形けい態たいも変へん質しつする）


「なんか屁へ理り屈くつっぽいです」


（ごちゃごちゃとうるさい女じゃ。なにも難むずかしいことをしようというわけではない。わしから出された課か題だいを、おぬしたちが解といていけばいい）


「なんですかそれ」


（常じよう識しき的てきな問いかけばかりじゃ。解決すれば、あとはどうしようと自由。ほれ、どうする）


　あまり悩なやむ余よ地ちはなかった。とにかく修験者がどいてくれないと、温泉に入れないのだ。


「分かりました」


「やろうじゃない」


「ええ」


　女の子三人は、それぞれうなずいた。


（よかろう）


　山伏は金剛杖を下ろすと、こほんと咳せき払ばらいをした。


（課題は三人に出される。三人のうち二人が正解すればよい。つまり、一人は失敗してもいいことになる）


「分かりました」


　夕菜は首しゆ肯こうした。この件では対立していた三人だったが、ここは協力するしかない。


（では最初の課題じゃ。五問出すからすべてに正解せよ。まず誰が代表して答えるか決めい）


「じゃああたしがやるわ」


　玖里子が一歩進み出た。


（ではいくぞ。第一問目。魔法使用においてもっとも注意しなければならないのは、次のうちどれか。


　１．残り回数。


　２．肺はい活かつ量りよう。


　３．やさしさ）


「……は？」


　玖里子はぽかんとした。


（は、ではない。ほれ、答えんか）


　疑うたぐり深くなる玖里子。


「……ひっかけか、からかってんの？」


　修験者は大おお真ま面じ目めだった。


「質問は繰くり返さんぞ。答えんか」


「一番の残り回数じゃない」


（……正解じゃ）


　夕菜が後ろで、「やったあ、玖里子さん」と喜よろこぶ。肝かん心じんの玖里子はなんだか拍ひよう子し抜ぬけした顔をしていた。


（なかなかやるな。では第二問。火か力りよく発はつ電でん所しよは主になにを燃もやして発電をしているか。


　１．重油・ＬＮＧ。


　２．札さつ束たば。


　３．口に出せないなにか）


「……なによこれ。一番」


（まだまだ。第三問。信号の色のうち、赤はどんな意味か。


　１．止まれ。


　２．叫さけべ。


　３．倒せ）


「一」


（第四問。ポール・マッカートニーはなにを所しよ持じしていたため成なり田た空くう港こうで拘こう束そくされたか。


　１．大たい麻ま。


　２．タイタニックにぶつかった氷山。


　３．オノ・ヨーコ）


「一」


　玖里子は馬ば鹿か馬鹿しくなったか、耳の後ろをかきながら答える。修験者は何な故ぜかポーズをつけながら、問題を繰くり出していった。


（最後の質問じゃ。これに答えられたらおぬしの勝ち）


「どーぞ」


（いくぞ、第五問。パンルヴェ方ほう程てい式しきの基き礎そ理り論ろんを十秒以内に述のべよ）


「……は!?」


　玖里子が驚きよう愕がくした。修験者は、やはり大真面目である。


（質問は繰り返さん）


「そうじゃなくて、それ高こう等とう数すう学がくじゃない！　選せん択たく式しきじゃなくなっているし、十秒でなに言えっていうのよ！」


　修験者は聞く耳を持っていない。口の中で「ちっちっちっちっ」とタイムカウントなんぞをしている。


「ちょっと無理だって、ねえ！」


（ちっちっちっちっ）


「ねえってば！」


（ちっちっち……ブー）


　金こん剛ごう杖じようがどんと突つかれた。


（時間切れじゃ。おぬしの負け）


「ずるいわよ！」


（負け犬の遠とお吠ぼえはみっともないぞ）


　修験者はにやにや笑って、玖里子を下がらせる。


　彼女は「初めっから正解させる気なんかなかったってことね」と、自分の油ゆ断だんと屈くつ辱じよくに腹はらをたてながら、夕菜の後ろに戻った。


　次は凜の番である。


　小こ柄がらな少女の右手に握にぎられているものを見て、修験者の眉まゆがかすかに上下した。


（ほほう、おぬし刃は物ものを使いよるか）


「多少」


（ならばこちらも刃物で対たい抗こうせねばなるまい。先ほどのような設せつ問もんではなく、この問いは勝負に変えよう）


「結けつ構こうです」


（では！）


　修験者が金剛杖を大きく振った。


　土つち埃ぼこりが舞まい上がり、地面からなにやら現あらわれる。


　銀色の巨きよ大だいなトレー。そこにはあらゆる種類の肉、野菜、魚が積つまれている。どれも採とれたて新しん鮮せんと書いてあるかのような色つや。果くだ物ものまであった。


　修験者がもう一度振る。なんと今度は、ぴかぴかのシステムキッチンが出現した。流しのシンクは一体式で、電気コンロが四つもついている代しろ物ものだ。


　そして金剛杖が笛ふえのような音色を奏かなでた。すると地面が割われて、大きな獣けものが姿すがたを見せた。


　虎とらであった。図ず鑑かんでしかお目にかかれない、ベンガルタイガーだ。しなやかな胴どうに、ときおり覗のぞかせる太い爪つめ。人間を丸飲みできそうな大きな口。牙きばも生えそろっている。


　虎はごごご……と唸うなり声を上げた。


（これは料理勝負じゃ）


　凜が狼ろう狽ばいした。


「待った、刀を使う勝負ではないのですか!?」


（刃物を使うと言ったであろう。刃物とはすなわち包ほう丁ちよう）


　修験者はすでに柳やなぎ刃ば包丁を握っていた。


（おたがい制限時間内に料理を作る。完成品をそこの食通の虎に食べさせ、虎が満まん足ぞくしたら勝ちじゃ。よいか、満足させねばならんぞ。失敗して手足が食われても責せき任にんは持てぬのでな）


　修験者が笑った。


「ぐ……」


　凜の額ひたいに汗あせが浮かぶ。


　後ろで見ている夕菜と玖里子も焦あせった。凜は家事の才さい能のうが絶ぜつ望ぼう的てきなくらい存そん在ざいしない。特に料理は最悪なのだ。


「あたしが負けたからあとがないんだけど、凜に料理勝負って」


「これじゃ敗はい北ぼく確実です……」


　おろおろしてもどうにもならない。


（いくぞ……はじめ！）


　二人は料理に取りかかった。


　修験者は手早く材料を選えらぶと、これまたかなりのスピードで皮かわをむきはじめた。しかも肉の下ごしらえ、魚を三枚まいにおろすことまでおこなう手て際ぎわのよさ。


「あの動き、慣なれてるわ」


　玖里子がうめいた。


「凜の方はどう？」


「……お鍋なべから煙けむりが上がっているところです」


　夕菜が絶望的な声を上げた。


　凜は早くも鍋を火にかけていた。それはいいのだが、手当たり次し第だいにぶち込んだ食材から、見たこともない色の煙が上がっているのである。例によって肉はあちこちに散さん乱らんし、魚はずたずたにされて前ぜん衛えい芸げい術じゆつに作り替かえられている。


　修験者は一品完成させた。焼き魚に薄うすい牛肉が添そえられ、軽くソースがかけられている。あえて魚と肉を混こん在ざいさせるミスマッチを狙ねらったのだろう。量が少ないのは、これがただの手始めで、満まん腹ぷくさせないためだ。


　凜の料理も一つ完成した。骨ほねと皮しかない魚が皿に突つき刺ささり、生の豚ぶた肉にくが片かた栗くり粉こで固定されて鎌かま首くびをもたげている。添え物のジャガイモは黒こげになって、瓦が礫れきのように散乱していた。ミスマッチではなくただのミスだ。満腹どころではない。


　山やま伏ぶし姿すがたの男は、同時に二品作り始めた。


「どうした小こ娘むすめ。わしについて来られぬか」


　猛もうスピード、かつ正確に食材を刻きざむ。


「くっ、負けません！」


　剣豪少女もまた、包丁で刻んでいく。ただし食材ではなくまな板のみを粉ふん砕さいしていた。


　修験者が松まつ茸たけの蒸むしものを仕上げた。凜は虫の入ったなにかを完成させる。さらに修験者は刺さし身み。凜は刺身のような魚の死し骸がい。片方が神戸牛の和風ステーキなら、もう片方はせめて牛であってほしい炭たん化か物ぶつ。


　創そう作さく料理と地じ獄ごく料理が次々に作られていった。


（……そこまで！）


　どこかでどーんと銅ど鑼らが鳴った。


　修験者の料理は、和食をベースにしたコース料理であった。目を引くのは魚で、稲いな取とりあたりで水みず揚あげされた鯛たいが丸蒸にされていた。栗くりのご飯はん、椀わんものまでちゃんとある。見ているだけで食欲をそそる。キッチンも片かたづけられているところがにくい。


　一方の凜はもはやベースとかいう問題ではなく、どこの工事現場だか分からない有あり様さまであった。すべてが不ぶ気き味みに変色している。メイン料理らしきものは土鍋に入っているが、食材の影かげも形も見あたらず、異い臭しゆうを放はなつ泡あわを吹ふきだしていた。糊のり状じようにべったりとしているのが恐らくご飯で、椀は割れている。見ていると気が遠くなる。おまけにキッチンは半はん壊かいしていた。


（では、わしが最初じゃ）


　料理が並べられた。


　虎は鼻をくんくん動かすと、順番通りにかぶりついていく。人間の料理を食べるだけあって食くい散ちらかしたりはせず、綺き麗れいに平らげていった。


　やがて虎は、すべての料理を腹に収め、満足げに喉のどを鳴らした。


（うまかったか。可愛い奴やつじゃ）


「次は私です」


　料理らしきものが並べられる。


　食べようとした虎は、凝ぎよう視ししたまま動かなくなった。


「玖里子さん、あの虎、冷ひや汗あせかいてません？」


　夕菜が小声で言う。


「今にも泣きそうな顔をしてるわね」


「後ずさりしているような気も……」




[image: ]


　虎は助けを求めるように、きょろきょろと左右を見回す。もちろん救いの手はない。


　食べるしかないことに気づいたか、虎は絶ぜつ望ぼう的な唸うなり声を上げて、かぶりついた。


　一口……二口……。


　不意に、虎がひっくり返った。


（おっ、どうした！）


　虎は仰あお向むけになり、手足を痙けい攣れんさせていた。髭ひげはだらんと垂たれ、瞳ひとみは見る見るうちに生気を失っていく。


（こ……これは）


「凜の勝ちね！」


　出し抜けに玖里子が叫んだ。


「あまりのむごさ……じゃない、すばらしさに言葉を失ったんだわ。凜の勝利は明らかよ」


　修験者は「ちょっと待て」と叫んだ。


（転てん倒とうして泡を吹いておるぞ!?）


「それだけおいしかったのよ。凜の作り上げた地獄絵え図ず……じゃなかった美食世界に、虎は意い識しき不ふ明めい……じゃなくて服ふく従じゆうのポーズで応えたの！」


（そうかあ？）


「そうよ！　なんならあんたも食べてみる？」


（いや……わしは……）


「あたしだってごめんよ。そういうこと」


　修験者は大変複ふく雑ざつそうな顔をしていた。凜も凜でなんとも言えない表情。


　玖里子はさらに「本当にこのすばらしさを知ってるのは虎だけだけど、どうせ口がきけないから、客きやつ観かん判はん断だんで凜の勝ち」と強ごう引いんな論法を展てん開かいし、無む理り矢や理り納なつ得とくさせた。


　なんだかんだで勝者は凜。これで一勝一敗である。


　最後は夕菜の番であった。


（演えん技ぎの設せつ問もんといこう）


　修験者はキッチンを消し去って、告げた。


（わしは芝しば居いが好きでな。修行前はよく小屋まで観みに行ったものじゃ）


「構いませんけど、なにをするんです？」


（設問というより、演技力を試ためすようなものじゃな。これじゃ）


　金こん剛ごう杖じようが振ふられる。ぼぼんと煙けむりが立ちこめ、一辺が二メートルほどの木箱が登場した。


　箱はドールハウスのように背景が作られており、中に人形が二体置かれていた。


（この人形は、あらかじめ教えられた動きをするように作られておる。ただし言葉を発せられないので、おぬしが台だい本ほんを読みながら声の役を演ずるということじゃ）


「アニメのアフレコみたいですね」


（そのようなものじゃ。やるか？　おぬしが勝てば、わしはここをどこう）


「もちろんです」


　夕菜は即そく答とうした。


（では人形に名前をつけよ。その方が気持ちも込めやすいであろう）


「和樹さんと夕菜にしてください」


（その人物を頭に思い浮うかべよ……そうじゃ）


　人形がそれぞれ、和樹と夕菜に変身した。漫まん画が風ふうにされているものの、特とく徴ちようをよくとらえている。


（これが台本じゃ。登場人物は今直した）


　薄うすい本が手て渡わたされる。


（わしが和樹とやらじゃ。声を思い浮かべよ……こんなものか）


　修験者が喉のどを押さえ、二言三言発声をする。すぐに和樹とそっくりになった。


（ではゆくぞ。ぶっつけ本番でやってもらう）


「どうぞ」


　夕菜は台本を広げる。


「……はじめ！」


　人形が動き出した。


　箱の中を街まちに見立て、あっちをうろうろ、こっちをうろうろしている。ときおりすれ違った。


（やあ夕菜）


　和樹人形が片手を上げた。


「和樹さん、遅おそいですよ。どこに行ってたんです？」


（愛あい人じんのところ）


　いきなり夕菜人形が和樹人形を張はり倒たおした。


（待て待て待て！）


　修験者が両手を振る。


（なんじゃ今のは。台詞せりふが違ちがう上に、人形が勝手な動きをしたぞ!?）


　夕菜はむっとしていた。背はい後ごでは玖里子が「夕菜ちゃんの嫉しつ妬とって、あんなところにも影えい響きようするのね」と呟つぶやいていた。


　修験者は首をかしげながら人形を元に戻す。


（仕し切きり直なおしじゃ。いくぞ）


　人形が再び動きはじめる。


（やだなあ夕菜。愛人といっても、そんな変な関係じゃないよ）


「そうなんですか。安心しました」


（ただデートしてただけだよ）


　今度は夕菜人形がキックをした。和樹人形は、回転しながら箱から飛び出した。


（だから待たんか！）


　修験者が台本を振り回した。


（ちゃんと読め！　どうして違う話になるのじゃ！　本来ならここでおぬしは失しつ格かくなんじゃぞ！　人形もおかしくなってるから許ゆるしているが）


　夕菜はなにも言わない。ただその表情はかなり険けわしいものになっていた。


　また人形が元に戻される。和樹人形の足は骨こつ折せつしたみたいにぶらぶらしていた。


（誤ご解かいだよ夕菜。そんな怖こわい顔をしないで）


「誤解なんですか。そうですよね、和樹さんは酷ひどいことする人じゃないって信じてます」


（そうだよ。愛人の一人や二人、なんでもないよね）


「……ぐ……」


　ぶわっと夕菜の髪かみが膨ふくれあがる。山伏姿が釘くぎをさす。


（余計なことをしたら、今度こそ負けにするぞ）


　彼女は引きつった笑みを浮かべた。


「……わ、わたしは心が広いですから、どんなことをしても許ゆるします」


（ありがとう。実は愛人も一人や二人じゃなくて、十人以上いるんだ）


「なっ……そ、そうなんですか。和樹さんが女の子に人気があって、嬉うれしい……です」


（だからこれからまたデートしてくるね）


「い……い……いってらっしゃい……」


　台本を持つ夕菜の手は真っ白になっている。肩は怒いかり、殺さつ気きがオーラのように漂ただよっていた。


「泊とまって……きても……いい……です……よ……」


（もちろんお泊まりさ。朝食も彼女が作ってくれるんだって、楽しみだなあ）


「たっ、たっ、たくさん……食べて……」


（わーい。浮うわ気きは楽しいなあ）


「そうです……男の人の……浮気は……普ふ通つう……普通……です……から……」


（もう二、三人、愛人を作ろう）


「そんなこと……言わずに……十人……くらい」


（浮気ばんざーい）


「浮気……ばん……うがー!!」


　夕菜は台本を放ほうり投げた。修験者がにやりと笑い、


（くくく。台詞を間違えおったな。おぬしの負けじゃ……む？）


　夕菜は聞いていなかった。勝負なんか関係あるかとばかりに目は吊つり上がり、口こう蓋がいからはちろちろと舌したが覗のぞいている。その腕うでには粒りゆう子し状の妖精たちが集合し、光の渦うずを形成しつつあった。


「たとえ人形でも……愛人を作るなんて……！」


　修験者が落ち着かせようと両手を広げた。


（こら待たんか。おぬしは負けたのじゃぞ）


　渦は凝ぎよう縮しゆくされて巨きよ大だい化した。夕菜の全身から同時に殺意もあふれ出す。玖里子と凜は惨さん劇げきを予よ想そうして伏ふせている。


（待て待て、なにする気じゃ。あれは台本じゃ台本！　負けたから暴あばれるのは反はん則そくじゃぞ！）


　夕菜は大きく振りかぶった。


「この、浮気ものーっ!!」


　凶きよう暴ぼう化かした妖精たちが、一直線に修験者に突とつ進しんした。


　爆ばく発はつ音おんは、伊豆半島の中央部に轟とどろいた。


　何な故ぜか和樹人形も、夕菜人形によってボコボコにされていた。





　玖里子が恐おそる恐る頭を上げた。


　修験者はいなくなっていた。夜空に飛ばされお星様になったらしい。周囲の草木もほとんど吹き飛ばされ、丸まる裸はだかになっている。


「邪じや魔ま者ものは消えたわね」


「邪魔じゃないものまで消えました」


　凜が答える。


「よし、なら魔法温泉はいただくわよ！」


　起きあがって駆け出す玖里子。凜も慌あわてて後に続く。まだ怒りさめやらぬ夕菜を残し、二人は温泉へと駆けた。


「凜、あたしが先よ！」


「そうはいきません！」


　もつれるようにして、倒とう壊かいした脱だつ衣い所じよを抜ぬけた。石いし畳だたみになっている洗あらい場をすぎ、湯ゆ船ぶねへ。


「もらった！……へ？」


「は？」


　玖里子と凜は、茫ぼう然ぜんと立ちつくした。


　そこにはお湯もなにもない、ただへこんだ地面が口を開けていた。





　　　　○





　葵あおい学がく園えん。保ほ健けん室しつ。


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきは、自分の机つくえの上にあるものをしげしげと眺ながめた。


　かたわらの妹いもうとに訊きく。


「誰かの土産みやげか？」


　紫乃は「ちょっと違います」と答えた。


「贈おくり物ですわ。知り合いからいただきました」


　紅尉は箱に詰つめられた温泉饅まん頭じゆうをもう一度見つめた。


「世話でもしたのかね」


「伊豆で温泉旅館を経けい営えいされている方からです。ところがそこの温泉に修験者の霊れいが出て、困こまっているのだと相談されました。現げん在ざい利用している温泉が枯かれそうで、新しい敷しき地ちを購こう入にゆうしてボーリングをはじめるつもりなのですが、霊に立たち退のき料りようを払はらっても、なんだかんだでごねて出ていかないのです。お客さんにも嫌いやがらせをして人にん気きはなくなるし、ほとほと困ったと」


「解かい決けつしたのか」


「ええ。お手伝いをさせていただきました。直ちよく接せつではないのですが」


　かすかに笑う紫乃。


　扉とびらが開いて、式森和樹が入ってきた。定例の魔ま力りよく検けん査さである。


　彼は紫乃を見つけると、ひるんだようになった。


「あら和樹君。そう怖こわがらないで、こちらにいらしたら」


　パイプ椅い子すをすすめる。


　和樹は「はあ」と言って座すわった。


「お食べになります？　いただきものです」


　温泉饅頭を箱ごと渡す。


「どうも……。いいんですか、僕が食べて」


「もちろん。和樹君には十分食べる権けん利りがありますわ」


　紫乃はそう告つげると、にこりとした。




　番外編三　シスター・シスター










　妹は姉が大好きだった。もちろん、今でも。


　神かみ代よの姉は明るく活かつ動どう的てきで、たくさんの魅み力りよくに溢あふれていた。常つねに自分よりも輝かがやき、本当にまぶしかった。勉強もスポーツも、もちろん魔ま法ほうも自分より優すぐれていて、かなうと思ったことは一度もない。それでも嫌きらいになったことはまったくなかった。


　なにしろ同級生たちに「わたし、すっごいお姉ちゃんがいるんだよ」と自じ慢まんして回っていたくらいなのだ。それは一歳さい上にすぎなかった姉にも照てれくさかったらしく、「恥はずかしいから止やめて」と言われてしまった。もちろん神代はすぐに止めた。それほど姉が好きだった。


　姉も小さいときは少年と間ま違ちがえられるような顔つきで、二人並ならんでいるときに「兄と妹」だと思われたことがある。それも小学校低学年までの話で、姉はどんどん女らしくなり、中学に上がるころには美少女と呼よんでもおかしくないほどになっていた。それでも元げん気き印じるしだけは変わることがなくて、そんな姉が誇ほこらしかった。


　でも姉は、男の子の間ではそれほどもてはやされていない。ときどき「隠かくれたアイドル」として噂うわさされることがあるものの、人の嫌いやがる仕事をいとわない行動が逆ぎやくに働くのか、あまり注目されなかった。


　神代はそんな男子に怒おこっている。いまどきゴミ当番を進んで引き受ける生徒が、どこの学校にいるのだろう。率そつ先せんして教室の掃そう除じをし、廊ろう下かまで清きよめてしまう生徒がどこにいるのだろう。校内に落ちている紙くずをさりげなく拾ひろうことは、誰にでもできることではない。


　だから彼女は、雑ざつ誌しやブラウン管の向こうのアイドルグループに熱を上げてばかりで、姉に注目もしない男子たちには腹はらが立つばかりだった。中学時、密ひそかに開かい催さいされた人気投票で、姉が上位五位にも入っていないと知ったときは、「馬ば鹿かばっかり！」と叫さけんでいた。中学生のやることだからお遊びレベルで、突とつ発ぱつ企き画かくにすぎないと分かっていたのだけれど、そう思わずにはいられなかった。怒おこる彼女を逆に姉が慰なぐさめた。


　もっとも姉がアイドルやお姫ひめ様さまのように扱あつかわれたら、それはそれで心こころ穏おだやかではなかっただろう。秘ひめられた宝たから物もののような存そん在ざいでもあったのだから、複ふく雑ざつな気分になるに決まっている。だから、姉に男友達ができるだけでもむかむかした気分になった。まして彼氏ができたとなれば大変で、今にも灯とう油ゆとライターを持って男の自じ宅たくに侵しん入にゆうしてきます、という騒ぎとなる。幸い姉には浮ういた噂がほとんどなくて、放ほう火かは未み遂すいどころか想そう像ぞうですんだ。地ち域いきのみなさんと消しよう防ぼう署しよにとっても、これは幸運なことであった。


　神代に言わせると、「お姉ちゃんはあんなに可愛かわいいんだから、いつか彼ができるのはしょうがない。でも変な男が持ってくのだけは絶対嫌いや」となる。この基き準じゆんは相当高くて、聞いた母親が「ここから選びなさい」と世界中の富ふ豪ごうが載のっている経けい済ざい雑誌を与あたえたほどだった。


　本当は基準の高さもどうでもいいことで、最さい低てい限げん彼氏のことを確かく認にんしたいのである。それこそ面めん接せつでもして、姉にふさわしいかどうか見み極きわめたい。その場で駄だ目め出しになる可か能のう性せいが高いが、それも仕方がない。姉に変な虫をつけるわけにはいかないのだ。


　他人が聞いたら笑うかもしれない。そんなことくらい神代にも分かっている。だが彼女にとって、姉──山やま瀬せ千ち早はやという女性は、それほど大切な存在なのだった。





「お姉ちゃん」


　珍めずらしいことに、その日の朝は神代が声をかけても、千早はなかなか返事をしなかった。


「お姉ちゃん？」


「……ん、あ……。なに、神代」


　朝食の席で、千早は箸はしを持ったまま顔を上げた。


　神代はしげしげと姉を眺ながめた。普段の姉は明るい。それもお笑い芸げい人にんのような、なにかを捨すて去さったような破は天てん荒こうさではなく、自然な明るさなのである。神様はこの肉親に、「明めい朗ろうと健けん康こう」という素す晴ばらしい二つのものを与えたのだ。


　それが今日だけは、いつもの快かい活かつさが感じられなかった。表情に力がない。まるでどこかに大切なものを置き忘れてきたような後こう悔かい感が、ずっとまとわりついていた。


「どうしたの、ぼーっとして。昨日から変だよ」


「そう……かな」


「風か邪ぜ？」


「違うよ。ぼんやりしてただけ」


　千早は笑顔を作った。神代にはそれが、ぎこちないものに感じられた。


「それより早く食べなさい。遅ち刻こくするよ」


「遅おくれないよ」


　神代の食器には、ご飯もおかずもあまりない。ほとんど食べ終わっていた。


「お姉ちゃんこそ早く食べてよ。同じ学校なのに遅れちゃうよ」


「あ……そうね」


　千早は急いで箸を動かした。


　神代は椅い子すから立つと、自分のご飯茶碗とお椀を重かさね、流し台へ運んだ。


「洗い物、わたしがやっておくよ」


「それあたしの仕事。神代は着き替がえて」


「お姉ちゃんは食べるのが先だよ」


　山瀬家は両親が共とも働ばたらきで、しかも子こ供どもたちより早く家を出る。そのため朝食は姉妹だけで取る。千早はいつも「洗い物は姉の仕事」とばかりに片づけてしまうのだ。


　神代がお湯ゆを流していると、本当に食べ終わった千早がやってきて、スポンジを取り上げた。


「あたしがやるから、神代は部屋行って」


「遅刻したらどうするの」


「しないから」


　神代は渋しぶ々しぶ、二階の自室へ戻った。


　千早とは隣となり合わせの洋室である。窓まどを開けて外気を入れた。


　窓の外に、背の低い、同じような家が並んでいる。このあたりは東京と比くらべて地ち価かが安い。両親が引っ越しを決意したのも、仕事の都つ合ごうと同時に、マイホームの購こう入にゆうを狙ねらっていたからだった。


　時じ間かん割わりを眺めつつ、鞄かばんの中に教科書とノートを詰つめる。それからハンガーに掛かかった制せい服ふくを下ろし、携けい帯たい電でん話わの充電池バツテリーをチェックする。


　部屋の扉がノックされた。


「まだ？　早くしないと行っちゃうよ」


　神代は慌あわてた。


「えっ、もう着替えたの？」


「うん」


「お姉ちゃん待って、すぐ行くから」


「先行ってるね」


「待ってよー！」


　急いで部屋着を脱ぬいでブラウスを羽は織おる。リボンタイを歯はでくわえ、ボタンをはめる。混乱したせいか、スカートを踏ふんづけてしまった。


　山瀬姉し妹まいはいつも一いつ緒しよに家を出る。留る守すにしがちな両親が、姉にそうするよう言っているのだ。千早は小学校のころから言いつけを守り、ほとんど欠かかしたことはない。姉好きな妹としても、この習しゆう慣かんはなくしたくなかった。唯ゆい一いつ、千早が葵あおい学がく園えんに通っているときだけはどうにもならず、神代はせめて、遠くにいても起きる時間を合わせようと努力したものだった。


　鞄を摑つかんで階段を駆かけ下おりる。ちらりと台所を見たら、茶碗類はきちんと洗あらわれてかごに入れられていた。


　家の外では千早がちゃんと待っていた。


　神代はほっとした。やっぱり姉はそこにいる。


　いつものように、二人並んで歩き出した。


　千早は静せい修しゆう学がく園えんの二年生、神代は一年生である。姉妹揃そろって同じ学校というはあまり聞かないが、もちろん狙った。なにしろ引っ越さなかったら葵学園を受じゆ験けんするつもりだったのだ。


　神代は引っ越してよかったと思っている。全ぜん寮りよう制せいではないので、家からずっと一緒にいられる。自分が中学生、姉が高校生だったころは、それはそれは寂さびしい思いをし続けた。だから今は幸せであった。


　これが世に言う「シスコン」なのかどうか、神代には判はん別べつがつかない。妹が姉を好きになるのは普ふ通つうなのかどうか。そもそもこの和わ製せい英えい語ご（かそれ以外のなにか）の定てい義ぎはなんなのか、よく知らないのだ。


　もっとも千早も神代のことを「好き」と言う。「お姉ちゃんは神代のことが大好きだよ」と言ってくれる。買い物にも一緒に行くし、服の貸し借りはしょっちゅうだ。姉として妹に過か剰じようなほど接せつしてくれる。千早の「好き」は神代の「好き」とは微び妙みように違ちがうが、それでも相そう愛あいであった。


　好きと言っても恋れん愛あい感かん情じようが伴ともなっているわけではない。いわゆる「惚ほれた」とは明らかに違う。姉を抱だきしめてどうこうしたいという気持ちはないのだ。そんなことは想そう像ぞうもつかない。いやもちろん、ふざけて抱きつくことはよくあるけれど。


　だからただの姉妹愛だと思っている。「ただ」と言い切るにはあまりにも感情的で、一方的なものだけれど、とにかくそうだ。それ以上でも以下でもない。そっち系けいに想像力のたくましい男子なんかは余よ計けいなイベントを考えるだろうけど、もっと純じゆん粋すいで精せい神しん的てきなものだ。


　結局、両親の評ひようする「神代と千早は仲がいいねえ」というのが正解なのだろうし、最大限の賛さん辞じだった。


　とにかく今の神代は、興きよう味みと愛あい情じようの大半を千早に注そそいでいた。快かい活かつな姉を見るのは楽しくて、自分も幸せな気分になった。


　ところが。


　今朝だけは様子が違った。


「お姉ちゃん、またぼさっとしてる」


　神代は黙だまったままの姉に言った。


「……あ。ご、ごめん。なんて言ったの」


「なにも言ってない」


「そうなんだ……ごめんね」




[image: ]


　どうしたのか、千早はしきりと謝あやまった。


　朝食の後片づけのあたりでは、いつものお姉ちゃんなのかなと思っていたが、やはり違っていた。一緒に学校に行ってくれるものの、ずっと無む言ごんの行だ。普ふ段だんなら、忘れ物はないかとかあれしなさいとか道を間違えるなとか走って転ぶなとか、小学生に言うようなことまで口にする。


「もう……昨日からずっとこんな感じ。石川さんと東京行ってきたんでしょ」


　石川さんとは、千早の友人石川映えい子このことだ。


「うん……」


「なにかあったの？」


「なにもないよ」


　呟つぶやく千早。


　変だなあ、と神代は思った。いつもの姉なら遊びに行くと、どこでなにがあったか必ず話してくれる。そして「こんどは一緒に行こうね」と言ってくれるのだ。


「どこ行ってたんだっけ」


「渋しぶ谷や」


「なにしたの」


「買い物付き合って、ご飯はん食べてきた」


「それだけ？」


「そうだよ」


　顔を向けないで答えているので、追つい及きゆうしたくなった。


「お姉ちゃん、今月ずっとカレンダー見てたじゃない。昨日のことでしょ」


「違……う」


「本当？」


「本当」


「じゃあ、いつ？」


「…………」


　言いよどむ千早。


「もう、お姉ちゃんらしくない。はっきりしてよ」


「……なんでもいいじゃない」


「わたし、よくない」


「あたしはいいの」


「よくないよ。なにかあったの？　教えてよ」


「なにもないったら」


　千早は明らかに話を終わらせようとしていた。


　だけど神代には納なつ得とくがいかない。姉がここまで暗くなるなんて滅めつ多たにないことだ。どういう理由なのか、知りたかった。自分に教えて欲ほしかった。そしてそれが悩なやみによるものだったら、助けになりたかった。


　しかし千早はかたくなであった。


「普通に遊んだだけ。それだけだから」


「本当は違うんでしょ」


「違わない」


「だからなにかあったの」


「なにもなかったの」


「いつもお姉ちゃん、どこでどんなことしたか教えてくれるじゃん。どうして今日だけなんにもなくて、ずっと暗いまんまなの。らしくないよ。なにがあったか教えてくれたって──」


「あたし、先行くから」


　千早が駆けだした。耳こそ塞ふさがなかったが、妹の台詞せりふを避さけていた。


「お姉ちゃん！」


　神代の叫びは届とどかなかった。届いても振り向かなかっただろう。千早の姿はすぐに人ひと混ごみへと消えていった。
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　神代は休み時間中に千早に会おうとしたが果たせず、放ほう課か後ごを待つことになった。


　登校こそ姉妹一いつ緒しよだが、下校まではそうもいかない。授じゆ業ぎよう開始は同どう一いつ時じ刻こくでも、終しゆう了りようには差があるものだ。


　とはいえ、神代は極きよく力りよく一緒に帰ろうとしている。一年生と二年生の違いもあって、確かく率りつは四対六ほど。帰れる方が四。


　今回もまた、出目は帰れない側に微笑ほほえんだようで、どこを捜さがしても姉の姿すがたはなかった。朝にあんなことがあったから、避けているのかもしれない。余よ計けいに神代は気になった。


　散さん々ざん捜し回ったあげく、帰宅の鐘かねが何度もなったので、神代も帰るしかなくなった。どうせ家に帰れば会える。とはいえ千早はかたくなだろうし、両親のいる前で言い合いはしたくない。部屋に鍵かぎを掛かけられたらおしまいだから、明日の朝を待つしかないようだ。


　もやもやしたものを抱かかえながら、校門を出た。


　素そっ気けない、ガードレールで区く切ぎられた道路を歩く。清修学園の生徒の数は少なかった。


　姉はこのコースが好きではないらしい。つまらないからだという。「葵学園の銀杏いちよう並なみ木きの方がずっと好き。風ふ情ぜいがあって素す敵てきだよ」と言っていた。神代は見たことがなかったが、今歩いている道がつまらないことは同感だった。


　気づくと、前方を進む清修学園生と二人きりになっていた。


　小こ柄がらで、どことなくがさつな態たい度どに見覚えがあった。


「石川さん！」


　声に応じて振り向いたのは、清修の二年生、石川映子であった。


「あれ……神代ちゃんだっけ」


「はい。山瀬千早の妹です」


「そっか。一緒に帰る？」


「はい」


　神代は映子と並んだ。


　山瀬家と石川家はそれなりに近所である。どちらも清修学園まで電車を使う必要はなく、雨が降ふったらバスを利用するが、普段は歩きの距きよ離りだ。


「石川さん、お姉ちゃんと一緒じゃないんですか」


「ううん。千早とは別。わたし部活があったから」


「そうですか……」


「神代ちゃんこそ一緒に帰ればよかったのに」


「そうなんですけど……」


　映子の台詞せりふにちょっと怯ひるむ。帰りたくとも帰れないのだ。事情を知らないのだから悪意はないのだろうけど、かなり容よう赦しやがない。


　少し無む言ごんの時間帯が続いた。


「あの、訊きいてもいいですか」


「なあに」


「授業中、お姉ちゃんおかしくありませんでした？」


「おかしく……え？」


　突とつ然ぜんのことに、映子は驚おどろいているようであった。神代は続ける。


「お姉ちゃん、朝からずっとぼんやりしてたんです。なんか抜ぬけ殻がらみたいになっちゃって。ちょっと心配になって」


「そうねえ。授業中はいつもと変わらなかったと思うけど……。言われてみれば元気なかったみたい」


「やっぱり……。昨日、東京から帰ってきてからずっとなんです。石川さんも一緒だったんですよね。なにか知りませんか？」


「うーむ」


　中年男のような唸うなり声を発し、映子は腕を組んだ。眉まゆ根ねの皺しわが、またオヤジっぽい。


　散さん々ざん悩なやんだ末、彼女は言った。


「よく分からないなあ」


「でもでも、お姉ちゃんが暗くなったのは確たしかなんです。石川さん、ずっと一緒にいたんですよね。なにがあったか教えてください」


「だって、すぐ別れちゃったから」


「……え？」


　神代はぽかんとした。


　映子は「知らなかったの」という顔をしていた。


「わたし、最初の買い物だけ千早と一緒で、あとは別行動だったよ」


「そ、そうなんですか……」


「電話がかかってきちゃって、千早に無む理り言って別れてもらったの。合流したの、帰りの電車だった」


　神代の頭の中は、一時的だが真っ白になっていた。てっきり映子と、一日中遊んでいたと思っていたのである。


「お姉ちゃん、どこに行ったんですか？」


「さあ？　また買い物でもしてたのかな。お店の腕うで時ど計けいを気にしてたけど」


　姉が腕時計に興きよう味みがあるだなんて初はつ耳みみだ。買ってどうするつもりだったんだろう。


「そういえば、帰りの電車でも暗かったなあ。千早って明るいから、いつもはそんなことないよね。びっくりしちゃったよ」


「そうですよね。いつもは……」


　神代は言おうとした台詞を飲み込んだ。


　まざまざと脳のう裏りに浮かぶ、ある出来事が急速に、頭の中で回転していた。


「どしたの神代ちゃん」


　神代はぱっと頭を下げた。


「すみません、ありがとうございました。わたし、先に帰りますから」


　返事も聞かずに走り出す。


　後ろで映子が呆あきれているのが分かった。気にしてはいられない。それよりも重要なことがある。


　いつも明るい姉が、ただ一度だけ、暗く落ち込んだときがあった。それを思い出したのだ。





　珍めずらしいことに、家の車しや庫こには、母親が使っている車が置いてあった。早めに帰ってきたらしい。


「ただいま！」


　玄げん関かんで乱らん暴ぼうに靴くつを脱ぬぎ、リビングに向かう。


「お母さん、お姉ちゃんは!?」


　母親は背せ中なかを向けてテレビを見ていた。


「まだ帰ってないわよ。電話があって、買い物してくるって言ってたわ」


　それでよかった。神代は二階へ上がった。


　自分の部屋ではなく、千早の部屋に入る。鍵はかかっていない。


　姉は黙だまって入っても怒おこらない。勝手に物を持っていくとさすがに苦く情じようを言うが、それも「早く返しなさいね」くらいだ。今は無む断だん持ち出しをするつもりはない。目当てのものがあるかどうかだ。


　入ると必ず目につく物がある。いつもは見ないようにしていて、姉にも聞かないようにしている物だ。


　室内はフローリングで、赤とピンクでまとめられていた。壁かべ際ぎわの机つくえに目をやる。


「あった……」


　机の端に、フォトスタンドが二つ、立ててあった。どちらにも男の子が写うつっている。


　一方の写真は、千早と男の子が並んで写っている。二人とも葵学園の制服を着ているから、一年生の時だろう。背景で文化祭だと分かる。とても明るくて楽しそうだ。特に姉は、滅めつ多たにしないＶサインをしていた。


　もう片方は、京きよう都との公園をバックに、男の子が一人で写っていた。目線がカメラに向いてなくて、まるで盗ぬすみ撮どりのように見える。これは修しゆう学がく旅りよ行こうのはず。


　そう、修学旅行だ。京都から帰ってきた夜、千早はなにも言わずに自室へ直行した。その日はご飯も食べずに夜を明かし、翌よく朝あさは目を真っ赤に腫はらしていた。その姿があまりに痛いた々いたしくて、神代はなにも質問できなかった。


　なにがあったのかは想そう像ぞうするしかない。ただその晩、姉の部屋からはすすり泣きが聞こえてきた。


　神代は写真の男の子を、じっと見つめた。


「お姉ちゃん、まだ……」


　ふと、壁にかかっているカレンダーに注意がいった。


　昨日のところに蛍けい光こうペンで丸がしてある。何度も何度も、はっきり記しるしてある。その下にはまぎれもない姉の字で、メモがしてあった。


『式しき森もり君の誕たん生じよう日び』
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　次の日から神代は、姉を追及することを止めた。千早は相変わらず元気がなく、ぼんやりが抜けていない。


　あの日以来、神代は何度か姉の部屋に行った。むろん留る守すの時を狙ねらってだ。男の子の写真は、ずっと立てかけてあった。


　地味な顔の男だと思う。格かつ好こういいとか悪いとかではなく、あまり特とく徴ちようがない。笑顔がまぶしいわけでもなく、かといって暗くもない。ただ優やさしそうな印いん象しようだけはあった。


　どうしてこんな男に姉が心惹ひかれたのか。ちょっと理り解かいできない。しかしまあ、男女間の問題だから、人じん知ちを超こえたなにかに左右されることもあるだろう。重要なのは、姉は破は局きよくを迎むかえたということだ。


　神代はそこを確かめたかった。修学旅行はいまさらしょうがないとして、「式森君」の誕生日になにがあったのか。映子と出かけたはずの姉はなにをしたのか、しようとしたのか。


　解かい答とうは、意外と早くやってきた。


　その日の夕方、かかってきた電話は姉宛あてだった。神代は自じ宅たくのリビングでそれを受けた。


　電話の相手は女じよ性せいだが素そっ気けなく、最初に名乗ると「千早さんいらっしゃいますか」と言った。


　神代も知っている人だった。


「杜もり崎さきさん、わたし、妹です」


（ああ、神代ちゃん。久ひさしぶり）


　かけてきた人物は、千早の中学時代の同級生、杜崎沙さ弓ゆみだった。姉とは仲がよく、自じ宅たくにも何度か遊びに来ている。背が高くて格かつ好こう良かった。


（千早、いないかな）


「留る守すにしてます。携けい帯たい電でん話わにかけてもらえれば」


（電でん源げん切ってるみたい。悪いけれど、伝でん言ごん頼たのまれてもらえる？）


「はい。どうぞ」


　神代は電話機の横に置きっぱなしになっているボールペンを取った。


（プレゼントは渡わたした、って）


「プレゼントは渡した……。これだけでいいんですか？」


（いい）


「分かりました……。杜崎さん、この前の日曜、お姉ちゃんと会ったんですか？」


（少しだけ会った）


「お姉ちゃん、なにをしてたか知ってますか？」


　沙弓の返事が止まった。


「あれからお姉ちゃん、凄すごく暗いんです。ずっと落ち込んでるみたいで……。なにか知ってたら……」


（なにもないわけじゃないけど）


　受話器の向こうの声は、慎しん重ちようだった。


（時間しか解決できない問題だから。神代ちゃんはそばにいてあげるだけでいい）


「でもあんなお姉ちゃん見てるのが辛つらいんです。教えてください」


（思い出させたら駄だ目め。千早、色々背せ負おってしまうから）


「でも！」


（切るね）


　神代がなおも言おうとした瞬しゆん間かん、電話は切れた。通話口からは無む慈じ悲ひなツー音だけが流れていた。


　彼女は受話器を戻もどした。


　今の電話で分かってしまった。確かく証しようが欲ほしかったので質問したが、想像は正しかったのだ。あの日曜日、姉がどこでなにをしていたのか。どうしてあんなに落ち込んでしまったのか。


　誕生日のプレゼントだ。


　千早は「式森君」にプレゼントをあげに行ったのだ。


　初めからあげるつもりだったのかどうかは分からない。たまたま映子の買い物と重なったのかもしれない。だが姉はカレンダーに印をつけるほど気にしていて、実じつ際さいに渡しに行ったということだ。


　だけど失敗した。聞かなくても分かる。


　肝かん心じんなところで手渡せなかった。姉は悄しよう然ぜんと帰宅して、プレゼントは沙弓が渡すことになった。


　いくじがないとか、引きずりすぎとかは言いたくはない。これが自分の友達なら、神代もそんな励はげまし方をしたかもしれない。しかし姉の痛々しい姿を見るたびに、そんな考えはなくなってしまうのだ。


　姉が落ち込むのはこれで二度目だ。どちらにも同じ男が絡からんでいる。


　無む性しように「式森君」とやらが憎にくらしくなってきた。


　沙弓はああ言っていたが、神代はもっと知りたかった。「式森君」はそんなに立りつ派ぱなのか、どうして千早をふったのか、わたしの大好きなお姉ちゃんをふったのか。


　確かめるつもりだった。


　神代は携帯電話を操そう作さした。中学時代は東京にいた。そのころの友人数人とは、まだ連れん絡らくを取っている。その中に、葵学園に進学した娘こがいるのだ。


　画面に数字が並び、呼び出し音が鳴り出す。耳に当てた。


　すでに、東京まで行く気になっていた。
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　土曜日に友達と待ち合わせをした。沙さ也や佳かと浩ひろ子こ。どっちも中学からの友人で、魔ま法ほう成せい績せきも優ゆう秀しゆうだったから、揃そろって葵学園に進級した。


　駅前のファミリーレストランで二人と会う。山瀬家が引っ越しする以前にはなかった店で、神代をこの街を離れて久ひさしいという気分にさせた。


　最初は当たり障さわりのない会話をした。近況報ほう告こくは頻ひん繁ぱんにしてるものの、やはり直ちよく接せつ会うとそういう話になる。


　沙也佳と浩子は口を揃そろえて「葵学園はレベルが高いから、ついていくのが大変」と語った。中学時代は優ゆう秀しゆうだった二人であるが、簡かん単たんにはいい点取れないらしい。今の成績は中くらいだそうだ。


　こうして話していると、神代も「わたしが入っても大変だったんだろうな。そもそも合ごう格かくできたのかな」という気分になる。そして受験をくぐり抜けた姉は、やっぱり凄すごかったんだと思えてくる。


「でも神代、清修学園もレベル高いじゃない。大変でしょ」


　沙也佳の言葉に、


「大変なのは受験だけ。うち、大学の付ふ属ぞくだから結けつ構こう楽なんだ」


　そう言って神代は笑った。


　コーヒーのおかわりを店員に頼む。二人の顔を見た。


「あのさ……。訊ききたいんだけど」


「なによ、声小さくしちゃって」


　浩子がにやにやする。


「葵学園の男の子のことなんだけど」


「男の子？　おっ、色いろ気けづいたね、神代」


　浩子は楽しそうだった。沙也佳も嬉うれしそうに口を挟はさむ。


「ウチの男子を狙ねらうとはやるな。神代は可愛かわいいからなー。告こく白はくすれば、男の子は絶対オーケーするよ」


「そんなんじゃないの。式森さんって男子だけど、二年生にいる？」


「式森？」


　浩子は首をかしげた。沙也佳もきょとんとしている。


「式森……下の名前は分からないんだけど、葵学園の二年生にいると思うんだ」


「知らないなあ」


　沙也佳が難しい顔をしたままコーヒーをすすった。本当に知らないらしい。


「その人がどうかしたの」


「ちょっとね。どうしても知りたいのよ」


「なんかクラブやってない？　生せい徒と会かいとか」


「分かんない」


「んー」


　沙也佳がうなる。


「じゃあ分かんない。Ａ組からＧ組まであるんだよ。どこにも二十人くらい男の子いるんだもん。覚えてないよ」


「でもどこにいるか知りたいのよ。名めい簿ぼとかない？　全校生徒の」


「あったかな……」


　不ふ意いに浩子が口を挟はさんだ。


「あっ、式森さんって、Ｂ組じゃない？」


　沙也佳が訊き返す。


「Ｂ組って、二年Ｂ組？　あの変なクラス？」


「そうそう。スポーツ大会で味み方かたに、早く負けろとか憎にくたらしいとか大騒さわぎしてたじゃん。式森って名前の人が代表だったよ」


「あー、そういえばそうかも」


　二人とも納なつ得とくしあっていた。「変なクラス」というのが引っかかるが、どうやらそこにいるらしい。


　神代は浩子に質問した。


「二年Ｂ組でいいの？」


「うん。確か式森和かず樹きって名前だったと思う。Ｂ組って宮みや間まさんがいるから目立つんだ」


「誰それ」


　また知らない名前だった。今度は沙也佳もうなずいていた。


「宮間夕ゆう菜なさんって女の先せん輩ぱい。すっごい可愛かわいい人だよ。男子がみんな狙ねらってるの。勉べん強きようはできるし家庭的だし、二年生ナンバーワンのアイドルだって」


　浩子が沙也佳に訊いた。


「そういえば式森さんって、たまに宮間さんと一緒にいるところ見るけれど、つきあってたっけ？」


「つきあってないんじゃない？　釣つり合あってないし、式森って人、気が弱そうじゃん。宮間さんちょっと怒おこりっぽいところがあるっていうから」


　神代には分からない会話だったが、内ない容ようが気になった。


「浩子、式森って人は女の子に人にん気きあるの？」


「ないよ。そんな噂うわさ聞いたことない。でも生徒会の風かぜ椿つばき先輩が気に入ってたかな……。風椿先輩って人はね、本当は生徒会じゃないんだけど一番偉えらくて、それに美人でスタイル良くて実家がお金持ちで──」


　また女子生徒の名前が出てきて、神代は戸と惑まどった。


「人気ないんじゃなかったっけ」


「でも風椿先輩がエッチなことしようとしてたって」


　沙也佳が突然喋しやべりだした。


「あー、そういえば、凜りんも会ってるって聞いたなあ」


　浩子がびっくりしたように、


「Ａ組の凜が？　全ぜん然ぜん似に合あわないよ」


「ウチの部員が見たって言ってた」


　神代はなんとか二人から聞き出し、凜というのが神かみ城しろ凜という名の一年女子で、沙也佳と同じ生物部だと知った。話を聞く限かぎりストイックで、とても男と縁えんがあるタイプには見えないらしい。


「なんでそんな娘こまで？　なんかたくさん女性の名前が出てきたけど」


　浩子が首を振る。


「でもほら噂だし誰も信じてないと思うよ。あ、そういえば転校してきたちっちゃい女の子の話も……」


「ま、また……」


　神代は目を白黒させた。なんでこんなに女のことばかり出てくるんだ。


　見たことのない、式森和樹への怒りがさらに増ぞう幅ふくされた。人気がないとか言われているが、本当は女たらしなのかもしれない。なにしろまともな噂が一つもない。


　考えてみれば当然だ。なにしろ姉の千早をふっている。そんな男がいい性格のはずはない。


「ねえ、沙也佳に浩子」


　神代は言った。


「ここはおごるから、わたしに協力して」


　二人は同時に「なにをするの？」と言った。


「式森って人の住んでる場所とか、友達とか、性格とか、全部調べて教えて欲しいんだ。なるべく早く」


「場所は寮りようだからすぐに分かると思うけど、友達なんて……」


　渋しぶる沙也佳。


「どうしても知りたいの。お願い」


　神代は頭を下げた。


「じゃあ凜に聞けばいいかな。でもどうしてそんなことすんのよ」


「お姉ちゃんに関係してることなの」


「千早さんだっけ。なんか大事なことなの？」


「うん。凄すごく」


　沙也佳は深しん刻こくに受け止めていなかった。苦く笑しようして、


「またマジになる。神代は相変わらずお姉ちゃんっ子だね」


　そんな台詞に、神代はなにも答えなかった。ただ、和樹がどんな人物かということだけを想そう像ぞうしていた。
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　それから数日、神代は友人たちと連れん絡らくをとり続けた。


　話を聞くたびに、怒いかりは増ましていった。和樹は地味であまり取とり柄えのない男らしく、なんで姉をふったのかが分からない。そこが腹はら立だたしかった。


　もう一度二人と会ったとき、彼女たちは教えてくれたものだ。


「式森って人さ、なんだか女の子に縁があるみたい」


　そう言う沙也佳も「信じられない」みたいな表情をしていた。


「凜に聞くと動どう揺ようするんだ。『どうしてそんなことを』とか『だれがいったい』とか。実じつ際さいつきあってるかどうか分かんないけど、凜みたいな女の子まで気にしてるなんて、ちょっとショック」


「風椿先輩はねー。狙ってるってはっきり言ってるみたいだよ」


　浩子もそんな発言をした。


「どうしてかは知らないけど、前は『式森和樹をもらう』って言ってたみたい。最近はそうでもないらしいんだけど、なんだか女の子っぽくなっちゃったって」


「宮間さんって人は？」


「宮間さんもそう。仲いいみたいだよ。ときどきね、奥おくさんみたいに世話を焼やくんだって。だから二年Ｂ組の男子は面おも白しろくないみたい。宮間さんが式森さんに怒おこることもあるみたいだけど……」


　神代の怒りのゲージが上がった。式森ってのは、同級生の女の子に奥さんみたいなことをさせているのか。しかも色んな女の子と関係を持ちながら。


「それさあ、三またかけてるんじゃない？」


「分かんないけど、そうかも」


　浩子が話を続ける。


「あとね、女の子三人が式森さんと一緒にいるとこを、見た人もいるって」


「ちょっと待って。それってなに？」


「なんかね……うーん、もう本当に曖あい昧まいな噂うわさなんだけど、一緒に住むみたいだって」


「ど、どういうこと!?」


「同どう棲せい……なのかなあ。でも三人ともなんて変だよねえ」


　なおも浩子は喋っていたが、もう神代の耳にはなにも入ってなかった。


　この式森って男はそんな奴やつだったのか。たくさんの女の子に手を出すだけじゃなくて、同棲までするなんて。信じられない。本当に高校生か。こんな男に、お姉ちゃんは本当に惹ひかれていたのだろうか。


　二人と別れてから、神代の心中にはとんでもなく複雑な感情が渦うず巻まいていた。


　どうしようか。そればかり考えていた。


　直接姉に確かめたかった。式森和樹のことをどう思っているのか。


　式森和樹になにかをしたい。姉が失しつ恋れんした相手に何かをしてやりたい。だけど方法が思いつかない。どうすればいいんだろう。


　それに姉にも訊ききたい。式森和樹のことを、本当はどう思っていたのか。今はどう思っているのか。どうしたいのか。それもどうやろう。


　いらいらとともに、時間は経けい過かしていった。


　その日の夜、神代はリビングでテレビを見ていた。


　両親はいなかった。会社の仕事が追おい込こみらしい。同じ会社に勤つとめているものだから、しばしば忙いそがしい時期が重なる。


　千早もリビングにいた。山瀬家では家族揃ってテレビを見る習慣がある。それが家族内の繫つながりを深めることに一ひと役やく買っていた。姉し妹まい仲なかがこじれることがないのも、このためだ。


　しかし今日は、神代と千早は離れて座っていた。いつもなら隣同士になるのに、千早が隅すみにあるソファに腰を下ろしたのだ。そして話もせず、ただ虚うつろな様であった。


　テレビから流れているのはアイドルタレントを主人公にしたドラマだった。社しや会かい派は風のストーリーで、お決まりの恋愛だけではなく、権けん力りよく闘とう争そうや組そ織しき間の軋あつ轢れきも描えがかれていた。


　神代はコマーシャルまで待った。不自然にならないよう、自分なりに気を遣つかった。


「お姉ちゃん」


「ん……なに？」


　いかにも疲つかれていそうな声。


「先週だけど、杜崎さんから電話があったよ」


「ふーん……」


「お姉ちゃんのとこにかけようとしたけど、電波が届かなかったって」


「そう……」


　上の空だった。神代は唇くちびるを舌したで湿しめらせた。


「わたし、彼氏ができた」


「えっ!?」


　千早がぱっと振ふり向いた。


「……よ、良かったわね」


「……噓」


　むすっとして、神代は言った。


「わたしの杜崎さんの話、聞いてなかったでしょ。なのになんで彼氏のことで驚くの」


「だって突然だったから……」


「彼ができたらおかしい？」


「おかしくないけど……」


「お姉ちゃん彼氏は？」


「いないよ」


　千早は顔を背そむけた。


　神代はゆっくりと立ち上がり、姉の隣に座った。


「じゃあ、どんな人が好みのタイプ」


「なんでそんなこと聞くの」


「いいじゃん。教えて」


「別にない」


　視線を合わせようとしない。離れようとするそぶりすらうかがえた。


「告こく白はくされたことあったっけ」


「そりゃあるわよ」


「お姉ちゃん結けつ構こうもてるもんね。つきあわなかったの」


「うん」


「なんで」


「いいじゃない。性格があわなかったの」


「だったら好きな人ができたことは？」


　千早の台詞が止まった。


　どう答えようか思し案あんしている風であった。神代にはその葛かつ藤とうが、手に取るように分かった。


「……あるよ」


　ここからが肝かん心じんだった。神代は少ない演技力を総そう動どう員いんして、いつもの声せい質しつで質問するようにした。


「どんな人だった？」


「普通の人。同級生だった……かな」


「格かつ好こういい？」


「そういうのじゃない。あたし格好いい人とか苦手なの。劣れつ等とう感かん持っちゃうでしょ。あたしが可愛くないから、釣り合わない」


　千早がはかにむ。


　そんなことない、と神代は心の中で叫さけんだ。千早はよく「あたし、自分のことが好きじゃないんだ」と言う。そのたびに妹は否ひ定ていした。お姉ちゃんは世界で一番素す敵てきです。


「目立たない人だったよ」


「頭がいいとかそんな人だった？　運うん動どう神しん経けい抜ばつ群ぐんとか」


　千早は妹をたしなめた。


「だからそういうのじゃないって。勉強は……できないんじゃないかな。スポーツも得とく意いだって聞かない」


「取り柄えないじゃん」


「うん。他の子だったら、好きになる前に気づかないかもしれない。でも……なんだろう、すごくぴったりきた」


　神代は口を尖とがらせた。


「それ、よく分かんない」


「分かんない？　男の子を好きになるのは、頭がいいとか格好いいとかじゃないよ。そういう人に憧あこがれはするけど、やっぱり別。絶ぜつ対たい外見じゃない」


「だったらどうだったの」


「初めて見たとき、制せい服ふく作るときだったんだけどね、店ですれ違ったの。一いつ瞬しゆん目があっただけで、名前も分からなかったけど、頭に残ったの。ついお店の人に『さっきの男の子、葵学園ですか』って訊いたら、そうって言われて」


　千早の頰ほおはうっすらと赤くなっていた。お姉ちゃんが楽しそうにしているの久しぶりだなと、神代は思った。


「そのときはなんでもなかったんだけど、入学式で見たときに、顔とかがね、心の中にすっと入ってきた。心しん臓ぞうがばくって動いて、ほーっとして、血けつ圧あつ低くて倒たおれちゃったんだけど、保健室でもなぜかドキドキしっぱなし」


「ふーん。一ひと目め惚ぼれなんだ」


「うん……そうだと思う。葵学園に入ってからはね、クラスは違ったんだけど、結構見かけたよ。あ、違うかな。あたしだけが見かける。用もないのにその人のクラスの前を通ったりね。ロッカーの名前をずっと眺ながめていたり……そんなことばっかり」


「なんか変な人だよお姉ちゃん」


「変だったよ。自分でも、『あたしおかしい』って思ってた。それにね、自分でも好きかどうか自信がないのよ。だから『本当にこの男の子が好きかどうか確かめたいから、こんなことしてるんだ』って言い訳して。それで文化祭の劇げきを一緒にやることになってね、あたしとその人が係になったの。もう嬉しくて、遅おそくまで台本の打ち合わせとかしてた」


「でもさ、ウチ、引っ越ししたじゃん。別れちゃったわけでしょ、その人と」


「そうね。文化祭のころは、この人のことが好きなんだなあって分かってた。でもすぐに忘わすれるんだろうって思ったよ。ちょっと好きな子でも、卒そつ業ぎようとかしたら縁えんが遠くなるじゃない。そうなるんだろうって。でも……駄だ目めなの」


　千早が目を伏ふせた。神代はテレビのボリュームを絞しぼって、邪じや魔まにならないようにした。


「引っ越してから、もうずっとその人のことばっかり、毎日考えてるの。なにかの気のせいだと思って忘れようとするんだけど、ちょっとしたことで頭に浮かぶんだ。こんな歩き方だった。こんな喋しやべり方だった。こんな笑い方だった。授じゆ業ぎよう受けてる時だって、この場にいない人のことを想おもってる。そしてね、『ああ、でももういないんだなあ。遠くに離れたんだなあ』って、悲しくなるの。そういう時って本当に落ち込む。後こう悔かいばっかりしちゃう。どうして葵学園のころ、もっと一緒にいなかったんだろう、一緒に遊ばなかったんだろうって。あたしこのときやっと、あれは一目惚れだったんだって気づいたよ」


　神代はあえて訊いた。


「越してから、その人に会ったの？」


「会った。修学旅行で、ね……」


　あとは口をつぐむ。


　それ以上聞かなくても、神代には理り解かいできた。


「でもそんなにお姉ちゃんが好きになるほどの男の子だったの。だって頭も良くないし地味だったんじゃん」


「だからそういうのじゃないの。すごくぴったりきたんだって。理由なんてない」


「そうなのかなあ」


　神代は腕組みをした。千早の言っていることが、いまいち理解しきれていない。


　姉の顔は、その男の子の話をするたびに紅こう潮ちようして、嬉しそうになる。それほど楽しかったのだ。しかし次の瞬間、元の暗く、辛つらいものに戻る。気持ちの整せい理りがついていない。見るに忍しのびないほどに。


　そこまで心を残すほどの男なんだろうか。


　沙也佳と浩子に聞いたことがまざまざと甦よみがえる。お姉ちゃん、わたし理解できないよ。


　むらむらと、感情がこみ上げてくる。


「いい人なの？」


「いい人よ。優やさしい。神代も会ったらそう思う」


　分からない。多分、ずっと。


「彼はそういうところあるから。式……ごめん、名前言っても分かんないか」


　知ってます。式森です。彼の名前は式森和樹です。


「今はどうなの」


　唐とう突とつに、神代は言った。


「今はどう想ってるの、その人のこと」


「え……どうって」


「好きなの？」


　はっきりと訊いた。


　千早は無言だった。だが答えは顔に書いてある。ひとめで分かるほどに。


　神代は首を振った。


「わたし、お姉ちゃんが理解できないよ。どうして？」


「理由なんかないって、言ったでしょ」


「そうじゃない。もう引っ越してだいぶたつんだよ。忘れられるよ。想っていても、いいことなんてないよ」


「そんなことない……」


　弱々しい声。


「あるって。お姉ちゃん、もてるじゃん。見てる人はいるよ。お姉ちゃんのことだけを考えてくれる男の子はいるって。告白だってされるんでしょ。彼氏つくってよ」


「いらない。彼氏なんていらない」


「駄目だよそんなんじゃ！」


　我知らず、神代は叫んでいた。


「無む理りしないと忘れないよ。いつまでも覚えてるよ」


「大だい丈じよう夫ぶ、そんなことない」


「ある。そんなことある。ううん、もっと酷ひどい。傷きずつき続ける」


「誤ご解かいしないで神代。あたし、そんなに弱くない」


「弱いよ、お姉ちゃんは凄すごく弱い。今だって辛いんでしょ」


「それは……」


「やっぱりそうだ。なんでそんな昔の男の子のことを、いつまでも引きずっているの。なんでプレゼントまで渡しに行くの。渡せっこないのに」


　千早の顔から血ちの気けが引いた。


「神代、なんでそんなこと知って……」


「知ってるよ。杜崎さんから電話があったって言ったよね。ずっと黙だまってたけど、伝言頼たのまれたんだ。『プレゼントは渡した』って。ピンときたよ」


「沙弓が……渡してくれたの」


「うん」


　千早の頰ほおに、かすかだが血色が戻る。


　次の瞬しゆん間かん、神代は姉の両肩を摑つかんだ。


「どうしてほっとするの!?」


「え……」


「安心したでしょう。お姉ちゃんがプレゼント渡したわけじゃないんだよ。意味なんかないよ。未み練れんばっかり残ったよ」


　千早はもう妹のことを見ない。自分の気持ちを心の奥おく底そこへ逃にがそうとしていた。


「いいよ……それでも」


　もう神代の激げき情じようは止まらなかった。


「また！　どうして自分を追い込むのさ。そっちは幸こう福ふくになる道じゃないんだよ。薄うす暗ぐらいんだよ、寒いんだよ、陽ひなんかあたらないよ！　そっちに行っちゃ駄目だよ」


「あたしは我が慢まんできるから……」


「噓だ、絶対噓だ。背負い込むくせに、耐たえられなくて泣いちゃうくせに！」


「そういうことじゃ……」


「じゃあどんなことなの。答えてよ。答えられないでしょう！　もう捨すてて、本当に捨てて！」


「止やめて神代、無む茶ちやを言わないで」


「無茶じゃないよ。普ふ通つうに戻って欲しいだけ、傷ついて欲しくないだけ。どうして……どうしてなの、どうしてお姉ちゃんがこんな目にあうの!!」


　神代の絶ぜつ叫きようが、リビングに響ひびき渡った。


　千早はなにも言わない。神代も、また。


　静まりかえった空間に、二人だけがいた。


　なにも聞こえない。


　永遠とも思える時間が流れる。


　やがて、かすかな声で、千早が呟つぶやく。


「神代、あなたにあたしの気持ちは分からない」


「分かんないよ……全然分かんない……どうしてさ……」


　千早はそっと、肩に乗っている神代の手をどける。


「これでいいの」


「よくないよ。だったらお姉ちゃんがその男に会いに行って。告白してもいい、大だい嫌きらいだって言ってもいい、他の女から奪うばってもいい。そうじゃないとお姉ちゃん……」


「いいのよ」


　千早は立ち上がった。リモコンを操そう作さし、とっくにドラマが終わったテレビを消す。


　リビングを出ていった。


　二階に上がっていく音がする。


　神代はソファーに倒たおれた。


　目の前がぐるぐる回っている気がする。風か邪ぜをひいたわけでもないのに、頭が熱っぽい。


　両手を額ひたいに当てる。


　冷れい静せいとは言えなかった。姉と口こう論ろんしたのはいつ以来だろうと考えた。そんなことしたことがあっただろうか。


　思い出せなかった。


　考えが錯さく綜そうしている。ごちゃごちゃになっていて、なに一つ整理できない。感情が猛もうスピードで体内を駆かけめぐってる。


　目をつむる。大きく深しん呼こ吸きゆう。


　少し落ち着いてきた。


　これからどうしよう。なにもすることはないのだろうか。


　そんなこと考えたくない。千早のためになにかをしたい。どうにかしたい。姉はいいんだと言ってたけれど、そんなことじゃ駄目。


（お姉ちゃん、わたし、やっぱり納得できないよ）


　男の名前はなんだっけ。そう、式森和樹だ。


　会おうと思った。そいつに会いたい。会って詫わびを言わせる。


　そうじゃない、そうじゃない。事実を告げよう。山瀬千早という女性がどれだけあなたのことが好きで、慕したっているか。心の底から好きになってしまった故ゆえに、今どういうことになってしまったのか。


　事実だけでいい。


　これを伝える。絶対に伝える。式森和樹って人は、どんな反はん応のうをするだろう。


　姉は「優しい」と言った。だったらその気持ちは伝わるはず。女の子に優しい人なら、平静ではいられなくなるかもしれない。


　そうであってほしい。


　お姉ちゃんはあなたのことが好きなんだ。大好きなんだ。だから聞いて欲しい。思い出して欲しい。


　山瀬千早を。


　わたしが、伝えてあげる。


　神代はゆっくり起きあがった。





　　　　○





　神代は沙也佳と浩子に連れん絡らくを取った。次の休日の、和樹の予定を調べてくれるよう頼んだ。二人とも「無理だよそんなの」と悲ひ鳴めいを上げたが、拝おがみ倒たおして承しよう諾だくさせた。


　あとは自分のことだった。残しがちだった課か題だいをやり、数日先の分まで予習をした。成せい績せきもあがったらしく、教師が驚おどろいていた。思わぬ副ふく産さん物ぶつだった。


　沙也佳から連絡が来た。


　休日は一日中寮りようにいて、外出しないらしい。面めん倒どうくさがり屋だ。それも神代には好こう都つ合ごう。


　こうなればその日が来るのを待つだけだった。


　千早とはあれからずっと話をしていない。さみしいが仕方がない。終わったらいくらでも会話をする。自分が式森になにをしたかを言う。


　日にちはあっという間にすぎていった。


　休日の朝。神代は早起きして支し度たくをした。東京までの遠えん征せいだ。身の回りはきちんとしよう。


　朝食も自分で用意をして、胃いに収おさめ、自分で片かたづけた。


　出がけに自じ宅たくの電話が鳴った。沙弓からだった。神代は階上に、お姉ちゃん、杜崎さんから電話と叫さけんで外に出た。


　外の空気はぴりぴりしているように感じられた。


　自分の身体からだも同じように緊きん張ちようしているのが分かる。歩いているときでも、電車に乗っているときでもそう。電気を流し続けているみたいだ。こんなときは猫ねこすら近寄ってこない。


　ＪＲで東京に向かう。東京駅で乗り換かえた。


　葵学園の場所は浩子から聞いた。時じ刻こく表ひようで路ろ線せん図ずも確認した。間違えたりはしない。


　目的の駅で降おりる。


　手書きの地図を頼たよりに、商しよう店てん街がいを抜ぬけて歩く。噂うわさの銀杏いちよう並なみ木きを進む。


　枝えだがかすかに揺ゆれている。確かに風ふ情ぜいがあった。四し季きの移うつり変わりと共に、この歩道も表情を変えるのだろう。


　お姉ちゃんが歩いた道だ。


　やがて並木道から離れる。角を曲がり、目的の場所へ。


　煉れん瓦が造づくりの建物が接せつ近きんしてくる。


　名前は彩さい雲うん寮りよう。古くからある男子寮だ。もっとも浩子によると、事じ件けんがあって女子寮とくっついてしまったらしい。変な話だ。


　門にたどり着く。


　いったん止まった。大きく呼こ吸きゆうをして、建物を見上げる。変な構こう造ぞうだ。形が歪ゆがんでいる。これが事件のせいなのか。


　式森和樹の部屋は分からない。分からなくてもいい。すぐに会える。


　玄げん関かんの扉とびらを開けて、ごめんくださいと言った。


　しばらくしてから、女性が姿すがたを現した。葵学園の生徒のようだ。


　背の高い人で、スタイルは抜ばつ群ぐんだ。低てい血けつ圧あつらしく眠ねむそうだったが、美び貌ぼうが衰おとろえることもない。
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　直感だったが、この女性が「風椿先輩」だと思った。


　神代は用よう件けんを告げた。式森和樹って人に会いたいんです。


　女性は目を擦こすりながら、ああ今はいないわよ。さっき出かけたと答えた。


　戸と惑まどった。今日は一日中いるはずだったのに。すれ違いか。


　大丈夫、すぐに帰ってくるわ。買い物に行ってるだけだからと女性。駅前のデパートらしい。


　すみません出直しますと神代は言った。


　女性は、近くに喫きつ茶さ店てんがあるから、そこで待っていたらと言ってくれた。寮内で関係者以外を待たせるわけに行かないけど、そこなら寮の門も見えるわよ。


　分かりました。ありがとうございます。神代はきびすを返す。去り際ぎわに女性の、和樹も大変よねえ、夕菜ちゃんにプレゼントのお返しなんてとの独ひとり言ごとが聞こえた。


　喫茶店はすぐ見つかった。個こ人じん経けい営えいの、こぢんまりとした店だ。


　紅こう茶ちやを頼たのみ、窓まど際ぎわに陣じん取どる。


　人の流れがよく分かった。彩雲寮に出入りする生徒の姿もはっきり見える。


　生徒たちは皆みな楽しそうだった。葵学園は魔法のエリート校だと聞いたのに、あまり気負ったところがない。むろん規き則そくは厳きびしいのだろうが、それすらも自分のものとしてなじませてしまったようにも見える。


　これも伝でん統とうの一種なのだろうか。新しん興こうの清修学園は、校こう舎しやや制服に多た額がくの投とう資しをして知名度を高めている。それは成功しているのだが、生徒たちが外側に振り回されていることも多い。


　千早はどうだったのだろう。葵学園にいて、幸せだったのだろうか。


　神代は思し考こうを振り払う。今は違う。ただ一人の男のことだけに集中する。


　式森和樹。彼のことだけ考えてきた。いまさら別なことで見み逃のがしてたまるか。


　紅茶がなくなった。おかわりをした。


　人の流れが徐じよ々じよに大きくなってくる。朝あさ寝ね坊ぼうの連中も起き出したのだ。


　ちゃんと見ようと、目を凝こらした。


　不意に、小さな影かげが横切った。


　男の子。写真と同じだった。姉の机つくえの上にある、二人で写っているのと一人で写っているのと。あの顔とまったく同じ。


　その生徒が窓の外を歩いている。


　神代は急いで立ち上がる。レジに札さつを置き、お釣つりはいりませんと告げる。


　店の外は乾かん燥そう地ち帯たいだった。


　やはりまだ緊張している。自分の喉のどがからからなのだ。水すい分ぶんがすべて持っていかれているよう。


　それでも二つの脚あしは、きちんと動いていた。


　心臓の鼓こ動どうが徐じよ々じよに落ち着いていった。目的がはっきりしているせいなのか。集中力は高まっている。そのため周囲の雑ざつ音おんが聞こえない。


　和樹の頭が見える。


　声をかけてもいい。手を出してもいい。どっちでも気づかせることができる。自分の存そん在ざいと、自分の姉のことを。


　手に決めた。


　肩を摑つかんで、なにも言わせずに振り向かせる。それから話しをする。ずっと、ずっと話しをする。言げん語ご能のう力りよくすべてを使って、お姉ちゃんのことを伝える。思い出してもらう。


　式森さん。あなたはもてるかもしれない。それでもいい。どんなに女の子に人気があったっていい。だけど、恋人の席に山瀬千早がいないのは嫌だ。お姉ちゃんの願いは、かなえられなきゃ駄だ目めなんだ。


　神代の足が速くなった。


　和樹が近づく。さあ、聞いていただきましょう。山瀬千早さんのことを。


　その時。


　神代の身体からだが抑おさえられた。


　後ろから抱だきかかえられる。驚いて声が出せないでいると、強ごう引いんに引きずられ、横道に連れていかれた。


　電柱に背中を押しつけられる。


　神代は目の前の人物を凝ぎよう視しした。女性だった。


「間にあった」


　彼女はそう言った。呼こ吸きゆうがとても荒あらかった。


　千早は走り続けたためなのか、肩で息をしていた。





「どうして……」


　姉の声はかすれ気ぎ味みだった。


「どうしてこんなことをするのよ」


「離してよ」


　神代は低い声で答える。


「早くしないと、寮に戻もどっちゃう」


「聞きなさい神代。どうしてこんなことするの」


「わたしもどうしてか知りたい。なんでわたしが彩雲寮に行くって分かったの」


「沙弓が教えてくれた。生物部の一年生が、式森君のことを聞き回っているって。神代の友達じゃないかって。だから追いかけた」


「そうだったんだ。でも離して」


「駄目よ。式森君になにもしないって約やく束そくするまで」


「そんな約束できないよ」


「じゃあ離さない。連れて帰る」


「お姉ちゃんのことじゃない！」


　神代は叫んだ。


「これ、お姉ちゃんのためなんだよ。なんで邪じや魔まするの」


「許せるわけないでしょう」


「なんでさ！　どうしていつもお姉ちゃんが傷きずつく役なの!?　お姉ちゃんが一方的に傷ついて、みんなは幸せなのよ。そんなの分かんないよ！」


「あたしは傷ついてない」


「傷ついてる！　そうじゃん、お姉ちゃんぼろぼろだよ。いつも本当に辛つらそうだよ。外側だけ明るくたって、中はふさぎ込こんでる。わたし、そんなお姉ちゃん、もう見たくないんだよ！」


　神代は千早を振ふりほどいた。


「お姉ちゃんが言えなきゃ、わたしが言うよ。そんな他の女じゃなくて、こっちを向いてくれって。あなたのことが一番好きなのは山瀬千早なんだって。これ以上傷つけるなって。絶対に忘れるなって！　そうすれば──」


　乾かわいた音がした。


　千早が唇くちびるを震ふるわせ、手のひらを広げていた。その手は赤く腫はれたようになっていた。


　神代は自分の頰ほおを押さえる。


「痛いた……なに……」


「そんなことさせないわよ、神代」


　姉の姿は、強きよう固こな意い志しによって形作られていた。


「絶対にさせないからね」


「なんでさ……」


「分からないなら教えてあげる」


　きっと妹を睨にらみつける。


「だってそんなをことしたら、式森君が傷つくから」


「そんな……」


「そんななんてことじゃない。あたしには凄すごく大事。式森君は優やさしいよ。うちまで来ちゃう。絶対あたしに頭を下げる。自分で自分に傷つけて、傷口から目をそらさない。そんな式森君こそ、あたしは見たくない。いて欲しくないよ」


　千早の感情が飛んでくる。焼かれるほどに押し寄せてくる。全身を覆おおい尽つくす。


　ひりひりするほどの痛み。


「でも……」


　やっとのことで、神代は口を開く。


「でもそれじゃお姉ちゃんが大変だよ。忘れられるの？　ずっと、ずっと抱かかえ込こむかもしれないんだよ」


「それがなんだっていうのよ……」


　語ご尾びがぶれた。千早は今にも、崩くずれ落ちそうだった。


「式森君を傷つける人は許ゆるさない。大好きな妹だって……妹だって……許さないんだからあ……」


　姉の身体は揺ゆれていた。


　神代は思い出す。姉はいつもそうだった。明るく、活動的でも繊せん細さいだった。人の気持ちが良く分かり、それ故ゆえ自分を傷つけた。だけど彼女はそれでも、他人のことを考えた。自分よりも他人の心を優ゆう先せんしたのだ。


　妹にもそうだった。


　小さいころ、ケーキはいつも姉の方が小さかった。切り分けるのは千早の役やくで、神代は「お姉ちゃんずるい」と文もん句くをつけたが、たくさん食べられたのは妹だった。夏休みの宿題を手伝ってくれたのも姉で、おかげで先に終わったのは妹だった。「お姉ちゃんも自分の分を早く終わらせてよ」と言うと、「ごめん、あたし頭が良くないから」と笑いながら夜遅くまでやっていた。


　千早はそういう女性だったのだ。


　揺れていた身体が、スローモーションのように、自分の方へ倒れかかる。


　神代は抱だきとめた。


　柔やわらかな感かん触しよくが伝わってくる。姉の髪かみが頰をくすぐる。


　いつ姉と同じ身長になったのだろう。昔は自分の方が小さかったのだ。


　千早の全身から、少しずつ力が抜けていった。


「お姉ちゃん……」


　神代はささやきかけるように言った。


「ごめんね、お姉ちゃん……」


　ショートカットの髪の毛が、少しだけ揺れた。





　　　　○





　神代は千早と並んで帰った。小さいころから、よくそうしたものだった。


　千早の表情は元に戻っていた。昔からのお姉ちゃんだった。


　胸むねの内は分からない。想そう像ぞうはつくが、もう考えないようにした。沙弓の言うように、時間がゆっくりと傷口にたまっていき、やがて塞ふさぐのだろう。


　そんな姉を見ていくのは辛いが、受け止めていかなければならないと思う。


　泣きべそなのだろうか。傷を抱かかえる姉を見て、自分は悲しまなければならないのだろうか。


　そうではない。神代の視し界かいに涙なみだはない。


　彼女は千早が大好きだった。ここで自分が涙を見せたら、千早は一緒になって泣いてくれる。小さいころ、幼よう稚ち園えんで転んだとき、お母さんに怒おこられたとき、神代が泣くと、千早も泣いた。そしてその後、必ず自分を慰なぐさめてくれた。抱きしめてくれた。


　ささやいてくれた。


　オネエチャンハカミヨガダイスキ。ダカラモウナカナイデ。


　自分が泣くわけにはいかない。もうこれ以上、お姉ちゃんを泣かせたくない。


　妹は姉が大好きなのだから。






　あとがき
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　私に言わせれば、こんなのはマシな方なのです。昔の勤つとめ先では、もっと奇き怪かいな名前が溢あふれていました。イラストレーターの女の子が「ペンネーム、考えてくださいね」とか言ってきたら大変で、大だい激げき論ろんになります。


　このときは女の子らしいペンネームとして、「しばらくお待ちください」「賞しよう味み期き限げんは底そこ面めんに記き載さい」があがりました。他の意見として「あ」「ん」といった一文字もの、落らく語ごのじゅげむのような長文、「カブトムシ」「アリジゴク」の虫系、「曇くもり」「傘かさを忘れた日に限って降ふってくるムカつく雨」などの天気系もありました。私は確か「埋うめ立たて地」にしようと言った気がするのですが、定さだかではありません。


　結局議論は、女の子が「もう頼みません」と半泣きになるまで続きました。なにに落ち着いたのか、はたまた彼女が自分で考えたかは忘れました。なんかつまんない名前だったような？


　ところで、今まで聞いた中で一番お気に入りのペンネーム（というかあだ名）は、水みず城き正しよう太た郎ろうの同どう級きゆう生せいにつけられた「ジャスコ」です。理由はジャスコで万まん引びきしたから。


　ではまた。







二〇〇四年二月二十三日　　築地　俊彦





まぶらほ


～ふっかつの巻・みなみ～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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